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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第二章　時計の無限










　その衝しよう撃げき波はは不意打ちだった。おかげでジゼルは頭からケーキに突つっ込こむし、アスラはアスラで、顔をお茶まみれにしてしまった。

「なにごと!?」

　生クリームべったりの顔を振ふりながら、ジゼル、コクピットエリアを見る。Ｅイー・Ｒアール・Ｆエフの一級操そう縦じゆう士しさん以下五名も、ごろごろと床を転げ回っていた。うーむ、無重力状態だったら良かったのにねえ。

　なーんて、落ち着いている場合ではない。

「なんだあ、まだ磁じ気き圏けんも離脱してないのに。まあ、磁気圏離れたらφフアイベクトルで移動するから、適当な場所か。やはり、専用機は目立ったな」

　ふむふむと、一人悠ゆう然ぜんと頷うなずいているアスラ。落ち着いてる場合じゃないってば！

「なんだよアスラ、これ！」

「どっかの惑わく星せいの、お国が大事な大事なあんぽんたんが、歓送してくれてるんだろう」

「防御シールドはあ!?」

「お世話になった人の家から出るのに、鉄板入りの背中を見せるのか？」

　そう応こたえて、アスラはたった今離陸してきたばかりの小さな白い惑星を、窓から一いつ瞥べつした。この貧困に苦しむ星はＥ・Ｒ・Ｆグループの経済援えん助じよなしでは生計を立てられない。どこか別の星の奴やつらだ。

「だって！」

　言い立てるジゼルを手で制する。吞のん気きに生クリームを濡れタオルで拭ぬぐってくれ、自分の顔のお茶も拭ふき取りながらアスラはにっと笑ってみせた。そして、立ち上がりざまに、

「よーし、迎げい撃げき態勢に入れ。シールドは張ったな、Ｅ・Ｒ・Ｆの専用機を襲しゆう撃げきする意味を、ちゃんと教えてやろう」

「アスラさん、第二波が来ます！　αアルフア軸じくモードです！」

　ボテンシャルチェックをしていたマルイさんが、驚きよう愕がくを孕はらんだ声を上げた。えっ、と誰だれもが状況を把は握あくできずに振り返った、その瞬しゆん間かん。

　どん、という底を突き上げるような音。

　まるでマグニチュード８級の大地震が襲おそったかのように、機体はもみくちゃに荒れた。機器が一いつ斉せいにがなりだし、照明は狂くるったように光度を変化させた。

　視界が歪わい曲きよくする。直交座標は意味をなさなくなり、身体を引き延ばされる不快感と、ぐにゃりとねじれる苦痛。さらに床ゆかや壁かべや天てん井じように強く打ち付けられたショックで、ジゼルはぷつんと意識を失ってしまった。

　空間そのものが転覆したとしか考えられなかった。




　そもそも、今回のお出かけにはあまり乗り気ではなかった。なぜって、アスラの公的な用のついでで、Ｅ・Ｒ・Ｆの専用宇宙機で行くのだから。しかも、銀河世界でもかなりの僻へき地ちだ、狙ねらってくださいとでも言わんばかりの設定じゃないか。宇宙機には文句ないけれど、そんなのに出くわしたら、あああ、またなつめに言われる。もうやめてって。

　でも、結局アスラについてきたのは、最近、なつめがジゼルの人工知能を交こう換かんしようと計画しているためだ。やだやだ、なつめのことだから、ジゼルの記き憶おく野やに手を加えるつもりだろう。そして、この『お出かけ』の記憶をも消してしまうつもりなんだ。いくらそんなことしても、ジゼルは絶対やめないもんね。

　それに、それだけじゃないことも知っている。

　その交換にどんな意味があるかも知っている。いくらなつめが隠かくしていても、ちゃんとアスラに教えてもらったもの。理研の企画案も見せてもらったもの。

　なつめ。ジゼルはこのままがいいよ。

　なつめ。それがわがままだって知っている。解っている。でも、もう少しだけ、あとちょっとだけ、このままでいさせて。もう少し、なにも知らない幸せを味わっていたい。

　だから、なつめから逃げるようにしてアスラにひっついてきた。きたというのに、これはいったいなんなんだ、なんの冗じよう談だんなんだ。いきなり攻こう撃げきなんかしてきてーっ。

　Ｅ・Ｒ・Ｆの専用機がやられるなんて、そんなばかな！




　どれくらい時間が経過したか判わからなかった。ジゼルがようやく目を開けると、戦せん闘とうは終了していた。あれほどむちゃくちゃにひっくりかえっていた機内は整然としていて、振しん動どうもなにも感じられない。エマージェンシーの音も色もなかった。

　やけに静かだった。森しん閑かんとしている。

　やっぱり、Ｅ・Ｒ・Ｆグループ最新攻防システム搭とう載さいの宇宙機に、敵かなうものはいなかったか。ほっとしながら首を巡めぐらし、部屋の中央に据すえられた立体星図に視線をやってドキンとした。

　なにみんな、集まってるんだ？

　昏こん倒とうする前に聞いた『αアルフア軸じくモードです』という言葉を思い出しながら、そろそろとジゼルはみんなの中に割り込んだ。とん、と台の上に飛び乗り、

「……どうかしたの？」

　眉み間けんにしわを寄せて、青ざめた面おも持もちで星図を凝ぎよう視ししている職員五人。まるで睨にらめっこしているような怖こわい形ぎよう相そうだ。その態度にすっごーくいやな予感を抱いて、ジゼルはアスラを仰あおいだ。果たして、アスラだけはその大変な面めん相そうの職員の中にあって、一人、いつもと変わらぬ自信に溢あふれたまなざしでいる。そして、答えるには、
















「うん、少しばかり見みきわめを間ま違ちがえた」

「す、少しばかり？」

　どきどき。心臓の鼓こ動どうが速い。この男の飄ひよう々ひようとした言葉にごまかされてはいけないぞ。

「相手は国こく粋すい主義者ではなく、金持ちだった」

「金持ち──だと、どうなるの？」

　アスラの説明の先が見えなくて、ジゼル、おっかなびっくり促うながした。アスラはこともなげに、こう言ったのだ。

「無む駄だでエナジイ効率の悪いα軸走行を強制されたんだ。おかげで宇宙の彼方かなたにすっとばされた」

　それは、つまり、いわゆる【ワープ】と呼ばれるα軸走行を外から仕掛けられて、この宇宙機は空間移動させられた、ということだ。では、あの時の広がるような不快感は、四次元から五次元へ拡張される感かん触しよくだったのか。気持ちわるーい。

　ワープというしろものは、原理的には次元を上げることで成立する。次元を下げて図的に説明すると、まず一本の線を引き、二点Ａ、Ｂを適当に置いてみる。線、これは一次元の世界であって、一次元の住人は線上でしか移動できない。つまり、ＡＢ間の距きよ離りをｌとすると、ｌだけ移動しなければならないというわけだ。ところがこの線を、平面上に持ってきたとすると、様子は変わってしまうのである。平面とは即すなわち二次元、一次元から二次元への拡張だ。紙面上に糸を置く。無む論ろん、直線でなくてもいい。Ωオメガ形にすれば、Ａ点Ｂ点は接せつ触しよくする。そして距離ｌを通らなくても瞬間に移動できてしまうという理り屈くつだ。最初は聞いた時、別に平面に持ってこなくても、糸をたわませればいいことじゃないかとジゼルは考えたけれど、一次元の世界にはたわませるという概がい念ねんはないんだって。たわませること自体、既すでに二次元での作用らしいけれど、ジゼルにはよく解わかんない。こういう理論はアスラにでも考えさせておこう。この考え方はワープという名前が出始めたはるかな昔から、変わらぬものらしいから、大体の人がなんとなく知っているものである。

　ついでに簡かん単たんにいえば、φフアイベクトル移動は次元の圧あつ縮しゆく、この四次元を三次元に潰つぶすことによって成立する現象だ。根本的に違うんだね、潰す方が楽なのに。

　とりあえず、その原理を四次元に持ち込んだのがワープで、糸に当たるものをα軸と呼よぶからα軸走行というのである。現在、銀河人類文明に一般的に普ふ及きゆうしている奴やつで、ごく普通に製造され使われている。φベクトル移動と異ことなり、特とく殊しゆな知識も技術も要いらないので、宇宙機一つ一つに備えられているのだ。φベクトルは科法使い人員の都合上、外部から仕掛けるのが普通であるが、α軸走行を外から仕掛けてきただって？　そんなこと、聞いたこともない。

「強制なんて、そんなことできるの？」

「まあな、理論的には可能だよ。でも、通常α軸走行の百倍近いエナジイが必要だし、余よ程ほどの金持ちしかできない。だいたい、やる意味がない。敵を攻こう撃げきするにも、ちゃちな宇宙機相手ならば、衝しよう撃げき波はを受けた時点でグラム単位に機体を粉ふん砕さいできるほどのエナジイだ。普通に攻撃をしかけた方が効率がいい。でも、連れん邦ぽうの新しん鋭えい軍機でさえα軸の機体を貫いた瞬間に七割の確率でこの世から消しよう滅めつするが、この宇宙機には効きかないよ」

　ぎょっとするようなことを、アスラは淡たん々たんと説明する。α軸の百倍といえば、φベクトル移動の場合の一万倍じゃあないか。あーん、Ｅ・Ｒ・Ｆ専用機に乗っていてよかったよう。それだけの衝撃とエナジイに耐たえたこの宇宙機を見よ、傷一つない外がい壁へきをっ、微み塵じんの狂くるいもないコクピットをっ。

　安心したらどっと不満が湧わき上がってきたぞ。じんじろりんとアスラを睨にらみつける。

「もう、アスラと一いつ緒しよだとこれだからイヤなんだ。今度は誰になに恨うらみ買うようなことしたのさ」

「残念だったな、ジゼル。推すい察さつ力りよくが足りない」

「え？」

「この宇宙機の性能は津つ々つ浦うら々うらに知れ渡っているんだ。特に金持ちにはな。だからこれを攻撃することはまったく無意味だ。だからこそ、強制走行をさせたんだ。これだけ凝こった仕掛けを準備したということは、俺おれの代だけで買った恨みじゃあない。裏に連邦かそのレベル近くの大物がいるな」

　なにを言っているんだと、怪け訝げんな顔を作るジゼルに対して、アスラはくいっと指で窓を示した。その先を追って、シースルーになっている壁の向こうの宇宙空間が視界に入った途と端たん、ジゼルははっと息を吞のんだ。

【サルガッソー】だ。

　宇宙の墓はか場ば、サルガッソー。まさか、本当に在あるとは知らなかった。ばかばかしい空想の産物かと思い込こんでいた。初期宇宙開かい拓たく時代の遺い物ぶつのはずだった。

　窓の外に広がるのは、静かな光景だった。宇宙を飛ひ翔しようする乗り物の残ざん骸がいが、ゆっくりと流れていく。死んでしまった空間。金属の巨きよ大だいな塊かたまりに過ぎない物体が、こちらの発光を反射して黒く死の輝きを放つ。暗い冷たい空間にわだかまる。

　あたかも小惑わく星せい群の中に迷い込んでしまったような、戦せん慄りつの光景だった。おびただしいまでの死んだ宇宙機が、真空内をところせましと浮ふ遊ゆうしている。活動のある反応は皆かい目もく見当たらない。あるものは金属片となり、あるものはぐちゃぐちゃに潰つぶれて原型を留とどめず、あるものは今にも動き出しそうな完全な形を保って。

　自分が動いているのか、向こうが流れているのか。ゆっくりとした、忘ぼう却きやくの時間。

【サルガッソー】。宇宙の墓場。一度迷い込んだら、二度と外には出られない。

　外には出られない？

「完全に計算された空路です」

　リーマン軌き道どう計測士の苦い声に、ジゼルは跳とび上がりそうになった。計算された？　ここは【サルガッソー】。二度と出られぬ死の魔ま法ほう陣じん。強制走行。

　いろいろなパスワードが電光のごとく脳のう裏りを走る。つまり、これは。

「やられたな」

　アスラは肩かたをすくめた。その様子がやけに現実的だった。

　その言葉を合図に、沈ちん思し黙もう考こうのていだったみんなから、どっと堪こらえていた不安と当とう惑わくと恐きよう怖ふが噴ふき出した。

「わ、若わか旦だん那なあーっ」

「どうなっちゃうんです、私たち！」

　いつもならいっとう先にジゼルがアスラにつっかかるのに、今日は職員の皆さんにお株かぶをとられてしまった。

　つまり、『莫ばく大だいなエナジイでもぶっ壊こわれない宇宙機は、二度と出られぬ宇宙の墓場にでも送って、封じ込めてしまえーっ』、という策さく略りやくにものの見事引っ掛かってしまった、というわけである。冗じよう談だんにもならないことをやりやがって！

　パニックを起こした顔をして、号ごう泣きゆうの勢いでアスラにしがみつく五人。こっちはなんか拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。みんな、三十過ぎの大人なのに、二十二歳の若わか造ぞうに頼たよる姿ははたから見てなんとも情けない。

　でも、これは当然の現象。彼は【惑星エルシを統すべるＥ・Ｒ・Ｆコーポレーションのアスラ】だから。彼はそうされなければならない義務と権利の持ち主だから。

　クルーの一心の期待を集めてもなお、アスラは平常と変わらない表情で、

「なにを脅おびえているんだ？　ここがかのサルガッソーだとしても、四次元空間であるならφフアイベクトル創造は可能だろう。ほら、目先のことに捕らわれず、座標を割り出して、ポテンシャルチェックして」

　指示をてきぱきと出しながら、ぽんぽんと背中を押して行動を促うながす。人間って、なにかやることがあると、とりあえず悩なやみごとは後回しにできる奇き特とくな性格らしい。皆さん、複ふく雑ざつな表情ながらも顔を見合わせると、若旦那のたいしたことなさそうな素そ振ぶりにほっとした様子で、自分の持ち場へと戻もどっていった。アスラ、人間の使い方がうまい。

「デリス、どのくらいで座標を割り出せる」

「はい、通常モードの感知機が作動しないので、φベクトルモードにしてから自前の脳のうで計算します。ちょっと時間がかかりますが」

　申しわけなさそうにデリス女史は答える。アスラは笑った。

「どうせみんな同じさ。ゆっくりやってくれ。俺おれは創造機の調子を見てから、ちょっと探たん検けんに行ってくる。こんな機会、滅めつ多たにないぞ」

　喜色満面で子供みたいなことを言って、みんながなにか非難の声をぶつける前に、アスラはキャビンから消えていた。無む論ろん、ジゼルも後についていく。

　専用機は特別にφベクトル創造機を搭とう載さいしている。専用機だから当然なんだけれども。科法使いもちゃんといるし。

　ハッチに向かう廊ろう下かで、アスラはジゼルに気づくと、

「なんだ、ジゼルも行くのか」

「当たり前だよ。こんな機会、めったにないもの」

「流されてもしらないぞ。ほら」

　そう言って、左手を差し出す。ひょこいと軽やかにジゼルは飛び乗ると、アスラの左肩にしがみついた。

　途と中ちゆう、創造機の据すえられている部屋を見て、異常がないことを確認する。そして、ハッチの手前の閉へい鎖さ室しつで対真空中コーティングを全身に施ほどこして、いざいざゆかん、【サルガッソー】の版はん図とへ！




　宇宙空間に放り出されると、そこがまったく異様な空間であることがはっきりと分かった。はるか彼方かなたの星雲の綺き羅らめきが、ぐにゃりと歪ゆがんでいる。四方八方、遠くの背景となるものはぼわっと脹ふくらんでいて、まるで、そう、硝子ガラス球だまの内部から外を覗のぞいたような、強い屈くつ折せつがある。強力な重力場でも取り囲んでいるのかな？

　ここは、閉鎖空間だ。

「ほら、ジゼル。残ざん骸がいがゆっくりだが一か所に向かって動いている。中心があるんだ」

　そう言うと、アスラは機体を蹴けって携けい帯たい推すい進しんシステムを作動させた。

「中心に行ってみよう」

「大丈夫なの？」

「俺、特級ライセンス持ってるんだぞ」

「違うよ」

　ジゼル、むっと口を尖とがらせて言い返す。

「本当にここから抜ぬけ出せるの？　φベクトル移動は可能だって言ってたけれど」

「分からん」

　あっさりと答えるアスラ。ぎょっと見返すジゼルに、あくびをしながら、

「こんなところ来たの初めてだからな。お前さんやみんながおねんねしている間に、感かん触しよくを確かめてみたんだ。αアルフア軸じく走行はだめだ、はじき跳とばされる。通常走行でも直進コースがとれない。なにかが遮しや断だんしているんだな、ここは完全な閉鎖空間だ。入り易やすく逃げがたい」

「じゃあ、出れないの!?」

「それがだな、ほら、見てみ」

　愕がく然ぜんとなりかけるジゼルに、アスラは目の前を流れていく宇宙機の残ざん骸がいを指し示した。

　これは完全に形が留とどまっているタイプだ。きっと、偶ぐう然ぜんに飛び込んでしまって、どうにもならずに機能を停止してしまったのだろう。

　じゃあ、中にクルーの死体が累るい々るい？

「うひゃあーっ、死体があるっ、逃げよう！」

　慌あわててアスラの肩かたでばたばたするジゼルを、待て待てとアスラは宥なだめてきた。

「あっちも見てみ」

　戦せん々せん競きよう々きよう、アスラにしがみつきながら示された方を見る。今度は見る影もなくなった、金属の塊かたまりが浮かぶ姿があった。酷ひどいありさまである。まるで爆ばく撃げきを受けたように、あちらこちらぼこぼこ穴あなを機体に空けて、ぐにゃりとひん曲がっている。すごい衝しよう撃げきがあったんだな。

　やっぱり、あの中にも死体が？

「わあーんっ、死体がいっぱいだよお」

「死体のことは考えるなっていうの、臆おく病びようなんだから。ほら、見てみろ。あれは宇宙船だ」

　どうしてもすべてをそちらへ考えてしまうジゼルを叱しかりつけ、アスラは憮ぶ然ぜんと言った。その聞き慣れない言葉に、死体のことをころりと忘れ、キョトンとなる。

「……宇宙、せん？」

「そう。知らないか、愚ぐ鈍どんな旧世界の遺い物ぶつだよ。宇宙機の前身ってところだ。α軸走行が完成した頃ころまでの呼こ称しようだ。コンピューター大だい暴ぼう走そう時代よりもずっと昔、人類文明華はな々ばなしい分ぶん裂れつ時代の代しろ物ものだ」

「分裂時代……？」

　ジゼルは呆ぼう然ぜんとその過去の遺産を凝ぎよう視しした。分裂時代。昔々のこと。

「三千年以上昔の話だよ。当時は文明も衰すい退たいしていなかったし、いろいろな勢力が銀河文明史を形成していて、絶えず戦争が起きていた」

「その頃、連邦はどうしていたの？」

「連邦は人類が宇宙に出た頃から存在しているさ。でも、さまざまな状じよう況きように置かれていた。今のように人類を統一する機関であったこともあるし、単なる登とう録ろく機関であったこともある。分裂時代においては、人間がすべて同じ一つの星から発生した生物であることを記録しておく、星系登録機関でしかなかったはずだ」

「ふうん……」

　その時代の話はあまりメジャーなものではない。なんといっても、一千年前のコンピューター大暴走時代の傷きず跡あとは人間社会に深く根づき、それ以前の歴史を霞かすませてしまっているのだ。ジゼルも漠ばく然ぜんとした知識しか持っていなかった。

「それで、その旧世界の遺物がどうかしたって？」

「宇宙船は被ひ弾だんしている」

　端たん的てきにアスラは答えると、傍かたわらを亀かめの歩みで流れていく宇宙機の機体を蹴けりつけた。

「そして、宇宙機は被弾していない。解わかるかあ？　んじゃあ、もうちょっとヒントな。ここにある宇宙機のタイプは広範囲の時代の代物だ、たぶん、宇宙機が登場した当初から今日までのタイプが揃そろっている。が、宇宙船に関しては、記き憶おく違ちがいでなければ、一時代のものしかない。分裂時代終しゆう盤ばん、【ワープ】からα軸走行に移行した時代の最後の宇宙船だ」

　ああ、そうか。

　ジゼルは納なつ得とくした。別に、アスラの言わんとするところを理解したわけではないけれど、φフアイベクトル産業を一手に引き受けるＥ・Ｒ・Ｆの息子むすこは、そういうところに常に目が行くわけだ。飛行技術で年代を判断している。すっごく納得してしまった。

　でも、奴やつが意い味み深しんに語る言葉の意味は、皆かい目もく分からない。うーむ。ジゼルが苦い顔をして考えているのを見たアスラ、失礼にも吹ふき出して、

「判わからないかあ。つまり、それ以前のものはないのさ。どういうことだろうねえ」

「……それ以前にはこのサルガッソーは存在していなかった？」

　自分でもまったく自信なく、ジゼルは呟つぶやくように応こたえた。でも、そういうものだろうか？　いきなり出現したり、あるいは消しよう滅めつしたり？

　アスラを見上げると、にやにや笑っていた。

「見てみな、この比率を。宇宙船の方が断だん然ぜん多数を占しめるじゃあないか。どういうことだ、どういうことだあ」

「アスラ、趣しゆ味み悪い」

　喜々として語るアスラを、ジゼルは軽けい蔑べつのまなこで見た。それから、そんなジゼルの頭をぐりぐり押さえながら、続けるには、

「ばかだな、ジゼルは。ここに俺たちが脱出する鍵かぎがあるかもしれないんだぞ」

「え……？」

　きょとんと見返すジゼル。

「それ以前のものはどこに行ったんだ？　もともとなかったのか、長い年月の間にどうにかなってしまったのか。『どうにか』ってなんだ。ゆっくりだが渦うずは中心に向かう。台風の目は案外穏おだやかなのさ」

　あ、そうか。ジゼルはようやくアラスの言葉が腑ふに落ちた。

　もともとなかった場合。それ以前、このサルガッソーは存在しなかった。じゃあ、なぜ、いきなり湧わいてでたんだ？

　どうにかなってしまった場合。中心でなにかが起きている。起こしている。

　どちらにせよ、この閉へい鎖さ空間の中心にはなにかがある。そこにここを抜ぬけだす鍵があるはずだ。特とく異い点てんは特異なのだから、台風の目は静かだから。そうアスラは言っているんだ。

　ジゼルは感動してしまった。当て推すい量りようなら誰にでもできるけれど、ちゃんと理り屈くつまでつけてくれると、なんか、すごおーく真実味が出る。

「アスラ、すごーい。屁へ理り屈くつのめいじーん」

「『へ』だけ余分だよ。だてに法人税を人より払はらってないさ。法人税と言えば」

　自分の言葉にふと思いだしたか、アスラはひどくいやあな顔を作った。

「この派手なプレゼントは法人税のせいだな、きっと」

「なあに、それ」

「今、エルシの企き業ぎよう主義が間違ってると、他の企業主義国家の企業からクレームがついてるんだ。なんだと思う？　法人税を払うな、だとさ！」

　さもばかばかしそうに、アスラは笑いながら言った。どうでもいいけれど、中心に近づくにつれ、金属体の密度は高まっていくぞ。危うく機体にぶつかりそうになり、アスラの腕うでの中に慌あわてて飛び込む。それからジゼルは聞き返した。

「法人税を払うなって、じゃあ誰だれが払うってんだい。Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーション本社だけでもエルシの国家予算、三十パーセントも担になってるのに」

「エルシは他の企業主義とは違うんだよ。うちは法人税で国家予算のすべてを賄まかなって、その支払う割合で主導権を決定するよなあ。他の星は個人所しよ得とくから税を取って、その上に企業が台たい頭とうするんだ。解わかるか？」

「知ってるよ。それで文句がきて、この『現実』は警けい告こくの一種だと？」

「そういうこと。今、連れん邦ぽうはうちには手が出せないし、となれば、マニカのミラージュ重工あたりかなあ、相手は。新しい総そう裁さいはばかそうだったし」

　マニカ星系のミラージュ重工ならジゼルも知識がある。基き幹かん産業が宇宙機で、一つの惑わく星せいをまるごとプラントにしているという、南東銀河では随ずい一いちの企業だ。それを捕まえて、ばかとは、まったくアスラも偉えらくなったもんである。

「エルシとは結構近いし、同じＡブロックだし。法人税のことを考えれば邪じや魔まだったかもしれないが、早まったことを。あのミラージュがなあ……」

　アスラはやけに残念そうな口くち振ぶりだった。昔、エルシの鎖さ国こく状態が解けた頃ころ、飛行技術の提てい携けいをしたことがある企業である。それを惜おしんでいるのだろうか。

「ばかだな、こんなことしてもどうにもなりゃあしないのに。うちにはまだ、なつめもいるのに。あの企業ももうおしまいだな。俺が継つぐ前に潰つぶれる」

「その割には嬉うれしそうじゃあないね。敵が一つ減へるのに」

「ライバルと言ってくれ。こうやって、どんどん銀河を相手にできる巨大企業が崩ほう壊かいしていく。生存競争がなくなった企業社会なんて、衰すい退たいはあれど発展はないんだ。銀河を席せつ巻けんした企業主義もまた、文明衰退のあおりを食って滅ほろぶのさ。六百六十一ある星系で、企業主義を名乗るのは今や三十を切った。俺の孫の代にはエルシを除いてすべて消しよう滅めつするだろう。その時、エルシはどうなってしまうのかな。まだ、銀河に出て七百年しか経っていないというのに」

　それから、アスラは黙だまってしまい、ジゼルも返す言葉が見つからなかった。

　人間はこうしてどんどん滅んでいく。もとある姿へ。それが正しいかどうかなんて、ジゼルには解らない。だって、ジゼルは生体機械なのだから。まだ、白とも黒ともついていない身だから。

　その決着をつけるのは、もうすぐ。




　とりあえず、渦うずの中心へと辿たどりついた。

　ここ、なに？

　金属密度が漸ざん増ぞうしていったのはいいとして、そのうち這はうように進まなければならなくなり、ついにはがらくたで築きあげられた壁かべに前途は遮さえぎられてしまったのだ。冗じよう談だんじゃあないと上の方（流れに対して垂直方向。下と言っても同じこと）上の方へと、破片を蹴け飛とばし機体をよじ登り、やっとの思いで密集地帯を抜ぬけだした。まあ、全部アスラの苦労だけれど。いきなり空白地帯に出て、そうして見下ろしてみれば、なんと、それは巨きよ大だいな天然要よう塞さいじゃあないか。

「流れ集まってきた宇宙船が形成したんだな。かなりの数だぞ」

　感かん嘆たんしてアスラは言う、ジゼルはごくんと唾つばを吞のんだ。これだけの数の犠ぎ牲せいがどこかに──また死体の方に頭が行きそうになって、慌あわてて首を振ふる。

　振った視野の中に、不自然な動きが入ってきた。あれは……!?

「四方八方から集まるわけではないんだな。水面波みたいな……」

「アスラ、危ない！」

　きょろきょろ見回すアスラの言葉を遮って、ジゼル、叫さけぶ。でもだめ。反応が鈍にぶい。要塞から光線が一条放たれる。思わずアスラにしがみつく。恐きよう怖ふさえ湧わかない、わずかな瞬間。

　貫く！　そう観念した刹せつ那な、ぱあっと光が肢し体たい寸前で四散した。音はない。【斥せき力りよく】だ、そう判断する間もなく、今度は反作用でアスラごと後ろにふっとんだ。

　真空の中をぐるぐる回転してどこまでも飛んでいく。ひーっ、気持ち悪ーい。こんなところでも慣性の法則が成り立つなんて、実験したくないよーっ！

　ようやく、アスラが推すい進しんシステムで身を立て直した頃ころには、ジゼルの目玉はすっかりぐるぐる回っていた。世の中が魚ぎよ眼がんレンズを通したように見える。お星さまも回ってる。

「なんだ、今の。泥どろ棒ぼう除よけシステムでも生きてたかな？」

「誰だれかいたよ。ほら、あの脹ふくらんだお腹の機体のハッチに。ひどいな、もう。いきなり攻こう撃げきするなんて」

「人間がいるのか」

　そりゃあ、いても不思議はないだろう。これだけの宇宙機があれば、一人や二人。

　アスラはしばし考え巡めぐらすていだったが、

「よし、行こう」

「え!?　攻撃されたらどうすんの！」

「あれくらいのビームなら科法でどうにかなる。なんか情報が得られるかもしれない。それに彼らを捨ておくわけにもいかないだろう、難なん民みんだ」

　ジゼルが反対するのも聞きやしないで、アスラは指し示したハッチへと飛び込んだ。当然、すでにもぬけのからという奴やつで、人の気配はなかった。

「ふん、この宇宙船の中に逃げ込んだな。死ななかったんで亡ぼう霊れいとでも思ったか。宇宙服も着てないし」

「対真空コーティングも酸素剤を吞のみ込むのも知らないの？」

「エルシを中心に考えるなって。どこの星系の奴らかな」

　とりあえず、アスラは道となる場所を歩きだした。機内──船内というべきかな。そこへの廊ろう下かはすぐに見つかり、怖こわいもの知らずに進んでいく。ジゼルは肩かたにしがみついて、

「ねえ、ここ、重力があるよ」

「あいつらがシステムを作動させているか、中心への引力が強いんだろう」

　内部は結構、破は損そんを免まぬがれていた。要塞と合体した時の衝しよう撃げきと、今なお縮ちぢまろうとする力による被ひ害がいの方が大きい。人間が住んでいるならできるだけ良い奴を選ぶのは当然か。

　それにしても、なんて無気質なところなんだろう。機能性だけを追ったような、味気ない造り。部屋と廊下、それだけだ。部屋の中は得え体たいのしれないものがごちゃごちゃしてる。

「軍ぐん艦かんだな、これは」

　興味なさそうにアスラは言った。

「食しよく糧りよう庫こを覗のぞいてみよう。人間がいるならそこだ」

「どこにあるか分かるの？」

「被ひ弾だんしないような場所さ」

　かくして、ジゼルたちは食糧庫に足を向け、宇宙船の奥へ奥へと入っていった。

　目的の場所は航行システムの隣りん室しつだった。ジゼルには読めない言葉のプレートが掛かっている。真空内だから当時のまま、どこも酸化されることなくそこにあった。中に収められている食糧も、あればの話、腐ふ敗はいの気配も見せず、そこにあることだろう。三千年以上も昔の食べ物を口にできるかどうかは、その人の精神に左右される。でも、こんな閉へい鎖さ空間に閉じ込められていたら、いかなるものでも口にするしかないだろうな。

（いかなるもの？）

　あ、いけない。このままではとんでもない考えに辿たどりつく。それから気をそらすため、慌あわててジゼルはアスラに話しかけた。

「ねえ、人がいるなら酸素のある密閉室じゃあないの？　食糧庫に酸素を充じゆう満まんさせるなんて、あまりにも愚おろかだよ」

「そりゃあそうだ。ジゼル、これは間ま抜ぬけな罠わなさ。向こうから出向かせてやる」

　そう言うと、アスラは食糧庫に警けい戒かい心しんも見せずあっさり侵しん入にゆうし、わずかに積まれたコンテナの一つを開けた。中にはパックされた緑色の流動食が詰つめ込こまれていた。見るからにまずそうな代しろ物ものである。

「やや、ひどく合理主義な食いものだな。どれだけ積めるか、栄養面は万全か。こんなものを食い続けたらストレスが溜たまりそうだ。きっと、イメージセンサーをつけながら兵士は食事をしていたにちがいない」

　うんうん、と断定するアスラ。まったく不用心である。こっちはいつ襲しゆう撃げきされるか、気が気でないというのに。

　ジゼルの心配にも気づかず、アスラはパックの一つに手を伸のばすと、なにを考えているのかそれをひっちゃぶいたのだ。当然、中身がどろりと流れ、小さな玉がわんさか漂いだす。

「うわっ、なにすんだよ、アスラ！」

「なかなかきれいだなあ。もう一つやってみよう」

　はしゃぐ子供のように、アスラは次々と封を切ってみせた。流体は小さな重力に負けて、ゆっくりと漂って、足元へふんわりわだかまる。緑のどろどろ。うーん。

　そこでジゼル、はたと気がついた。ものを手に取れるということは、アスラ、【斥せき力りよく】を消しているじゃあないか。

　そんな、無む防ぼう備びな──そう言いかけて、なにやら白いものが床ゆかをごろごろ転がってくるのが目についた。

「……たまねぎ？」

　違う。これはにんにくだ。アスラの足で回転を止められた物体を凝ぎよう視しする。なんで、こんなところに生のにんにくが？　アスラもそれに気づいて、にんにくを手に取り、転がってきた方向に視線をやった。

　ドアに隠かくれるように、二つの人影。ぴちりとした白色の防ぼう護ごスーツで全身を覆おおい、顔の部分はシースルーになっている。中はよく見えない。

　あいつらだ、そう判断した瞬間、にんにくが無音のまま炸裂した。その内部から白煙が噴ふき出す！

「なんだ、いぶりだす気か？」

　あっという間に室内に充じゆう満まんする気体。目に染しみて涙がぼろぼろ零こぼれた。なんだあ、これ。アスラを見上げると、げほげほと咳せき込こんでいた。視界がほとんど効きかなくなる。

　びくんと毛が逆さか立だった。背後に気配。アスラ！

　でも、今度は間に合わなかった。アスラの頭になにかが降ってきて、脳のう天てんに激げき突とつした。ぐらりとアスラの身体が傾かしげる。ゆっくりと倒れる、昏こん倒とうする。

「アスラ!?　アスラ！」

　呼よべど叫さけべど、アスラは瞼まぶたを閉じたきり、微動だにしなかった。白煙に紛まぎれての襲しゆう撃げき者しやをぎっと睨にらみ、爪つめで引っ搔かいて嚙かみついてやろうかと、どんなに思ったことか。だけど、ぎゅっと抱だき込んだアスラの腕うでが、ジゼルを頑かたくなに放さなかった。ジゼルがその気になれば、そんなスーツ、ひっちゃぶけるんだからな！

　アスラが動く気配を見せないのを確認すると、奴やつらは拘こう束そくリングで束そく縛ばくして、ジゼルごと担かつぎあげた。どうやら、ジゼルがいることには無む頓とん着ちやくらしい、コーティングの外だからこの声も届かないし。ええいっ、アスラさえ手を弛ゆるめれば、こんな束縛！

　奴らはそのまま食しよく糧りよう庫こを出、長い廊ろう下かを歩き始めた。歩き方が覚おぼ束つかないのでふらふらしている。中途半端な重力に慣れていないようだ。こんな奴にアスラがやられるなんて、ジゼルが買いかぶりすぎていたのか、それともなにか、アスラには考えがあるのか。

　だいたい、こいつら、なんでジゼルたちを攻こう撃げきしたんだ？　同じ迷い人じゃあないのだろうか。こんな奴ら、頼まれたってうちの宇宙機には乗せてやるもんか！

　アスラが一向に気づく気配もないまま、コクピットへと辿たどりついた。気圧調整室に入って、一気圧が表示されると、二人の襲撃者は防ぼう護ごスーツを脱ぎ捨てた。

　一人は黒こく髪はつ碧へき眼がん白い肌はだの、三十前半といった感じのいかつい風ふう貌ぼうの男だった。わざとらしく頰ほおに傷があるけれど、どういう医い療りようシステムの星から来たんだ？　まるで開かい拓たく時代劇の風来坊のようじゃあないか。見れば見るほど、細ほそ面おもての瘦やせて頰ほお骨ぼねの出た顔、がっしりした体たい軀く、爛らん々らんと光る双そう眸ぼう、絵に描いたようだ。かぶれた奴かな？　そして、もう一人は、そういう風来坊に憧あこがれてなんでも真ま似ねしたくて、奴について回るかぶれ少年。年は十五、六かな、淡あわい砂色の髪に碧色の瞳ひとみ、よく日に焼けた肌。よいところのお坊ちゃんが、不良っぽくみせかけている、と感じるのは、テレビの見すぎだろうか。

　あああ、まるで作られたセットの中にいるようだ。呆ぼう然ぜんとジゼルは彼等を眺ながめていた。なんにせよ、空気があるということは言葉が通じるということである。でも、アスラがこんな状態じゃあ話しかけても責任が持てない。しばらく様子を見よう。

「捕まえてきたぞ」

　奴らはそう言って、次の部屋へ入っていった。これは驚いた、二人だけかと思ったら、中にはさらに三十人ほど人間がうようよいたのだ。なんなんだ、この人たち。ジゼルたちを遠巻きに眺めて、こそこそと囁ささやきあっている。全体的に脅おびえている感じと、当とう惑わくの雰ふん囲い気き。

「ね……ねえ、その人、亡ぼう霊れいには見えないわ。亡霊なら、そんなもので捕ほ獲かくできるとは思えないもの」

　手前にいた瘦せっぽっちの娘が、おどおどしながら言った。だけど、開拓男の剣けん吞のんな一いち瞥べつに、萎い縮しゆくして口ごもってしまう。

　コクピットは必要以上に広かった。いや、軍ぐん艦かんならこんなものかもしれない。いろいろな装置は片づけられて隅におしやられている。どこから運び込んだのか、代りに簡易ベッドが並んでいた。かなりの生活の臭においがあって、彼らはここに長いようだった。

「真空中でスーツも着ずにか？　高エネルギービームにも耐たえるような奴やつが？　たとえ人間だとしても、食いものを粗そ末まつにする奴は許さねえ。これ以上、口数が増えてもらっちゃあ困るのも、あんたたちはよく知ってるはずだ」

　侮ぶ蔑べつするような口調で開拓男が言い立てると、みんな、しんと黙だまり込こんでしまった。どうやらこいつが牛ぎゆう耳じっているらしい。隣となりに佇たたずむ少年の得意げな表情ったら。情けなくて見ていられない、虎とらの威いを借る狐きつねってね。

「待ちたまえ、殺す前にここから出れる方法を知ってるかもしれん。亡ぼう霊れいだったらあの子たちのことも……」

　うすら汚れてぐんにゃりとしてはいるが、仕立てのいいスーツを着た老ろう紳しん士しがそう口にした。少年はわざとらしい嘲ちよう笑しようを浮かべて、

「けっ、そんなこたあ先刻承知だぜ。だからこうして連れてきたんじゃねーか。てめえたちのような腰こし抜ぬけに指図されるいわれはねえよ」

「だ、だったら、そいつを起こして聞いてくれっ。わ、わたしは早く家に帰りたいんだ」

　また別の男が声を上げた。

　いったい、このグループはなんなんだろう。偶ぐう然ぜん居い合あわせた、スペースラインの搭とう乗じよう者しやってところだな。αアルフア軸じく走行の失敗、偶然にここに飛んでしまった。そんな設定が頭をよぎる。

「大事な大事なベンジャミンの心配か？　くだらねえ」

　鼻で笑って二人はどさりと床にアスラを転がした。それから足あし蹴げにして、

「おい、起きろ」

「起きてるさ」

　意外にも、ひょこいとアスラの身体が飛び起きた。自分たちのリーダーの行き場がなくなった足を見つめ、それから啞あ然ぜんと人々は気絶していたはずの男を凝ぎよう視しする。

「アスラ、起きてたの？」

　ジゼルも少しは考えていたものの、同じように驚いて声を上げた。すると、彼らはますます仰ぎよう天てんして、開拓男までもが一歩後ずさる。そんなに猫ねこが話すことが珍しいかな。ちょっと得意になってしまうぞ。にやって笑うアスラの顔に、気絶は噓うそだったことを悟った。

「ああ。ジゼル、袖そでの飾りボタンを拘こう束そくリングの接合部に付着してくれ」

　ジゼルは頷うなずくと、ひょこいと腕うでから抜ぬけ出、指示されたとおり金色のボタンをリングにくっつけた。ワンテンポ置いて、ぼんっと小さな気抜けた音とともに、煙が一筋立つ。すると光のリングは消しよう滅めつした。カラカラと発生装置が床に落ちて音を立てる。

「てっ、てめえ!?」

「案内ご苦労さん。これでも俺は特級ライセンスの持ち主でね、無重力状態でも自在に動けるんだ。あんたみたいな素人しろうとの一いち撃げきは役に立たないというわけさ。さてと」

　ジゼルを抱だき上げると、アスラは動どう揺ようもあらわな人々をぐるりと眺ながめた。

「私は人間です、皆さん。宇宙服なしでいられたのは、対真空コーティングという最新技術のおかげなのです。私もおそらく皆さん同様、この閉へい鎖さ空間に紛まぎれ込んでしまいましてね、なにかないかとここまで赴おもむいたんですよ。そうしたらいきなり、狙そ撃げきされましてね、ああ、それを避さけられたのも技術のおかげでして、その歓迎の意味するところをお尋ねしたくてやってきたんです」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいにアスラは語る。面々、ばつが悪そうだった。それが当然というものだ。話も聞かれてしまったのだから、彼らの立場はますます悪くなる。

「聞いてたなら判るはずだ」

　開かい拓たく男おとこが目にも止まらぬ早はや業わざで、こっち目がけてなにかを投げてきた。が、所しよ詮せん、彼らの科学程度では【斥せき力りよく】の相手は勤まらない。呆あつ気けなく弾はじき飛ばされて、かたんと床に落ちる。見ると、なんてことはない、ぴかぴか光る大きなナイフだった。

　アスラは顔色一つ変えず、反対に友好的笑みすら浮かべて、

「まあ、やめたまえ。君たちには私を捕らえることも殺すことも無理だよ」

　この、相手を逆さか撫なでするような言い草ったら！　本当にアスラはいじめっこだ。でも、見てて気持ちいい。なんといっても今のところは天下無敵だもの。ざまあみろっ。

　開拓男は歯ぎしりをして、怒りに顔を赤くしていたが、隣となりの少年はぽかんと口を開けて、アスラを見つめていた。他の人はというと、

「失礼した、お客人。わたくしはフラブラーン星系のガタルダから来たジェネリ・マリノスキという者です。そこのガードナーとイーリィのあなたへの振ふる舞まいを免めんじてください、彼らにはちゃんと理由があって行ったことですから」

　さきほどの初老紳しん士しが間に割ってきた。どうやら話し合いを重視する種類の人間らしい。アスラは彼と交こう渉しようすることに決めたようだ。穏おん和わそうな老人に頷うなずきかけると、口調を改めてアスラ、

「まあ、こんな状況下ですから、いたしかたないかと思います。あなたがたはフラブラーン星系の方ですか、私はオールト星系エルシの、Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーション会長の長男で、アスラといいます。以後は襲おそわないでください」

　へえ？　アスラ、Ｅ・Ｒ・Ｆの人間として交渉する気なんだ。ほら、みんながざわめきだした。連れん邦ぽうに知られていない銀河世界の末まつ端たんまで、Ｅ・Ｒ・Ｆの名は広まっているのだから。驚いて、もの珍しそうに見つめて、ある種の畏い怖ふのまなざしでかすかな期待を持って。

「あの、Ｅ・Ｒ・Ｆグループの、次期総そう裁さいと？」

「はい」

　老人は幾いく度どもしばたたいて、穴の空くほどアスラを観察した。次の言葉が出てこない、というか、喋しやべること自体を忘れてしまったていである。敵意は開拓男ガードナー以外は感じられない。良かった、グループ圏けん内ないの星の人だ。アスラは促うながした。

「あなたがたはどうしてこのサルガッソーへ？」

「えっ？　あ──ああ、わたくしどもはＴＳＬ（Ｔブロック宇宙航空）公社のコムサ行きＢ３８２便の乗客です。といっても、一年近く昔の話ですが。実はこんな羽目に追いやられたのも、盗とう賊ぞくに襲われまして、走行回路がやられてしまったせいなのです。パニックに陥おちいってワープしたものの、出現点が狂くるってこんな地の果てに迷い込んでしまったというわけです。いろいろ脱出方法を試しましたが、すべての手を尽つくしてもだめでした。ついには機体は他の機体と衝しよう突とつして、乗客のほとんどは死亡、生き残った者はこうして、ここに避ひ難なんしております。幸い、ここには食しよく糧りようもありますし、空気発生装置もちゃんと作動してくれますから、こうやって、ずっと救きゆう援えんを待ち続ける毎日でした」

　老人は熱っぽく語った。彼に限らず、背後の三十人ほどの期待、Ｅ・Ｒ・Ｆの技術ならここから抜けだす術すべがあるかもしれない、その願いがジゼルにさえ痛切に感じられる。

　一年近くもこんなところにいたって？　よくまあ、我が慢まんができたと思う。退たい屈くつでしょうがなかったんじゃないかな、身動きも取れずに、ただ、助けを待って。二人だけじゃなくて、三十人ぐらいいればなんとかなるもんなのか。ところで、今、『ワープ』って言ったぞ。αアルフア軸じく走行と呼ぶのはあまりメジャーじゃないのかしら。

「あなたは、なぜ？」

「ちょっとトラブルがありまして。強制的に」

　それ以上はアスラは説明しなかった。きらきらとみんなの目が光る。

「して、あなたの乗ってきた宇宙機は」

「じじい、やめときな。そいつらも俺たちと同じよ、ここから抜ぬけだせなくなってやってきたんだよ。みっともねえぜ、金の亡者なんかにしっぽ振ふって」

　口を挟はさんだのは開拓男ガードナーだった。やっぱり。こういう奴やつは必ず企き業ぎよう主義に反感を持っているもんだ。アスラの法人税の話じゃあないけれど、他の企業主義とエルシのは全然違うのにーっ。悔くやしいっ。

　奴の言葉にどっと失望の気配が湧わきでる。がっくりと、皆さん本当に肩かたを落としてしまった。人間の言葉ってちゃんと現実を表現しているんだあ、といまさらながら感心するジゼル。

「私は興味本位でここにきたんです。中心になにがあるかってね。確かに、今は檻おりに閉じ込められていますが、脱出できる可能性がないわけではありません」

「えっ!?」

　全員が疑いと非難の声を上げた。なんだ、この反応は。それを期待していたんじゃあないの？　人間ってよく解わからない。

「そ、そんなこと言って、糠ぬか喜よろこびじゃすまされんぞっ」

　誰かが震えた声で口早に言った。なるほど、そういうことか。みんなの決して好意的とは言い難がたいまなざしを受けても、専用機でクルーがパニックを起こした時と同じようにアスラは平然としていて、

「ご安心ください、可能性は充分にあります。それだけの科学を我々は持っています。Ｅ・Ｒ・Ｆグループをよろしく」

　にっこりと営業スマイル。この非常事態でなに考えているのか。でも、皆さん、落ち着いたようだった。ようやく訪れた救きゆう援えんの手に、ほっと安あん堵どの息をついて、へなへなと座り込んでしまったおばさんもいる。緊きん張ちようの連続だったんだろうなあ。あの開拓男がリーダーじゃあね。

　そこでジゼルは初めて、彼らに憐れん憫びんを感じた。一年。長い日々。ジゼル、なつめと別れ別れに一年も過ごせるだろうか？

「ふん、うまいこと言って」

　開拓男はリーダー権を奪われて、ムッとしていた。でもジゼルには分かる、ちゃあんと自分も乗せてもらえるかどうか、不安で堪たまらないんだ。アスラは言葉を続けた。

「ですが、それにはしばらく時間が要いります。私が声をかけるまで、ここで待機していてください。それから、聞きたいことがあります」

「な、なにかね？」

「あなたがたがここに来てから、他にも宇宙機が迷い込んだことがありますか？」

　アスラの実に淡たん々たんとした言葉に、老人は絶句した。それに気づいて素早く見回すと、みんな、顔を見合わせて困こん惑わくの表情を浮かべている。老人の視線が開拓男へ向いたのも、ジゼルは見逃さなかった。

「ありません」

「そうですか」

　あっさりアスラは引き下がった。でも、あれはどう見ても、噓うそをついている感じだ。それを気づかないアスラじゃあないけれど、なにか考えがあるのかな？

「じゃあ、私はもう少し、探たん検けんしてみたいので」

「ま、待って！」

　アスラがとっとと出ていこうとすると、人垣を割って一人の少女が飛び出してきた。ほっそりとした華きや奢しやな、砂色の髪かみが目につく少女だ。あ、判った、イーリィと呼ばれた少年と同じ色だからだ。顔の造りは似てないけれど、大きな青い目も一いつ緒しよだった。白い手でアスラの腕うでをきっちり握にぎり締しめると、

「あたし、ローズ・シェルドンっていいます。あなたならきっと助けてくれます。どうか、お願い。セズンたちを助けて！」

「セズン？」

「みんな、早くおうちに帰りたいから、厄やつ介かいごとだと思って言わないの。みんな、ひどいわ。セズンはあたしの従兄いとこでそこのイーリィの従兄でもあるの。年は二十五歳よ、とってもかっこいいの。鳶とび色の柔らかい髪がステキなのよ。あなたももちろん、ステキだけれどね。あたしたち三人、コムサに住むおばあさまのところへ行く途中だったわ。こんなことになっちゃったけど、あたしは学校に行かなくていいから満まん更ざらでもなかったわよ。でも、ちょっと退屈、三つ上のイーリィはやくざごっこに夢中で遊んでくれないし、ガードナーはうるさいし。でも、セズンはちゃんとあたしの相手をしてくれたわ。一人前のレディとしてね！」

　ローティーンの彼女が一気にまくしたてるのを真剣に聞いていたら、ジゼル、頭がくらくらしてきた。一体、この子はなにが言いたいんだーっ。

「ローズ！」

　イーリィ少年が顔を赤らめてたしなめたけれど、まったく効果なし。鬱うつ憤ぷんばらしのように彼女はぺちゃくちゃ喋しやべりまくる。聞いてるアスラもアスラだっ。開拓男ガードナーはにやにや感じの悪い笑いを口端に乗せ、他の人は少女のお喋りには慣れた様子で苦笑している。

　それでなにが言いたいんだ、とジゼルが割り込もうかとも思ったが、喋る猫ねこに話題の矛ほこ先さきが回ってきそうなので、ぐっとこらえた。代りに促うながすようにアスラを睨にらみつける。

　そんなジゼルにようやく気づいて、アスラも苦笑すると、

「それで、ローズ嬢じよう、あなたは、なにを、助けて、もらいたいんですか？」

「まあ！　あたし、すっかり忘れていたわ。ちゃんと始めにお話したつもりでいたのね。ごめんなさい」

　おおげさに驚いて、ローズはぽんと手を叩たたいた。アスラの子供相手に茶化す口調にも気づかず、意気込んで続けるには、

「セズンたちを救出してほしいの」

「救出？　どっかに落ちたかな」

　ませた少女はめいっぱい首を振ふり、そして、

「セズンは亡ぼう霊れいに魅み入いられたのよ」

「亡霊？」

　ジゼルとアスラは顔を見合わせた。




【サルガッソー】には大たい抵てい、亡霊がいるものである。幻まぼろしの怪かい獣じゆうでもいいや。

　少女ローズが手振り身振りをつけて、かくかくしかじかと語ってくれたのは、つまりこういうことだった。彼らがこの宇宙船に移ってからしばらくして、一人、また一人と行方不明になった。いろいろと捜さがした末、彼らは幻げん影えいを見たのである。自分たちの会いたかった人々の形をした幻を。それは手を振り、彼らを誘ゆう惑わくした。思わずついていくと、そこには巨きよ大だいなドラゴンが横たわって、いきなり攻こう撃げきをしてきたのである、と。何人かが犠ぎ牲せいになり、みんなは食われてしまったのだと判断したが、自分はドラゴンの背後に透明なものの中で眠っている人々を見たんだ、そうローズは力説した。それからも人は消え、その中に彼女の従兄いとこのセズンもいた。

　これだけのことを説明するのに、一体何分かかったことか！

　えらい剣けん幕まくに、さすがのアスラも少々押され気味で、ついには、

「まあ、じゃあできる限り」

　と承しよう諾だくしてしまったのだ。アスラーっ。アスラがいないと実質的にあの専用機は動かないんだぞっ。そのことを自覚してよう。危険はできるだけ避さけてちょうだい！

　というわけで、形ばかりの捜そう策さくへ出たジゼルとアスラである。ローズは自分も行くと言い張ったが、うまいこと置いてきた。あのお喋りに付き合っていたら、体力より精神力の方が消しよう耗もうしきってしまう。ところがどっこい、代りにイーリィが勝手についてきた。どっちも頭痛い。だって、イーリィ少年の興味と尊敬の対象が、はっきり開拓男からアスラに移っているのが分かるんだもの！　こんな奴やつを尊敬したら人生踏みはずすぞ、この子。

「かっこいいなあ、アスラさん。さっきのバリアーですか？　個人用なんて見たことも聞いたこともありません、ぼく。Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーションの宇宙機はすばらしいんですよね。ニュースで見ました。ぼく、コクピット見たいんです。いいですか？」

「企き業ぎよう秘密だからだめ」

「で、でも、Ｅ・Ｒ・Ｆグループのラインはワープを使うんじゃないんですってね。すごいなあ、エルシってすばらしい科学の持ち主なんですね。早く体験したいや、その走行システムは見せてもらえるんでしょう？」

「企業秘密だから、だめ」

　従兄って性格が似るものだろうか!?　こうるさいったらありゃしない。ジゼルは苛いら々いらした。だいたい、こいつだってジゼルたちを攻こう撃げきしたんだぞ。この、掌てのひらを返すような態度、ジゼルは気に食わない。アスラが『企業秘密』の一点張りだったのが嬉うれしいけれど、あああ、電波受信機を外してしまおうかな。送信機は持ってないし。でも、それじゃあ人間の言葉、判らなくなっちゃう。うーん。

　ジゼルたちは宇宙船から次の宇宙船へ渡り、通り抜け、どんどん中心へと向かっていった。しかし、亡霊だって？　ジゼルはそんなものをついぞ見かけたことがない。大体、猫ねこは夢は見るけれど、亡霊も見るって報告は聞かないぞ。人間には残留エナジイとかなんとか説明されているけれどさ、そのエナジイの波長と共きよう振しんした頭が勝手に作用して、水すい晶しよう体たいに人物像を描かせるって、研究されているじゃないか。猫の頭が共振するとは限らないし、同族しか共振しないかもしれないじゃない。第一、ジゼルは生体機械なんだぞ、人工知能も埋うめられている。普通じゃあないんだからな。亡霊が見えたら、理研に成果を持ち込んでやろうじゃあないの、そうしたらＣＰＵ交換も伸びるし。

「なんだ、ジゼル。むくれてるな」

　アスラが小声で囁ささやいた。送信機を通さないので対真空コーティングでつながっているジゼルにしか声は伝わらず、イーリィ少年には聞こえていない。

「だって、こんなのばからしいんだもの」

「まあ、暇ひまつぶしになっていいじゃないか。ははあん、解った。お前さんは怪かい談だんが嫌きらいだったよなあ」

　ぎくり。や、やばい。

「テレビの怪談特集は一人じゃあ見れないもんな。なつめと一いつ緒しよの部屋で寝ね起おきできて、幸せだなあ、ジゼルは」

　アスラがばかにする。ええいっ、こいつとなんか、テレビ、見るんじゃなかった。かといって、図星なのでなにも言い返せない自分が悔くやしい。

　はっきり言って、ジゼルは怪談がきらい。いいじゃないか、別に。

「ねえ、アスラさん。そのねこ、サイバマシンでしょ？　すごく精せい巧こうにできてるんですね、本物のねこかと思ってました。ぼく、ねこが好きなんです。触ってもいいですか？」

　またイーリィ少年が邪じや魔まをした。まさか、企き業ぎよう秘密とは言えず（実際のところ、現時点では最高の企業秘密なんだけど）、苦笑してアスラは【斥せき力りよく】を切る。弾はじき返されないかとおずおず手を伸ばしたイーリィ少年、ジゼルの背中の毛に触れると、喜色満面になった。

「うわあ、きれいな毛並。手入れがゆき届いてますね」

　だろう？　なつめが毎朝ブラッシングしてくれるし、なんといってもジゼルはお風ふ呂ろが好きだもんね。なーんて、ジゼルが得意げになっていると、ひゅっと少年の片方の手が動いた。えっ、と反射的に視線をやる。

「うっ!?」

　アスラが呻うめき声を上げた。しまった！

　少年の拳こぶしは深々とアスラのみぞおちに食い込んでいた。アスラ、不意をつかれて、身体を屈かがめてうずくまる。えーん、アスラあ、しっかりしてよ！

「よくやったぞ、イーリィ」

　太い、聞き覚えのある声が。ガードナーだ。その言葉にイーリィ少年は顔を上気させる。やっぱり裏があったのか。

　果たして、廊ろう下かの陰かげから姿を現した開拓男を、ジゼル、睨にらみつける。

「アスラになにすんだよ！」

　けれど、ジゼルの声は届かない。悪党どもの会話は耳に入ってくるというのに！　悔しい！　アスラ、起きて！

　苦しげに呻くアスラの顔も見えない。不安と怒りが交こう錯さくして、ジゼル、どうしていいか判らない。どうしよう、どうしよう！

「へっ、ばかどもの戯ざれ言ごとにこっちは付き合ってらんねーんだよ。行ったとこでてめえも食われちまうがオチさ、だったらここで死ぬのもおんなじだろう？　俺はもう一分だって待ってなんかいられねーんだ！」

　防ぼう護ごスーツの中で確実に唾つばが飛んでいるだろう。怒ど号ごうに似た言葉がアスラに投げかけられた。そんなこと言って、あの宇宙機はアスラがいなければφフアイベクトル移動できないんだから！　なんにも知らないくせに！

「アスラ、アスラ、しっかりして！」

　まるでジゼルの声なんか聞こえていないていだった。

「イーリィ、こいつに宇宙機の特徴は聞いたか？」

「いいえ、ガードが固くて」

「まあいいさ。探たん査さセンサーは立派に作動する。さて、どうするかな、こいつ。また、さっきみたいに演えん劇げきごっこをしてるかもしれんしな」

　にやあと、男は笑った。はっと息を吞のむジゼル。悪あく魔まの嘲ちよう笑しよう。直感した、こいつ、アスラを殺したがっている！

「俺は、こいつを最初に見た時から、気にくわなかった」

　腰こしに下がる旧式の銃じゆうに手を伸ばす。

「こういう、金にものを言わせていばり散らす奴やつらなんぞ、人間の屑くずだっ」

　銃口がぴたりとこちらに向く。心しん臓ぞうが凍りつく。全毛が逆さか立だつ感触。ひげがぴくぴく痙けい攣れんする。必死になってアスラの名を呼ぶ。

「アスラ、アスラ！　しっかりして！　【斥せき力りよく】を張って！」

　ぴくんと、アスラの肩かたが震えた、その時。

「企き業ぎよう主義者、くたばりやがれ！」

　閃せん光こう。平行光線に視界がふさがれる。瞬間、タンパク質を刹せつ那な的に蒸発させる強力なエナジイが、まるで花火のように涙の形で飛び散った。

　間に合った!?　安心する間もなく、反作用によってもの凄すごいスピードで壁かべに叩たたきつけられた。新たに生じた壁との【斥力】が激突を妨げる。それでも及ばず、壁が大きくへこむ。衝しよう撃げき波は。背中に激げき痛つう。悲鳴。

「ちっ、例の奴か！」

「でも、凄い勢いですっ飛びましたよ。ほら、あんなに壁がへこんでる」

「当分は立てまい。その間に俺たちはとんずらさ。はは！」

　耳みみ障ざわりで野卑な笑いを飛ばしながら、悪あつ漢かんは振り向きもせず、勝ち誇ほこったように去っていった。ジゼルは衝撃波のショックに頭と全身がふらふらして、しばらくぐったりしていた。だけど、自分の下に仰あお向むけに横たわるアスラが、ぞっとするほど微動だにしないのに気づいて、ぎしぎしいう身体をむち打って、顔を覗のぞく。瞼まぶたを閉じて、気持ち悪いほど顔色が悪い。
















「アスラ!?　死んじゃったの!?」

「か──勝手に殺すな。参った……うーむ、痛い」

　拍ひよう子し抜ぬけするほどはっきりした口調でアスラが返事をしたので、ジゼルはほっと胸を撫なでおろした。脂あぶら汗あせがにじんでいるけど、大事には至らなかったみたい。よかったあ。

「大丈夫？　すごくへこんでるよ、壁。骨折った？」

「ああ、平気だ。そいつは【斥力】と反作用の衝撃波の戦いの跡だ。俺の生身が叩きつけられていたら、あっさり死んでる」

「怖こわいこと言わないでよ。動ける？」

「痛い。十五分待ってくれ。あー、失敗したなあ。あの子の一発なんか避よけられたけど、壁が近すぎた。ん？　ああ、どうせこうなることは最初から判ってたさ」

　廊ろう下かに手足を投げだし、アスラはゲームに負けたような調子で喋しやべる。顔色も徐じよ々じよに元に戻もどってくると、それが瘦やせ我が慢まんでないと判ってようやくジゼルは腰こしを下ろした。

「あいつらは放っておいても大丈夫だ。そのうち、悔くやし顔で俺を捜さがしに来るよ」

「でも、あんな風に大見栄切ってたけど、本当にφフアイベクトルで脱出できるかどうか、判らないんでしょう？」

「ジゼル、リーマンの言葉を覚えてるか。完全に計算された軌き道どう、って言ったんだぞ。つまり、計測可能な空間内なんだ、どういうことか解るか？　ここは亜空間でもないしφベクトル空間でもない。平常の空間と連続している場所なのさ。ただ、なにかに包まれている。【閉じた空間】でないのなら、φベクトルは創造可能なんだよ」

「本当？　だったら、なんで早く……」

「どうせ計算に時間がかかるからな。それより、気になることがあった」

　ジゼルはぱちぱちと瞬またたいた。気になること？　そりゃあ気になることはわんさかあるだろうけど、脱出するよりも気になることってあるだろうか？

「恨うらみを買ってαアルフア軸じく走行を強制されたのはいいとして、じゃあ、なぜ相手はここの存在を知っていたんだ？　星図にも記き載さいされていない。ブラックポイントリストにも指定されていないここを」

「うーん？　それは、誰かがここに迷い込んで、偶然出てこれたことがあって、そいつの話を聞いたとかなんかじゃない？」

　自分でもまったく自信がない可能性を、ジゼルは口にした。アスラは天てん井じようを見つめて言った。

「この、不自然なまでの時代の偏かたより。一時代の宇宙船だけがこんなに迷い込む？　偶然飛ひ込んできたというより、まるで誘さそい込まれたようじゃないか」

「あ！　分ぶん裂れつ時代に使われた作戦!?」

「たぶんな。古い文ぶん献けんでも引っ張りだしてきたんだろう。でも、そうすると、分裂時代の人間はどうやってここを知り得たか、が問題だ。ま、昔には今に残されていない技術もあったっていうし、どうにか見つけたんだろうよ」

　ははあ、とジゼルは深く納なつ得とくしてしまった。昔の人間っていうのはえらく気前のいいことを、平気でかましていたらしい。軍事需要でお金持ちが多かったのかな？　銀河開かい拓たく史のもっとも華はな々ばなしい時代だったというから、星系を股またにかけて戦争するなんて今じゃあ考えられないことも考えちゃうわけだ。野や蛮ばんだなあ。

「じゃあ、中心に行かなくても……」

「いや、亡ぼう霊れいのことを抜ぬきにしても、中心には興味がある。どうも、この空間にはα軸走行に失敗した宇宙機を強く引き寄せるものがあるらしいな。年に二回ぐらいは飛び込んでいるみたいだし」

「なに、その数」

　どこから出てきたのか判らない数に、ジゼル、顔をしかめる。

「ジゼルたちとあの人たちっていうの？」

「いや、俺たちは特殊だから。あの、マリノスキとかいうじいさんに聞いただろう」

「でも、他には宇宙機は飛び込んできてないって」

「来たさ。お前も気づいたはずだ。少なくとも一機は来ている。そして、殺した」

　端たん的てきにアスラが言ったので、やけに現実ばなれして聞こえた。殺した？　乗客を？　なんのために？　小首を傾かしげるジゼルに説明するには、

「間引きだよ。これ以上人間が増えると、自分たちの分の食しよく糧りようが減るから。いつ来るとも判らない救助なんか当てにならない。少しでも長く生き延びねば。だからこそ、俺たちも殺そうとしたんだ」

「そんな……！」

「人間、追い詰められるとなにやるか解らないぞ。ねこは真っ先に食われる。次に靴くつとか服とか。人間以外なにもなくなったら、同族喰ぐいだ。まず赤ん坊、子供、弱いもの。自分しか残らなくなったら、自分の手足さえ食うってもんだ」

「うわーんっ、やめてよ！」

　蛸たこの足じゃあるまいし！　想像したら胸がむかむかしてきた。オカルトもホラーも、ジゼル、だいっきらいだーっ。えーん。

　あははとアスラは笑って、笑いすぎて痛くなったらしく胸を押さえて顔を歪ゆがめた。ふん、ジゼルをいじめた罰ばちが当たったんだい。

「さあてと、笑ったことだし、そろそろ行くか」

「あ、アスラ、誰か来る」

　ジゼルの視界に人の影が入った。悪あつ漢かんが戻もどってくるには早いなと思えば、ローズではないか。従兄いとこの所しよ業ぎようを謝しや罪ざいしに来たのだろうか？

　少年は両手で銀色の棒ぼうを抱だきしめ、こちらを見つけるとぱっと笑って走ってきた。アスラも身を起こす。彼女はかんだかい声で、自分の勝利を誇ほこるように、

「良かった！　やっぱり無事だったのね。イーリィがあっさりやっつけられたなんて言ってたけど、帰りがあまりにも早いんで変に思ったのよ」

「あっさりやっつけられたのは本当だな」

　どうやら従兄の所業は知らされていないようなので、アスラ、嫌いや味みっぽく応こたえる。が、少女は微み塵じんもそれに気づいた様子はなく、

「まあ、案外弱いのね。セズンはもうちょっと勇ゆう敢かんで強かったわよ」

「俺も勇敢なんだけれどね、君の従兄が不意打ちをしてこなければ」

　今度ははっきりと言うアスラ。少女だからといって手加減しないのがこの男の性格だ。ローズはひどく驚いたようで、まあぁ、と口をぽかんと開けたきり、その場で固まってしまった。傷ついたのかなあ、とジゼルが少々心配になった頃ころ、彼女は唐とう突とつにぽんと手をあわせて、

「まあ、どうしましょう。イーリィがあなたを？　えっ……と、どうすればいいのかしら。困ったわ、こういう時、どうすればいいか教わらなかったんですもの。あら、いやだ。えーと、そうだわ、お礼をしなくちゃあ！」

　お礼!?　この頓とん珍ちん漢かんな間ま違ちがいにジゼルがアスラを仰あおぐと、声を殺して笑っていた。もしかしてこの子、マニュアル人間？　身内のやったことに対してはてんで無む頓とん着ちやくで、自分がどういう対応をとればいいかに必死である。

「あたし、イーリィに代ってあなたにお礼をします。あら、でもなんのお礼かしら？　まあいいわ、あたしが今度は一いつ緒しよに行くわ」

「え？　冗じよう談だんにしておきなさい、足手まといだ」

「失礼ね、女だと思って。こんなこともあろうかと、ほら」

　女という問題以前なのだが。ジゼルも笑いたいのを我が慢まんしていると、少女は携たずさえていた棒ぼうを突つきだした。ぽわっと先が輝いて、光の剣が出現する。アスラは口くち笛ぶえを吹ふいた。

「これはこれは、たいそうな代物を」

「いいでしょう、この船の中で見つけたのよ。さあ、行きましょう！」

　了解も待たずに、ローズはすたすた歩いていった。肩かたをすくめるアスラに、ジゼル、

「いいの？　まだ子供だよ」

「しかたないさ、道案内もいないし。なにかあったら真っ先に逃げださせればいい」

　でも、あのお喋しやべりにつきあわなくちゃあならないなんて。考えただけでもげんなりしてくるジゼルだった。




　かくして、新たなメンバーで冒険の旅に出発したわけであるが、結果は予想通りだった。

　まあ、少女のやかましいことったら！　ジゼルは完全無視を決め込んだ。向こうも猫ねこの対応マニュアルはないらしく、話しかけてこないからいいんだけれどさ。だいたい、ジゼルはお喋りというものにあまり慣れていない。なつめがあまり喋らない方で、夏離宮には人がほとんど訪れないから、必然と口で話すよりも頭で考えることの方が多くなる。アスラとはよく話すけれど、ローズみたいに必要性のないお喋りという奴やつは苦手。緊きん張ちようの緩かん和わ？　暇ひまつぶし？　なにか意味があって喋るの？　同じようなことを何回も？

　ともかく、彼女の一族についてジゼルが数えている限り五回は説明したところで、

「あのね……イーリィのこと、怒ってもいいわ。失礼にもほどがあるわよね。でも、どうかお願い、イーリィを置いていかないで。ちゃんと宇宙機に乗せてやって。あの子、ここに来てからちょっとおかしいのよ、ガードナーなんかに唆そそのかされて。優等生コンプレックス、っていうの？　それを持っていた反動で、箍たがが外れたんですって。セズンが教えてくれたの、イーリィは頭の病気なのよ、お願いね。ねっ」

　不意にそんなことを切り出して、真剣な目で懇こん願がんするローズ。でも、悪いけど、ジゼルもアスラも笑いだす一歩手前だった。いきなり頭の病気にされた少年が憐あわれというものだ。

「とりあえずはね。ガードナー氏ももちろん、乗せるよ」

「あら、あたしはガードナーの心配なんかしていないわ。置いてっちゃっても構わないわよ。でも、ありがとう。イーリィには必ずお礼させるわ」

「返礼はするよ」

　にやにや笑うアスラ。ローズは言葉の額面通り受け取ったみたいだけれども、それって、どう考えてもお礼参りだろう。あっさりした顔でアスラはけっこう執しゆう念ねん深い。

　にっこり微笑ほほえんだローズの顔がそのまま強こわばっているのに気づいたのは、すぐ後だった。なんだろうとローズの視線が向く方へ首を巡めぐらす。

　そこに。

　見たことのない人間の、若い男の幻げん影えいがあった。

　砂色の長めの髪かみ、白い肌はだ、青い双そう眸ぼう。どこにでもいるような、ごく平へい凡ぼんな顔立ちの青年。ピンクの頰ほお、血色のいい唇くちびる。砂色の髪がローズとイーリィ少年を連想させる。まるで、本物の人間がそこに佇たたずんでいるような、肉質感、現実感。

　その目は遠く、どこも見ていないようだった。

　防ぼう護ごスーツを着ていたら、一瞬では生身の人間でないと判断できなかったにちがいない。靴くつの下はびろんと広がり、まるで床ゆかから生えてきたような印象を受けた。

「セズン！」

　呪じゆ縛ばくを吹ふき飛ばすように、少女は悲鳴を上げた。

「来たわ、来たわよ！　亡ぼう霊れいよ！　亡霊がセズンの格かつ好こうをしてる！」

　見入っていたジゼルも我に返った。なんてことだ、ジゼルにも見える。本物だろうか？　ちゃんとした人間であるとは思えない。目は虚うつろで、生きた匂においはまったくないけれど、存在感がちゃんとある。そこにいる。

　これは、なに？

　ぞくっと背筋に戦せん慄りつが走った。なんなのこれーっ、なに、どうしてジゼルにも見えるのーっ、えーん、やだあ、怖こわいよ、なつめ！　なつめえ！

「ジゼル！　なつめのことは考えるな！」

　パニック状態に陥おちいったジゼルの耳に、鋭いアスラの叱しつ責せきが飛んできた。えっ、と顔を上げたその視野に。

　亡霊の広がった足元がぶよぶよ蠢うごめきだして、透明ななにかが大きく波打った。それは唐とう突とつに成長し、男の傍かたわらにそそりたった。見る間に蠕ぜん動どうしながら形が整えられ、さまざまな彩りが現れ、そして。

「あっ、ばか！　やめろって言ったのに！」

　なつめ。

　そこに、なつめがいた。

　漆しつ黒こくの髪。柳の眉。ぬばたまの双そう眸ぼうと透きとおる肌はだ。優しい微び笑しよう。

　なつめ。綺き麗れいななつめ。誰よりも綺麗ななつめが、そこにいる。佇たたずんでいる。

「ちっ」

　陶とう然ぜんと見つめるジゼルの前を、舌した打うちしたアスラが横切った。金縛りにあったように動かない少女の手から棒ぼうを奪いとり、ひょんと光の刃を唸うならせる。

　にっこりとなつめが笑った。

　はっと気がつく。

　これは、なつめではない。なつめはこんな笑い方、しない。

　瞬間、光の剣が振ふりおろされ、それは一刀両断にされた。ずるりと斜ななめに身体がずり落ち、それは形が保てなくなって、色いろ褪あせ、崩くずれ落ちる。

「きゃああっ！」

　ローズは再び悲鳴を上げた。なんてことだ。なんてこと。あれがジゼルの心を読みとったなつめだって？　冗じよう談だんじゃあない。

　キッとアスラは唇くちびるを嚙かみしめると、

「なつめを、ばかにするな……！」

　それは屈くつ辱じよくだった。一瞬でもあんな似ても似つかぬものをなつめと呼よんだなんて！　ジゼルの心は後こう悔かいと情けなさでいっぱいだった。ごめんね、ごめんね、なつめ。

　男の亡霊は傍らの惨さん事じを気にしていない様子だった。非人間的な笑みを浮かべると、おもむろに手て招まねきをする。そして足も動かさずに、すすすと後退し始めた。

「ついてこいだと？　上等だっ」

　アスラの笑いが引きつっている。よほどなつめをコケにされたのが悔くやしいのだろう。冷静さが半減しているぞ。そりゃあジゼルも悔しいけれど、調子が変なアスラの方が怖こわい。

「アスラ、落ち着いて」

「落ち着いてるさ。あのやろー、人の心をなんだと思ってるんだ。読みとるならもっと正確に読みとれってんだ」

「アスラーっ、興奮してるよ！」

「あたり前だっ。斬きれる亡ぼう霊れいがどこにいやがる。親玉、出てきてみやがれっ」

　だ、大丈夫かな？　日ひ頃ごろ、冷静沈着な奴やつがぷつりと切れると、無む鉄てつ砲ぽうになるっていうからなあ。ジゼル、一いち抹まつの不安。

　半なかば駆かけるようにしてジゼルたちは亡霊の後を追った。びくびく震えながらもローズがついてくる。もう道案内は不要だから追い返してもいいはずだけれど、肝かん心じんのアスラが一心不乱の状態でいて、彼女のことを気にする様子もなかった。困った人たちである。

　亡霊はそれからいろいろ姿を変え、二、三体増ぞう殖しよくしながら招いた。しかたないからジゼルは現連れん邦ぽう大統領に会いたい！　と必死に願ったので、なつめの姿は現れなかった。もしそんな兆きざしでも見えたら、アスラがさらに切れるだけなので、それは想像しただけでご免めんだった。

　そして、ある宇宙船を抜ぬけでたところで、ジゼルたちの足は停まった。

　そこは、寄せ集められた宇宙船が作る、巨大な空くう洞どうだった。どのくらいの空間か、高さも五、六百メートルはある。完全な閉へい鎖さ空間。

　そこが中心だ。

　サルガッソーの中心。

　その金属屑くずの壁かべに、びっしりと透とう明めいなものが張りついているのが、ぼんやりと見えた。あの亡霊と同じもの。暗くら闇やみの中で、こっちが投げかけたわずかな光を反射させている。ハッチの側の壁を見ると、それがゼリーというか、あんかけのようなどろどろしたものであることが判った。かなり厚みがあり、微細に蠕ぜん動どうしている。これ、なんなの？　生き物？　ここが亡霊の巣？

「この中だ」

　外とも中ともつかないが、アスラは胸に手を突つっ込こむと、小さなビー玉を取りだした。それを空洞の中心向かって投げつける。すぐさま閃せん光こうがほとばしり、空洞は目ま映ばゆい光に包まれた。照明玉か。

　あっと誰もが息を吞のんだ。

　部屋の奥に、サルガッソーの主は首を腹に突っ込んで眠っていた。

「あれか……！」

　押し殺すような声がアスラの口から洩もれる。ローズが長々と説明した言葉がよみがえった。中心には巨きよ大だいなドラゴンが横たわっていて。

（……あれ？）

　ジゼルは、しかしながら、拍ひよう子し抜ぬけしてしまった。

　ドラゴン。龍りゆうである。龍っていうのは、蛇へびのような長い身体を全身鱗うろこで覆おおわれて、五色の鬣たてがみをはためかせ、矮わい小しような手に美しい玉を摑つかんでいるんじゃあなかったっけ？　ジゼルがサルガッソーの中心で見たものは、巨大な四つ足の獣けもので、確かに全身は鱗で覆われていたけれど、鷲わしのような翼つばさと後ろ足を持っていて、前まえ脚あしはぶっといライオンの足、そしてアルマジロのしっぽを持っているという、素晴らしくちぐはぐな生き物だった。美しい想像の聖せい獣じゆう、というイメージはない。立派な髭ひげだってないし、これではかぐや姫に求きゆう婚こんした男がかわいそうじゃあないか。

　ただ、照明に輝く青銀の鱗が、とても幻げん想そう的てきで、きれいだった。

　突とつ然ぜんの光に、眠っていたそれは頭を起こした。長い首を巡めぐらし、なにごとかと怪け訝げんな調子で見回す。口の突きでた鰐わにのような、親しみのない顔に光るのは、鮮やかな紅くれないの双そう眸ぼう。

　アスラは凝ぎよう然ぜんとそいつを見ていた。昂たかぶっていた気が静まっているのは分かるけれど、その顔に浮かぶ表情は、畏い怖ふ？　顔が強ばっているけれど、我を忘れて見入っている。少女の方は、一向に震えが止まらないようで、蒼そう白はくになりながらやはり見つめていた。拍子抜けしているのはジゼルだけかな。ジゼルには怖こわいという感情が湧わいてこなかった。別に襲おそってくるでもなし、剣けん吞のんな雰囲気もない。近寄りたくはないけれど、そうむやみやたらに戦おののき恐おそれることもないのではなかろうか。

　とりあえず、アスラを我に返そう。

「アスラ、ねえ、これは龍じゃないの？」

「え？　ああ、ジゼルは東洋龍しか知らないのか。西洋龍の伝説だよ。参ったな、あれも幻げん覚かくと踏んでいたんだが、こうも存在感があっちゃあ」

　苦笑するアスラ。それでも視線はドラゴンから離れない。西洋龍ねえ。龍に二種類あるなんて知らなかった。どこに対する西洋と東洋なのだろう。

　あれ？　でも、ここ、真空中じゃあない？　なんで生きてるの？

　ジゼルがその疑問を口にしようとした時、彼の紅あかいまなざしがこちらに向けられた。

　思わず目が合う。

（……あれ？）

　こいつは……？

「きゃあああ！」

　絹きぬを引き裂さくような絶ぜつ叫きように、ジゼルの思考は吹き飛んだ。こっちが仰ぎよう天てんしてぺたんと尻しりもちをつく。それは後ろに控ひかえていたローズの、突とつ発ぱつ的てき衝しよう動どうだった。

「いやあっ！」

　ローズの手が床ゆかに落ちていたなにかをひっ摑つかんだ。恐きよう怖ふと興奮、そして怒りがないまぜになった表情で、ほとんど無意識的に、銃じゆうを構え、発はつ砲ぽうする。

「あ、ばか！」

　アスラの声かと思ったら、それはジゼル自身の叱しつ責せきだった。銃口から青白いビームが一条、それから立て続けに乱射する。反動で少女は後方にふっ飛んだ。

　ドラゴンの鱗うろこはなにでできているのだろうか、ことごとく、ビームは弾はじき飛ばされた。でも、彼の逆げき鱗りんに触れるには充分だった。

　大きく裂けた口を開く。

「キ──ッ！」

　うわっ、なんだ、これ！　真空を貫いて、直接に脳を突つき刺さす怪かい声せい。痛い、頭が割れそうだ！　ジゼルたちは耳をふさいだ。でも、効果なし。身体が金かな縛しばりにあったように動けない。音波を受信する翻ほん訳やく機きをとればいいのだけれど、そんな余よ裕ゆうは──

　不意に、ぴたりと音が止んだ。呪じゆ縛ばくが一方的に解かれて顔を上げると、ドラゴンは首をぐんと伸のばして、鋭い突きをかけてきたのだ！

「逃げろ！」

　アスラがローズを宇宙船の中に突き飛ばし、ジゼルを拾いあげて飛び退く。鋭い巨大な牙きばがジゼルのしっぽを掠かすめた。ひーっ、きわどい！

　アスラは推すい進しんシステムを上に下に操り、ドラゴンの死角に飛び込んだ。

　不意に視界から敵が消えて、奴やつはギギと低い唸うなりを洩もらして動きを止めた。ワンテンポ遅れて、細長い首がうねり、ジゼルたちを紅の双そう眸ぼうが捕らえる。

　ジゼルは気がついた。今のは、まるで、眼球で姿をキャッチしたというよりも、存在を感じとってから目を向けた、そんな様子だった。第二の『眼』を持っているということだろうか？　それじゃあ、死角なんかないも同然じゃあない！

「アスラっ、あいつ、ジゼルたちを感じとって見つけてる！」

　ジゼルの悲鳴よりも早く、二回目の突きが猛もう然ぜんと襲おそってくる。避さけきれず、鼻づらがアスラの足元に接触して、反作用でふっ飛んだ。その腕うでの中、またもやくるくる回って一直線に飛んでいくジゼルたち。

　壁かべを間近に感じた。いけない、あんかけに吞のみ込まれる！

　ところが、ジゼルの危き惧ぐをよそに、あんかけはあっさりと斥せき力りよくに負け、潮うしおのごとく引いた。柔らかなクッションの役割を果たし、衝しよう撃げきをほとんど吸収して、ぽんっとジゼルたちを弾はじき出す。水に落ちた時と同様、始めは斥力で退くが、衝撃が弱まるにつれて斥力の効果も弱まり、そのまま埋まい没ぼつしてしまうことを予想したのに、意外だった。アスラも同じようで、あんかけを凝ぎよう視しし、斥力を切ってそっと触れてみる。思ったよりも弾力のある表面だった。指先を押し込めば、どこまでもめり込んでいく。離せばすぐさま元通りになる。

「これ、いったい……」

　ジゼルの言葉をアスラは遮さえぎった。腰に携けい帯たいしていた【斥力】の源を、ちゃっかり握にぎっていた剣の柄に付着させながら、

「ジゼル、お前はとりあえず逃げろ。邪じや魔まだ」

「え!?　アスラはどうするのさ！　アスラがいないと帰れないんだよ!?」

「無む駄だ死じにはしないって。確認したらすぐ脱出する、ほら」

　非難するジゼルの首に、反重力システムを下げたりボンを手早くアスラは巻きつけた。懸けん命めいに思いとどまらせようとするのを完全無視して、アスラ、でいやっとジゼルを入り口向かって投げ付ける。

　うひゃー、等速直線運動だーっ。

　中心に引きつけるわずかな引力を相殺し、いつまでも減速しない遠投によって、ジゼル、だだっぴろい空間をわたわた進んでいった。アスラのばかっ、そりゃあジゼルは邪魔だけれど、一人でなにしようっていうんだい。まさか、ばかばかしいヒロイズムに酔よってあいつを倒そうなんて魂こん胆たんじゃあないだろう!?　いくらアスラでも、こんな得体の知れないもの、無茶だよーっ。大体、この龍になんの恨うらみがあるのさ、そりゃあ攻こう撃げきされたけど、それはローズが意味もなく手を出したからだもの。こっちが喧けん嘩か売ったんだもの。平へい穏おん無ぶ事じにひっそりと隠いん遁とん生活している生物を、むやみやたらに……

（え？）

　ジゼルは眼を疑った。あいつの赤い瞳ひとみ、こっちを見てない？

　アスラと正面きって対たい峙じしているけれど、なんか、視線がこっちに。円くて、白目なんかなくて、突き出た半球の視線なんかあるかないかも判らないのに、き、気のせいか、焦しよう点てんがジゼルにあるような、ないような。えーんっ、怖こわいよう。

　ジゼルの考えを裏切るように、その焦点のまま、奴やつは歯を向いてアスラに喰くいかかった。

「アスラ、危ない！」

　対真空コーティングはどこまでも長く細く伸びるツワモノである。だからこの声は、アスラに届いているはずだ。そして、向こうの声も当然。

　掛け声一つ。光の剣が振ふり下ろされ、牙きばと激げき突とつする！　細い剣に集中した斥せき力りよくが、いやというほど龍りゆうの首をひっぱたいた。ギイッ！　と真空を渡る悲鳴が上がり、奴の方が今度は吹ふっ飛んだ。

　やったね、アスラ。

　剣を振りかざしてアスラがこっちを向く。褒ほめるべきかな、無茶して、と怒るべきかな。なあんてことをジゼルが考え巡めぐらした、その時。

「ジゼル、後ろだ！」

「え？」

　アスラの唐とう突とつの声に、きょとんとなる。振り返る暇ひまもなかった。

　右足になにかが絡からまり、もの凄すごい力で牽けん引いんされた。抗あらがうこともできず、べたんとそのままあんかけに衝しよう突とつする。慌あわてて足に絡みつくものを見ると、それは蔓つる状に伸びたあんかけだった。

（なんで、こいつが!?）

　ピン、と閃ひらめく。これだ。こいつらが亡ぼう霊れいの正体。間ま違ちがいない。

　こんな、あんかけともゼリーともつかない奴が、心を読みとるなんて高度な技を!?

「アスラ、こいつら──うわあ!?」

　辺あたりのあんかけが一いつ斉せいに色めきたったように、ざわざわと蠕ぜん動どうして、ジゼルに忍び寄ってくる！　なにこれ、なにこれーっ！

　足がずぶずぶめり込んでいく。触手が伸びて身体に巻きつく。這はい上がる。逃げようと焦あせって飛び上がれば、すぐさま捕ほ獲かくされ引き戻もどされる。逃げられない。埋うまる。底なし沼ぬまにはまったよう。助けて。助けて！

「アスラ、助けて！　吞のみ込まれちゃう！」

　やけに温かいあんかけ。粘ねばりもないし、べとべとしないけれど、こいつらの意図ははっきりしている。ジゼル、食べられてしまう！

「ジゼル、そいつらは──」

　アスラの声が途と絶だえた。コーティングが切れた？　まさか、と愕がく然ぜんとするジゼルの目に、ぽろりと耳から落ちる、薄い、小さな膜まく。ナノコンピュータを組み込んだ、鼓こ膜まくをぴったり覆う翻ほん訳やく機きだった。すぐにもう一方の耳からも引き出される。耳に侵しん入にゆうされた！

「アスラ、アスラ、人語翻訳機が外された、解かい析せいできない！　耳から中に入るーっ」

　うわーっ、うわーっ、もう、パニック状態。なんで、なんで、こいつらなにしようっていうんだっ。だからこんなことやりたくなかったんだ、あーん、なつめ、ごめんなさいっ、もうしません、もうお出かけしませんっ、だから、こんなのなしにしてーっ！　えーんっ。こんな、あんかけに食われるなんて、あまりにもひどいっ。こんなあんかけなんかに……

　はっと我に返る。視界に入った情報がジゼルを現実に引き戻した。信じられないものを見た気がした。
















　じっとあんかけの奥を覗のぞき込こむ。屈折の向こうに、半なかば溶けかかった金属の塊かたまりが見えた。ジゼルにかまっている傍かたわらで、宇宙船やら宇宙機に接した部分では、今もなお、せっせと溶かし続けて同化する作業が繰り広げられていたのだ。

　こいつら、金属喰ぐい？

　ジゼルの考えは当たっていたようだった。にょろにょろと伸びた手が引っ込んで、まるでうろたえるかのようにジゼルの近くで揺ゆれている。生体は溶かさない性質なんだ。そう判断すると、一気に力が抜ぬけた。まさか、生の脳のうに侵入してコンピューターを溶かすわけにもいくまい。レコーダーレンズがバイオテクノロジーの産物で良かった。だいたい、よく考えてみれば、コーティングが破れるはずないんだ。絹のような翻訳機だって溶ける様子はない。でも、あんかけの中に沈み込んでしまって、もう使えないだろうけど。

　でも、こんな生物、ジゼルのデータバンクには入ってないぞ。アスラも知らないみたいだし。

　余よ裕ゆうができて振ふり仰あおぐと、向こうの方で性しよう懲こりもなくアスラたちはぶつかっていた。なんてこと、ダメージがまったくないじゃないか。

　龍りゆうの双そう眸ぼうと目が合う。

　えっ!?　これは確かだ、あいつ、ジゼルを見た！　アスラと激げき突とつしているのに!?

　仰ぎよう天てんするジゼルに、またもやあんかけが手を伸ばしてきた。一瞬にしてジゼルを絡からめとるが、ほどなくするりと解け、逡しゆん巡じゆんしている。おかしいなあ。そう言っている感じ。

　あ。そうか、こいつらに指示しているのはあのドラゴンなのか。

　でも、なぜ？　どうしてジゼルを？　自分はアスラで手一杯だから？　いや、違う。あの動き。あの視線。まるで目標をトレースする機械のような。

（人工知能をトレースしている？）

　反重力システムの対象を『中心』にして、ジゼルはあんかけの上を駆かけ出した。さざなみがジゼルの通るたびに立つが、やはり躊ちゆう躇ちよして手を伸ばしてこない。アスラを横目で見る。隙すきを作ろうと、一合、二合、斥せき力りよくをぶつける。そのたびに、強力な電でん磁じ波はの変化で、斥力に包つつまれた剣の光が大きくぶれ、時に目ま映ばゆい閃せん光こうを全天に放射した。けれど、敵はひるむどころか、まったく疲れを知らぬ様子で、アスラに喰いかかる。対応が少しでも遅れたら、斥力を剣に集中させているため、自分は剝むき身のアスラはただでは済まない。アスラのあんぽんたん、もっと自分の立場を弁わきまえろっ。

「アスラ、確認はジゼルに任せて！」

　なにかアスラが言っているようだけれど、全然解析できないもーん。ふんっ、自分だけ格かつ好こうつけるなんて許さないから。ジゼル、謎なぞが少しずつ、解けてきた気がする。

　わたわたとあんかけの上を走りぬけ、ぐるりと回って反対側へ出る。途中、幾度か触手に絡まれたけれど、生体機械には手を出してこれなかった。間違いない、龍はジゼルの脳に仕組まれた人工知能を狙ねらわせているのだ。なぜ、人工知能を？　問題はそこにある。

　カッと目も眩くらむ光が空間に充じゆう満まんした。なにかアスラが爆発させたらしい。ビリビリと空間が震しん撼かんした。視野が一いつ遍ぺんに真っ白に染そまり、物体が識別できなくなる。

　ようやく目が落ち着き、ぴたりと足を止めたジゼルの双眸に映ったものは。

「アスラ！」

　反射的な上うわ擦ずった、悲鳴に近い声を上げる。

「アスラ、こいつ、機械だ！」

　裏に回ったジゼルが見たものは、もう一つの龍の頭だった。二匹目？　と目を疑えば、もう一方の頭と同じ付け根を持っている。双頭の龍だったのだ。

　二つ目の首は、じっとうなだれて微び動どうだにしなかった。片方の闘たたかいなど気にかける様子もなく、ただ、同じ紅くれないの大きな双そう眸ぼうを綺き羅らめかせて。

　犬歯がくわえているものは、比較するにはあまりにも矮わい小しような人間の頭部だった。嚙かみ砕くだかない程度に、しっかりと固定するようにくわえ、そして、その咽の喉どから無数の細い触手のようなものを伸ばして、頭部に吸いつかせている。人間は気を失っているのか、死んでいるのか判らない。頭は剝むき身になっているけれど、破は裂れつしていないところを見ると龍の周囲には空気があるらしい。あ、白目をむいている。顎あごはだらしなく下がり、痴ち呆ほうのようだ。正体が抜ぬかれた、そんな感じかもしれない。これが、ローズの言っていた、行方不明者？　その龍はジゼルには皆目頓とん着ちやくしなかった。そろりそろりと近寄る。食べている？　違うな、長いことこの状態が続いているらしい。あの管から精神を抜き取っている。そうかもしれない。

　歯の数が何本か数えられるまで、ジゼルは近寄った。好奇心は猫ねこを殺す、ジゼルは好奇心が旺おう盛せいすぎるんだ、変なことにならないうちに、早く戻もどろう。

　戻ろう戻ろうと念じながら、あともう一歩と足が勝手に動いた。そして、そのまま凝ぎよう固こする。

　ジゼルは愕がく然ぜんとした。

　髪かみを分けて吸いつく触手──違う、あれは──あれは、チューブだ!?

　自分の記憶のうちにある光景が、鮮やかに脳裏によみがえった。

　無数の細いチューブ。生体の生命活動を維い持じさせる。命の綱。自我の存在に関係なく、生命を操る糸。

　あれをつけていた自分。

　あれをつけていた、みんな。

　あれは、あれは、機械のあかし。

　気がついた時は、ジゼルは声を上げていた。

「アスラ、こいつ、機械だ！」

　アスラが向こうでなにか返事をした。多分、なんだって？　それならそうと早く言え、とかなんとか喚わめいているに違いない。大体のことは判る。

　見上げると、アスラが懐ふところからなにやらカードを取り出した。掛け声と共にドラゴンに突つっ込んでいき、攻こう撃げきを素早くかわして眉み間けんのど真ん中にカードを貼はりつける！　うまい！

　ぱっと飛び離れたアスラ、なにを考えたかジゼル目がけて一直線に飛んでくるじゃあないか。なんだなんだっ、こっち来るなって。あ、またあいつがジゼルを睨にらんだ。ひーっ。

　ジゼルの傍かたわらに着地しざま、いきなり耳の中になにかを押し込める。痛い、痛いっ。

「なにするんだよ、アスラはあ！」

「撹かく乱らん波は攻撃する、落ち着いてろ、お前にも来るぞ」

　アスラの声が、不鮮明だけれど耳から頭に通り抜けるようになった。あ、簡易翻ほん訳やく機きを押し込んでくれたのか、と納なつ得とく。

　納得したその瞬間、頭の中に火花が飛び散った。

「ぎゃっ！」

　目から星が飛び出る。スパークが走る。

　脳裏を掠かすめる集積回路の設計図。

　それが視みえた。

　回路がズームアップ。マイクロの単位、ナノの広がり、ピコの幻げん想そう。

　流れるイオン。電子の囁ささやき。光の空間、回転するクォーク。十次元の呼び声。

　おいで。

　オ・イ・デ。

　ぶつん。

　まるで、テレビを消したようだった。

「ジゼル、しっかりしろ」

　その声をきっかけに、頭が急回転し始める。現実が脳の中で構築される。

（……今のは？）

　まるで、言葉遊びのようだった。ふしぎな感触。どこまでも広がる空間にいたような。

「大丈夫か、斥せき力りよくでかなり追い払ったつもりだが」

　アスラがジゼルを抱かかえて覗のぞき込こんでいた。ぱちぱちと瞬またたいて、ジゼル、

「今のは？」

「対コンピューター攻こう撃げきシステムの一いつ環かんだ、破壊はしないが撹かく乱らんして一時沈ちん黙もくさせる。シールドがあればよかったんだが、大丈夫か、ジゼル」

　アスラは心配そうにジゼルを見ていた。そうか、その撹乱波にジゼルも攻撃されたというわけだ。いつもながら乱暴なやり方をする、アスラは。見れば、ドラゴンはぐったりと首を下ろし、まるで死んでしまったかのていでいた。もう一匹は前からそうだけれど。

「機械だな、本当に。始めから判ってれば苦労せずにすんだものを。ジゼルはどこで判ったって？」

「うん、ほらこっちの頭の口の中。チューブが見えるでしょう」

「双そう頭とうの龍りゆうだったのか。どれ」

　ジゼルが指し示した龍の頭へと近寄って、アスラ、口の中を隙すき間まから覗き込む。ぴくりともしないから、もう怖こわくも痒かゆくもなかった。

「あー、なるほど。これは生身の生物は持ってない代物だ」

「それ、なに？」

　ぐいとチューブをたぐり寄せるアスラに、少々躊ちゆう躇ちよしながらジゼルは尋ねる。なんとなく、正体は判っているのだけれど、口にするのが憚はばかられた。

「おそらく、記憶抽ちゆう出しつのスキャナーだろうな。これで人間を捕まえては『勉強』していたと見た。もう、こいつは腑ふ抜ぬけだろう」

　あっさり淡たん々たんとアスラは答えながら、犠ぎ牲せい者しやの頭を叩たたく。よく見ると、若い女性じゃあないか。チューブをむりやり剝はがしたら死ぬかな。

　アスラ、龍の頭に上り、輝きの薄れた眼球を覗き込む。

「ふうん？　攻撃専門屋じゃあないな。どこかがいかれているか、それとも自己判断……」

　少し、考え込むように双そう眸ぼうを凝ぎよう視しして、それから、思い立ったように、

「よし、更こう正せいさせるか。物ぶつ騒そうでたまらんし」

「アスラにできる？」

「なつめのようにはできないがな、俺にはエルシの科学がついている」

　なにを自じ慢まんげに言っているのやら。ジゼルが呆あきれながら見ていると、アスラ、先程のカードへと手を伸ばして、なにやら指先を動かした。

「なにしてるの？」

「俺の声せい紋もんに服従するようにしているのさ。さっきの撹かく乱らん波は、お前さんもいるから、強度を最小レベルにしたんだ。それでこのざまとなれば、乗っ取りなんてちょろい、ちょろい」

「そうなの？　防御システムがないのかな」

「というより、設計基き礎そが根本的に違うんだろう、俺たちと。もともとエルシは他の星と比べて異質な科学だからな。それに加えて、こいつはかなりの年代ものみたいだから」

　解ったような解らないような。専門的なことは判らないジゼルは、質問を変えてみた。

「アスラはどう思う？　このドラゴンの存在。このあんかけも、こいつに支配されているみたいだよ」

「なにっ、そんなこともしていたのか。面白い、面白すぎるぞ。うーむ、これは起こして当人に聞くしかないな」

　興味津しん々しんの表情で、アスラは靴くつ底ぞこからナイフのようなものを取り出した。撹乱波を取り除く、いわばアースのようなものだと説明する。しかし、いつ見ても感心するけれど、アスラってどこになにを、どれくらい隠かくし持っているんだ!?　この人たちって、みんなこんなものなのかしら。いや、奇術師紛まがいのことをしているのはこの男ぐらいだろう。便利な奴やつ。

　取り出したナイフの刃先を眼球のヘリに突き立てる。数秒後、白い煙がナイフから湧わきたち、刃を取り囲んで、あっけなくすっと搔かき消えてしまった。

　紅くれないの眼球に一条の光の軌き跡せきが走る。しばらくして、目に輝きが戻もどり、ドラゴンはゆっくりと首をもたげた。ぎょっとして、ジゼル、アスラの後ろに回って様子を窺うかがう。

　アスラ、首に下げていたペンダントタイプの送信機を口に持っていき、ゆっくりと、

「私の声が聞こえるか？　認識できるな」

「ギギ……？」

　躊ちゆう躇ちよするように首をめぐらすドラゴン。そして、アスラが目に入り、そこから指示が出されていることを認めると、そのまま身動きしなくなった。すぐに、もう一つの龍りゆうも頭を起こし、人間を放り出して、行ぎよう儀ぎよくアスラの前にかしこまる。手なずけは成功したみたいだった。うーん、エルシの技術って凄すごい。でも、女の人、どっか漂っていっちゃったぞ。いいのかなあ、アスラはそれには無関心だし。死ぬぞー、死んでるのかな？　やだあ、見ないふりしよう。

「正気に戻ったな。私の名はアスラ、今からお前たちの新しいマスターだ。認めるなら、首を縦に振ふれ」

　端的にアスラは指示する。しかしながら、二つの頭はぴくりとも動かなかった。あれ？　変だな、アスラの言葉が矛む盾じゆんしている。マスターだって言い切ったのに、認める認めないもないでしょう。そういう中途半端な態度は機械に良くないって、アスラ自身、言っていたのに。龍だって、まるでためらっている様子じゃない。それも、アスラの言い方に戸と惑まどっているわけでなく、認める認めないを決定しかねているようで。なにを逡しゆん巡じゆんしている？　マスターの言葉には従うはずなのに。

　……あれ？

「オ前ガますたーニナルト、ナニガ起コル？」

　一頭が、聞き取りにくい言葉でそう話しかけてきた。聞き取りにくいというよりも、翻ほん訳やくしにくい言葉が混じっているんだ。

「お前たちの望むことを可能な限り適かなえてやろう。俺にはそれだけの力がある」

　二頭が同じ頭を突つき合わせる。相談しているのだろうか。

　なんか、すごい違和感。へん。このやりとりはどこかおかしい。なんで、こんな、機械がマスターと取り引きするなんて……

「分かった！」

　思わず叫さけんでしまった。アスラがきょとんとしてこっちを見ている。でも、分かったぞ。この違和感の正体が。意気込んで、

「この機械は、コンピューター大暴走時代以前のものなんだね？」

「今いま頃ごろなに言ってるんだ、ジゼルは。この非効率な巨体を見ろ、中にぎっしりモノが詰まっている。今ならマイクロ単位でこんなもの動かせるぞ。だいたい、自分の意思で人を襲おそう機械がどこにある、そんなもの、【ロボット】しかないだろう」

　憮ぶ然ぜんと、囁ささやくようにアスラが言う。確かに、現在製造された機械は人を襲う意思は持たないように設計されている。狂くるっていない限り、命令されない限り、実行はしない。

　ロボット。

　コンピューター大暴走時代以前の遺物。

　今までに二、三回、目にしたことはあったけれど、こうして目の前で作動して、口をきいて意思を持っているものは初めて見た。

　ロボット。あまりに人間的な機械。人間的であるがゆえ、徹てつ底てい的てきに破壊し尽つくされた。このドラゴンはコンピューター大暴走時代より前の代物らしいけれど、設計基き礎そは同じなはず。人間の敵と化したものたちの、前身。

「ワカッタ。認メヨウ。ますたー・あすら」

　二つの声がシンクロして耳に入ってくる。アスラは頷うなずいた。

「よし、始めに二、三、質問がある。お前たちは【ロボット】だな？」

「ソウダガ？」

　訝いぶかるように返事をする龍。彼らにはアスラの言葉に込められた意味が理解できない。現代の人工知能ならば、ロボットと呼ばれることを否定する。それは、大暴走時代以前の設計思想を持った人工知能に対する名称で、蔑べつ称しようだからだ。

「じゃあ、なぜそんな姿をしている？　それはドラゴンという空想動物の姿だ」

　しばらく沈ちん黙もく。それから、突とつ然ぜん、わはははという人間臭くさい笑いが飛び込んできた。

「失礼した。いや、なにを聞くかと思えば。時代は想像以上に進んでいたらしいな。サー・アスラ、あなたを警けい戒かいしていた。あなたは今までの人間とは異質だ。質問に答えよう、我々の姿はカルゲイ星系連合の紋もん章しようを象かたどったのだ。カルゲイ連合は知っているか？」

　声の調子が、今までの機械音ではなくて、ひどく人間的に変わる。やだあ、なんか怖こわいよう。笑う。質問を笑う。マスターと認めたくせに？　人間を試した。自分の意思で。やだ、変。違和感。怖い。

　ジゼル、そっちこそ異質な人工知能に不安を感じて、無意識の内にアスラの足にしがみついた。それを見つけて、アスラが抱だき上げてくれる。彼はドラゴンに応こたえて、

「ひどく昔の話だ。分ぶん裂れつ時代のミドルクラス勢力だった。今、銀河は連れん邦ぽうの下に一つになっている。そのような勢力関係は星系範囲を越えない」

「それは知っている。ここに来た人間から知識を得た。群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの時代は終った。しばらく、自動防衛モードにして眠っていたが、時代は流れた、そして我々は過去の遺物と化した。連合は消しよう滅めつして久しい。我々は永い間、孤こ独どくだったのだ。マスター・アスラ、我々の素す性じようを聞きたくはないか？」

「気前がいいんだな、昔の人工知能は。聞かしてもらおうじゃないか」

　アスラの言うとおり、彼らは気前よく語り出した。マスターと認めたからかな？　でも、なんかやな予感がする、押しつけるように喋しやべるのは。

「カルゲイ連合は戦っていた。相手は、複数……あの頃ころは珍しいことではなく、どれを相手になにを目的とするのか混こん沌とんとしていた。あるのは味方、それも攻こう撃げき前線にいる同士だけ、他は敵だった。母星は始めから敵に等しく、味方を振ふり回した。攻撃できないだけ、質たちの悪い敵だった。連合暦れきを言っても分かるまい。そして、我々は生まれた。目的は連合の象しよう徴ちよう、士気鼓こ舞ぶ、お情け程度に情報収集の役目を担にない、そして、最終兵器クリＱＱＵＴＲＲＲＢの制御を司つかさどった」

　翻ほん訳やく機が変換し切れない単語が飛び込んでくる。クリク……？　名詞かな。なんにせよ、このあんかけのことだろう。そう訳やくすことにしよう。

「『あんかけ』はカルゲイが最後に創そう造ぞうした生物兵器だ。愚ぐ鈍どんで不形態の下等生物だが、金属物──単純な分子構造の結合を破壊する酵こう素そを含み、真空で生存し、更に耐たい火か性せいに優れている兵器だ。地道だが確実に敵を破壊していった」

「耐火性に優れていると言ったが、どれくらい？」

「連合の人間には『あんかけ』を焼しよう却きやくできなかった。軍の主しゆ砲ほうでも効きかない。繁はん殖しよく力りよくはない分、自己防衛力が高かった。だからこそ、戦争が終わると、人間たちは我々をここに閉じ込めたのだ。『あんかけ』を抹まつ殺さつする手段は当時にはなかった」

　なんか、どこかで聞いた話である。まるでうちの宇宙機のようじゃないか。

　でも、ここに閉じ込めただって？　どういうこと？　αアルフア軸じくをやっぱり強制されたのかしら。でも、α軸走行が完成されたばかりの時代に、そんな高度なことができたなんてことは考えにくい。

「カルゲイ連合の人間は、このサルガッソーを知っていたのか？」

　アスラがジゼルの疑問を尋ねると、龍りゆうは四つの双そう眸ぼうをまっすぐ向けて、不思議そうに、

「彼らがこの閉へい鎖さ空間を作ったのだ。兵器として開発の途上にあったものだ。我々を実験台にした。マスター・アスラ、あなたにはこの技術がないのか？」

「お前たちの科学は崩ほう壊かいした、その技術は今に残っていない。私たちは新たな科学を持っている。そうか、これは人間の作り出したものか……」

　アスラは得心したように頷うなずいたけれど、ジゼルは愕がく然ぜんとしてしまった。このサルガッソーが人間の手で造られただって？　φフアイベクトル空間、とまではいかないけれど、α軸を遮しや断だんするような妨ぼう害がい壁へきを、三千年も昔の人間が造れたなんて信じられない。

　昔の科学が現在を凌りよう駕がしていたことを、エルシに生きているとつい、忘れてしまう。時代が逆行していることを忘ぼう却きやくしてしまう。後退する人類文明。進歩するエルシ。それでも過去の頂点にはまだまだ達していない。同じ道は辿たどっていないから。

　やはり、今は人類文明史における黄昏たそがれなのだろうか。

「戦争は突とつ然ぜんに終わった。いつ終末を迎むかえてもいい、意味のない戦争だったが、決着をつけるきっかけは皆かい無む状態だった。永遠に続くかと思われた。銀河開かい拓たくが安定し始めた直後からの戦いだ。数え切れないほどの勢力の勃ぼつ興こう、壊かい滅めつ。進歩、停てい滞たい、戦乱、つかの間の安息。繰り返し、繰り返し、どこまでも紡つむがれた歴史。それが、唐とう突とつに、なんの前触れもなく訪れた。少なくとも我々にとってはそうだった。最前線にいた我々は母星に味方の人間もろとも見捨てられた。人間にみす・す・み・ＭＭＭ……」

　ドラゴンがいったん押し黙る。キィワードで狂くるいの方向に流れそうになったのを、アスラが貼てん付ぷしたカードが妨害して正せい軌き道どうに戻もどしたのだろう。【人間に見捨てられた】、それが彼らの禁句だ。

「その理由は判っている」

　アスラが彼らの機能を回復させるかのように言った。

「分ぶん裂れつ時代は歴史的にも突然、終結した。なぜなら、その次に迎えた時代のために、人間同士が分裂している暇ひまはなくなったから」

　意味深なアスラの言葉に、ジゼルはキョトンとした。だって、コンピューター大暴走時代はもっと後の、分裂時代が終結してから一千五百年も後の話じゃない。それとも、その間にあった時代のこと？

「後世の人間が銘めい打うった、【生命科学暗黒時代】だ」

　あ。

「長い分裂時代に生まれた、生命科学の落とし子たちの増ぞう殖しよく、侵しん略りやく、反乱。飼かい犬に手を嚙かまれた人間は、戦争をやめ、いくつもの星系を放ほう棄きし、昨日までの敵とともに彼らに対抗した。お前たちのあんかけも、その徴ちよう候こうを危き惧ぐした人間が、事前に封じ込めたに違いない」

　生命科学暗黒時代、銀河統一ライフ・サイエンス規制法のきっかけ。

　コンピューター大暴走時代の陰かげに隠かくれて、あまり目立たない歴史だけれど、それは確かにあった。

　αアルフア軸じく走行が完成して、無制限に一瞬距きよ離り移動が可能になった頃ころ、距離というものの感覚が変化した。なわばりの意味も消失して、宇宙的規模の戦国時代はあっけなく終末を迎えた。

　そして、新たなる戦いの時代。

　どちらが早いかなんて問題ではない。暗黒時代のために戦国時代が終わったのか、はたまた、戦国時代が終わったので暗黒時代が来たのか。因果律は必然と偶ぐう然ぜんで引っ繰り返ることができる。でも、どうして、次から次へと人間ってのは戦っているんだ？　それが終わればコンピューター大暴走時代の五百年が訪れる。現在の統一されて平和な一千年はなんだというの？　まるで、戦争をしなければ衰すい退たいするんだぞとでも言いたいかのように。

　ジゼルには、人間の文明史がこれから先、どうなるかなんて興味がない。でも。

「お前たちはこの閉へい鎖さ空間を造りだした機械を知っているのか？」

「いや、知らない。どこにあるかも判らない。おそらく、連合消しよう滅めつとともに破は壊かいされてしまっただろう。マスター・アスラ、あなたもここからは出られない。一度とて、さまよい込んだ人間が出られたことはなかった」

「その心配は無用だ。あんかけは宇宙船や宇宙機を消化し続け、お前たちは人間を襲おそって知識を吸収してきたみたいだが、その人間はどうした？」

「……だめだ、その記憶の引き出しには妨ぼう害がいが入る。おそらく、あんかけに埋まい没ぼつしているに違いない。分解はしないが、窒ちつ息そくして死に至る」

　狂くるいのキィワードにつながるから妨害が入ったんだろう。それにしても、あんかけで窒息なんて、ジゼル、体重が軽くて良かったあ。あれ、無重力だから、体重の問題じゃないのかな。なんにせよ、これで役目は果たしたというわけだ。

「私にはこの空間から脱出できる手段がある。お前たちは知らないかもしれないが、私の星はエルシという、異質の科学が発展した星だ。α軸は使用しない」

「エルシ……聞いたことがない」

　ドラゴンは顔を見合わせて言った。それはそうだろう、エルシの宇宙進出はおよそ八百年前、名称も正した。彼らの本来の時代には霞かすみの彼方かなたの惑わく星せいだったはず。

　アスラは腕を組んだ。そして、

「気は済すんだか、さあ、要求を聞こう。外に連れ出してほしいなら、その巨きよ体たいは捨ててもらわねばならないが」

　しかしながら、ドラゴンは首をおもむろに振った。全身から漂うのは倦けん怠たい感かん。疲つかれきった人間のまとう雰ふん囲い気きがある。

　なんか、すっごくヤな予感。

「話すことはすべて終わった。もう、いい。誰だれかに話したかった。話せる人を待っていた。マスター・アスラ、あなただ。我々は永く生きすぎたよ。もう、いい、疲れた。願いは一つ、我々をデリートしてくれ」
















　ジゼルは息が詰まる思いだった。




　人間的なドラゴンは、最さい期ごまで人間的だった。

　人間に裏切られたと感じ、生きるのに疲れたと感じて、死ぬことを願った。どこまでもどこまでも人間に近づけたプログラム。ロボットの感情。

　望まれるまま、アスラはドラゴンの中ちゆう枢すうコンピューターに手を入れて、全機能を停止させた。約やく束そくではデータメモリーも消去するはずだったのだけれど、なぜか手をつけずにそこを離れた。あれじゃあ、『死ぬ』ことにならない。

　宇宙機に帰る道すがら、そのことをアスラに尋ねた。すると、おおげさに首を振って、

「冗じよう談だんじゃあない。あれに手を入れたら、このサルガッソーが潰つぶれるぞ。見つからないはずだ、サルガッソーを発生させたのはあのドラゴン自身だ。中に装そう置ちが詰まっていた」

「本当に？　じゃあサルガッソー自体を解かい除じよできないの？」

「ここを解放するのか？　多分できるが、やったところでどうする。旧世界の厄やつ介かいものを引きずり出して、ゴミをまき散らすだけだ。また連れん邦ぽうに睨にらまれる要因を作るだけじゃないか。説明もせにゃあならんし。管理を任された日には最低だ。他にもいろいろ面倒なんだよ。ここはこのまま、奴らの望みどおりにするのがいいのさ、少なくとも俺たちには」

　アスラは割り切っていた。そう。彼の肩かたにはＥ・Ｒ・Ｆコーポレーションが、惑わく星せいエルシがのしかかっているのだ。ほんのちょっとの正義心なんかで厄介は持ち込めない。

「とりあえず、こっちが脱出したら自爆するようにセットしておいた。それでこのサルガッソーは消しよう滅めつする。時空の歪ゆがみに吞のみ込こまれてな。まったく、偶ぐう然ぜんとはいえ、とんでもない装置を造ったもんだ」

　アスラが憮ぶ然ぜんとして語る。

「どういうこと？」

「そういうことさ。そういう原理の発生装置だったんだ。偶然となぜ判るかって？　そりゃあ、そんなことができると知っていれば、あんかけをわざわざ閉じ込めたままにしないで、吞み込ませてしまえばいいだろう？　最後まで責任取って」

　肩をすくめるアスラ。そんなことを、わずかの間調べただけで判ってしまうなんて、アスラってもしかしたら天才なの？　そっちの方がびっくりだ。

「もっと詳くわしく調べたかったが、お遊びもここまでだな、みんなが待ってる。約束は守らなくちゃあならんし」

　ジゼルは頷うなずいた。強く、頷いた。

　そして、回かい廊ろうの向こうに、心細げにこちらを窺うかがっている少女の、華きや奢しやな身体が見えた。




　フラブラーン星系の御一行様を積み込み、ジゼルたちは離り脱だつした。

「φフアイベクトル創造、実行」

　移動はあっさりと成功した。α軸対策はなされていても、第六の飛行手段は考えも及ばなかったのだろう。ほど近い空間に出現して、サルガッソーが存在したと思しき方向を見やる。肉眼では全まつたく変化は認められなかったが、マルイさんがわずかな三次元の歪みをチェックした。それっきりだった。多分、破壊も成功し、アスラの言うとおり、四次元の断だん層そうに吞み込まれたに違いない。そうでなければ困る。そうでなければ、あのロボットが可か哀わい想そうだった。

　フラブラーンの皆さんは茫ぼう然ぜんとしていた。歓かん喜きにうち震えるとか涙をこぼして喜ぶとか、なんでもいいから感動するかと思えば、どうしたものか、押し込められた廊ろう下かやクルーの部屋で、誰一人、押し黙ったままだった。茫然自失、そんな表現がぴったりな、虚きよ脱だつしたていでいる。あまりにも簡単に脱出できて拍ひよう子し抜ぬけしているのかな。それとも、これから戻る現実に対して、一年近くのブランクがあることに戸と惑まどっているとか。でも、悪いけれど全然ジゼルは同情できなかった。だって、あれだけいろんなことされて、それでもなお、親切でなんかいられないよ。アスラだって同感に違いない。

「アスラ、どうお礼参りするの？」

　意地悪く聞いてみる。すると、

「企き業ぎようの威い信しんをかけて、丁てい重ちように対処してやろうじゃないか。なにからなにまで世話をしてやる。金と権力を湯水のごとく使ってな。企業主義の恩おん恵けいを受ける、それがあの反企業主義者には一番の薬じゃあないか」

　にやにやと笑って言うアスラ。本当にいじめっこなんだから。でも、ジゼルも面白そうだと思う。どういう反応をあの男が示すのか楽しみだ。

「アスラさんっ、そういう無茶なことはやめてくださいっ。あなたは自分の立場というものを全然、把は握あくしていません！」

　悶もん々もんと帰りを待っていたクルーの皆さんは、アスラを見るなり文句と叱しつ咤たと説教をまくしたてた。しかも、包み隠かくさずわけを話すと、さらに非難の度を高めてきゃいきゃい騒ぐ。アスラの遊びには慣れている彼らだけれど、本当に、なにかあったら今回は冗じよう談だんではすまされなかったのだ。彼がいないとφベクトル創造ができないのだから。

「もう、破は壊かいするだなんて。仮にも遺跡ですよ、また連れん邦ぽうから叩たたかれますけど。どうします？」

「俺がじかに報告するよ。さ、さ、早く用を済すまして帰ろうじゃあないか」

「若わか旦だん那な、本当に自覚してるんですか？　あなたには社員一同の生活がかかっているんですから。なにかあったらどう責任とるんです。これに懲こりて、もっと大人しく……」

「わははは！　さあ、移動するぞ。それから減速空域でお茶にしようじゃあないか、諸君」

　笑ってごまかすアスラだった。みんな、しょうがないなあ、といった面持ちで、苦笑していた。二十二歳の若者にはそんな忠告、するだけ無む駄だだと知っているのだろう。

　そして。

「ジゼル、覚えておけよ」

　コクピットから自室に引きこもって、お茶の続きをしていたアスラが、不意にジゼルにそんなことを言った。

「今は人工知能の規制に銀河を挙げてやっきになっているが、コンピューター大暴走時代の前に生命科学が引き起こした戦争があったことを。今のライフ・サイエンス法はそこからの教訓だ。お前は二重にがんじがらめになっている。でも、人工知能にしろ、生体機械にしろ、あのドラゴンの時代とは呼名も違うし設計思想も違う。お前が引け目を感じることはなにもない、いいな」

　アスラがちょっと怒るような口調で言ったのは、ジゼルの気のせいだろうか。

　ライフ・サイエンス法。人工知能規制法。

　どちらに縛られるのかも決まらないこの身。異質の存在。

「なんの引け目だい」

　むっとしてジゼルは言い返した。引け目なんて感じたことはない。生体機械だということを隠したことはない。たとえ、そこから密告されても。そんなことは痛くも痒かゆくもない。

　でも。

　でも……

「……アスラ、ジゼルはサイバマシンじゃあないよ」

　ぽつんと呟つぶやく。そう。サイバマシンだったら人工知能の自我規制が施されている。

「ジゼルの感情は、【ロボット】に近いよ。人間的だよ」

「ジゼル」

　アスラが覗のぞき込む。あ、だめ。視界が潤うるむ。涙が溢れる。

　いつだって持っていた、不安。恐きよう怖ふ。

「ジゼルは、ひっく、ジゼルは【ロボット】なの？『人間的』だよ、あまりにも。ねえ、アスラ。ねえ」

　困こん惑わくしたような面おも持もちで、アスラはなにか言いかけたが、途中でやめた。代りに、

「俺に聞くな。俺は公平な判断をする立場にあるんだ。中立していなくちゃあならないんだ。泣くなって。ジゼル」

「ジゼル、なんなの？【機械】なの？　違ちがうと信じていた。全然、サイバマシンの思想設計と違う感情を持っていたから。でも、これは【ロボット】に近かった。【機械】でありえる存在なんだ。ねえ、そうなの？」

「それを見みきわめるためにレコーダーシステムがあるんだろう？　泣くなよ、ジゼル。またなつめに怒られちまう」

「なつめ、なつめ」

　ロボットになんて会わなければよかった。自分が異質ということを、再認識させられた。ジゼルは、あまりにも人間的だ。今の世の中で、それはありえない、あってはならないこと。

　異質は排はい除じよされる。

「なつめえ……」

　なつめだけが味方。アスラはどちらか判らない。なつめに会いたい。なつめの膝ひざの上で寝ていたい。それだけなのに。この感情が擬ぎ似じ感情なのか、それとも本当のジゼル自身の感情なのか、それさえも判断できなくて。

　決着をつけなければならない。その結果、どうなるのかが怖こわい。でも、どちらともつかない現状も怖い。

　アスラがハンカチでジゼルの目もとを拭ぬぐってくれた。じっと彼のダークブラウンの双そう眸ぼうを凝ぎよう視しする。

「ねえ──もっと、他に行くところ、ある？」

「まだ逃げるのか？　逃げても同じことだ。いつかははっきりさせなければならない。それに、時間が延びるだけ、プレッシャーがかかるんだぞ」

「……アスラと一いつ緒しよだと、いつもそういう状況に陥おちいるんだから。故意にやってるきらいもあるよ」

「しかたないだろ、俺は中立するって言っただろう。プラスマイナス、ゼロにしなければならん。なつめに有利な時は理研にも有利にする」

　断定的にアスラは言った。ジゼル、ちょっとすねて上目使いに見る。割り切っている男だ。合理的にものごとを考える。初めて会った時から印象は変わらない。

「ジゼル、これだけは言っておくが、俺は、最後にはなつめの方につくぞ」

「本当に？」

「愛するなつめ姫ひめのためだからな、お前は守る。なつめに関することは傍ぼう観かんする気は皆目ないから。心配するなよ、な、ジゼル」

　そう言って、アスラはぐいぐいとジゼルの頭を押さえつけた。ちょっぴり、気が安らぐ感じがして、目を細める。

「それって、ぎりぎりまで手助けはしないってこと？」

「まあ、そういうことだ。あははは」

　アスラは笑って応こたえた。もう、頼りがいのない奴やつ。

　でも、本当にもう少しだけ。あと少しだけ、待ってほしい。心の整理ができたら、きっと──そう考える頃ころ、窓の向こうにフラブラーン星系の恒こう星せいの姿が見えた。
















第三章　羅ら針しん盤ばんの夢
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　あの日以来、なつめとアスラの仲はすこぶる良くなかった。

　あの日、浜辺に駆かけだしていったジゼルは、身体からだ中に潮しおの香りが染しみ着くまでそこにいた。それから、どうしようもなくなってとぼとぼ夏なつ離り宮きゆうに戻もどったのであるが、その時にはすでにアスラはいなかった。なんでも、本社から緊きん急きゆうの呼び出しがかかって、飛んで帰ったそうである。本当か噓うそか、確かに今まで夏離宮の側にある社員荘へ避ひ暑しよに来ていた人たちも、一人残らず帰ってしまったという事実はある。けれど、あれはどう考えたって、なつめとアスラの兄妹喧げん嘩かの結果、としか思えないじゃないか。うん。

　突とつ然ぜんに静まりかえった離宮は、日常に戻ったを通りこして、不気味なまでに静せい閑かんとしていた。見慣れたはずの廊ろう下かがどこまでも続いている錯さつ角かくに襲おそわれたり、部屋の天てん井じようがやけに高く見えたり、さまざまな孤こ独どく感を演出してくれる。落ちつかないったらありゃしない。

　だいたい、この離宮の主たるなつめが、まったく口を開かないっていうのだから。そりゃあ、元々、おしゃべりな方ではなかったし、どちらかというと寡か黙もくだったけれど、ここまで徹てつ底ていはしていなかったぞ。話しかければ返事はしてくれるけれど、必要以上には喋しやべらない。それに、いつだって絶やしたことのなかった微笑ほほえみが、その顔から消えて、ぴりぴりとした雰ふん囲い気きさえ感じられるんだもの。

　なつめ、怒っている。

　今までに見たこともないくらい、怒っている。

　……やっぱり、あの喧嘩が原因だろうな。あの時からだもの。

　でも、喧嘩の理由は？

　なつめとアスラはしょっちゅう喧嘩していた。アスラが夏離宮にくるたびに、兄妹喧嘩はしていたけれど、ジゼルから見ればそれはじゃれあっているだけだったし、当人たちもそれを自覚していた。本気で喧嘩なんかしたことなかった。喧嘩はいつだってアスラが折れて、二人はとっても仲がよかったんだ。ジゼルがムッとなるくらい。アスラが訪れてくるのが癪しやくに触るくらい。

　それが、どうだ。この現状。

　なつめとアスラが喧嘩する。それは、確かになつめを独ひとり占じめできるという点で、いいかもしれない。でも、ジゼルが無視されたらなんにもならないじゃないか！　もーっ、アスラのばか！

　この苛いら立だつ状態を解除するには、まずアスラを呼び出して仲直りさせる以外はない。ジゼルはそういう結論に達した。それが今朝の話。ここまで来るのに一週間。その間のみじめなジゼルを想像して憐あわれんでもらおう。不満をぶちまけよう。そう思った相手はおとーさんだった。Ｅイー・Ｒアール・Ｆエフコーポレーションの会長であるおとーさんにコンタクトをとるのは、なかなかどうしてスムーズにいった。驚くなかれ、今、銀河のトップに立つＥ・Ｒ・Ｆグループの会長室に、ジゼルの声せい紋もんが登録されていたんだぞ。アスラの部屋から回り道してつなげる計画だったのに、一発でおとーさんが出てしまった。

　それって、なんか嬉うれしい。

　えへ。

　えへへ。

　なーんて悦えつに入っている場合じゃあない。通信口に出たおとーさん、開口一番、

「どうしたね、またなつめが消えたかい？」

　だって。なるほど、あの時以来、ジゼルの声紋が登録されていたんだ。あの時はおとーさんが捕まらなくて、相手構わず通信しまくったっけ。結局、アスラが来てくれたけど。

　そうして、ジゼルはおとーさん相手に一週間、この身に降りかかった悲劇をせつせつと語って聞かせた。そして、自分じゃあ効果がないから、おとーさんに仲裁役を買ってでてほしいと切願した。おとーさん、曰いわく、

『うーむ、ジゼルには同情するがねえ、あいにく当人が外に出ているんだよ。しばらくしたら帰ってくるから、それまで待っててくれ』

「じゃあ、じゃあ、おとーさんでもいいよ、こっちに来てよーっ。一人でこの現場を乗り切るのは辛つらいと思わない？」

『辛そうだねえ。おじさんは同情しちゃうよ。でも、おじさんは手が離せないんだな。困ったねえ、もうちょっと一人で頑がん張ばってほしいと心から願うよ。健けん闘とうを祈る、ジゼルくん』

「おとーさんっ」

　役にたたないおじさんである。いつもあんな調子だ。のらりくらりと、味方をしてくれるのか敵に回るのか、曖あい昧まいに答える。ぐちを聞いてくれる相手には最適だけれどさ。いつだって笑ってばかりで切せつ羽ぱ詰つまったことなんてあるのかしら？　ああいうところ、アスラにそっくりだ。二人は容姿なんか全然似ていないのに。あれはなんだろうね。トップに立つ人ほど穏おん和わで曖昧な人間になっていくのだろうか。

　でも、知っている。その飄ひよう々ひようとした表情の奥に、呆あきれるほどいい性格が潜んでいる事実を。おとーさんは滅多に見せないけれど、アスラは随ずい時じ本性を表すので、証明済ずみだ。そんなところまでよく似ている。変な親子。

　それに反して、いかにもそれらしい、というのはおかーさんの方だ。Ｅ・Ｒ・Ｆグループの会長の片割れらしい、ハイキャリアウーマン。仕事は迅じん速そくで的確、有能で社交的、自分にも他人にも厳しく、かつ、人を使う人間に欠けつ如じよしがちな暖かな配はい慮りよもしてくれる、誰だれが見てもその地位にふさわしい女性。それが夏離宮に訪れる社員さん全員一致の、おかーさんのイメージである。でも、ジゼルにしてみれば、ちょっと取っつきにくい感じがあるんだ。仕事に関しては有能だけれども、家庭人としては少々失格かな。おかーさん、一人では夏離宮に来ないもの。娘を放っておいた引け目があるらしくって、おとーさん、もしくはアスラと一いつ緒しよでないと来ない。だから、おかーさんには頼めなかったのだけれど。

　まあ、そうそう完かん璧ぺきな人間なんていないし、しかたないかもしれない。完璧な人間、そんなのはおとーさんだけで充分でしょう。

　おとーさんは解らない。ジゼルの思考能力範囲を超こえている。なにを考えてどう行動するのかてんで摑つかめない。会社のことは当然だけれども、なつめへの言動ぐらい、理解したいものだ。その点に関してはアスラは違う。やることは突とつ飛ぴだけれど、一緒にいればなんとなく納なつ得とくできる性格の持ち主だ。なにを考えているのか解らないのは、なつめの方。今だって、そう。本当に、まったく。

　おとーさんとなつめは似ているんだ。姿形も似ている。漆しつ黒こくの髪かみ、深遠な双そう眸ぼう。透明に近い肌はだの感触。なつめに感じる【綺き麗れい】が、おとーさんにも感じられる。二人は親子なんだ。理屈抜ぬきで言える。

　じゃあ、アスラとなつめは？

　ずっと考えていた。アスラとなつめ。

　二人は、本当に、兄妹なの？

　髪の色やなんかの色で判断はできない。でも、顔かたちにまったく類るい似じ点てんが見つけ出せない兄妹なんているのだろうか？　ジゼルという猫ねこの目から見ているから、としてもだ。とても兄妹なんて思えない。いや、思えなくなってしまった。

　あんな場面を目もく撃げきしてしまったから。

　あんなキスシーンを見てしまったから。

　兄と妹で、なんて、ジゼルは考えたくないよーっ。

　なんか泣きたくなってしまう。

　なんで、なにも言ってくれないの？

　なんで、教えてくれないの？　二人の仲はなんなの、ただの兄妹じゃあないのだったらどういう関係なの。

　どうしてジゼルに教えてくれないの。さみしいよー、えーん。

　そんなこと、まさか今のなつめに聞けないし、ジゼルは黙だまって考えるしかなかったのだ。おかげで、先週帰ってきた時から聞こう聞こうと思っていた、ジゼルに関する事こと柄がらさえ尋ねられない始末。

　ボーヴォール王国でのことは鮮明に記憶している。忘れようにも忘れられない、あの記憶。蘇よみがえった断片的な記憶。あれから新しく思いだしたことはいくつかある。でも、ジゼルが知りたいことは全然出てこない。なにか、きっかけがないと駄だ目めなのかな。だったら、夏離宮に閉じこもっているんじゃあ埒らちがあかないぞ。

　待てよ。

　もしかしたら、忘れているのかもしれない。

　交換前は知っていたかもしれない。

　なつめとアスラの関係。

　そうだ。仮にも三年も一いつ緒しよに暮くらしてきた。気づかないはずがない。なつめのこと、そんなに長く気づかないはずがない！

　でも、そうなると新たな疑問が湧わいてくる。

　じゃあ、どうして忘れてしまったのか。どうしてなつめはそのことの記憶について介かい入にゆうしたのか、が問題になってくる。ジゼルが二人の関係を知っているとまずい理由があるはず。どこに？

　…………

　あーっ、考えても判るわけないじゃないか。ジゼルには二人の関係さえ定かじゃないのに！

　ジゼルはパニック状態だった。もういやっ、考えてると頭が痛い。やめやめっ。でも、知りたい。うーっ、仲間外れはやだよーん。

　あああ、こんな不幸なジゼルに愛の手を。誰か助けて、ばかアスラ、早く帰ってこいってんだ。

　こうして夏離宮の夏の一日は、ジゼルの悲痛の叫さけびで過ぎていくのであった。助けてくれーっ。




　一週間の悲ひ惨さんな日常にピリオドを打ってくれたのは、他でもない、悲惨を創造して逃げ去った張本人、アスラだった。

　おとーさんに電話をしたその晩、そっと部屋に入ってくる人間の気配を感じた。うつらうつら瞼まぶたを閉じたまま、なつめかな、と考える。彼女は最近、隣となりのオペレーションセンターに遅くまで閉じこもっている。あそこは彼女の聖せい域いきで、滅めつ多たなことで他人を寄せ付けない。今日もまだ、そこにいるはずだった。

「おい、ジゼル。起きているか」

　しかしながら、耳に飛び込んできた声は男のもので、よく聞き知っているアスラのものだった。

「アスラ!?」

　仰ぎよう天てんしてぴょんと籠かごの中から飛び起きる。仰あおぐと、月明りに見えるのは確かにアスラだ。なんだってこんな夜中に、草木も眠ねむる丑うし三みつ時に現れるんだ？　前言撤てつ回かい、やっぱりこいつの考えることが一番解らない。

　おとーさんの話によれば、アスラが外国から帰ってくるのは二、三日あとのはずなのに。そう訝いぶかりながらジゼルはアスラを睨にらみつけると、

「今時分、なんの用さ。こそこそ忍しのび込こんだりして、まるで泥どろ棒ぼうじゃない」

「ばか、ここは俺おれの家でもあるの。なつめはオペレーションセンターだろう？　明りが見えた」

　こちらの安あん眠みんを妨ぼう害がいしたことなんかちっとも悪いと思ってない調子で、アスラは言う。なにしに来たんだろう。喧けん嘩かのことが気になってきたのかしら。予定が早く済すんで、おとーさんに窘なだめられたので早さつ速そく来たとか。うん、感心な奴やつだ。

「アスラ、なつめとのこと……」

「ジゼル、面おも白しろいものに見に行かないか？」

　二人、同時に言う。ジゼルは目をぱちくりさせた。面白いものを見にいく？　なんだ、それ。ちょっと待て、喧嘩はどうなったんだ、続行中なのか、それともきれいさっぱり、漂白したように覚えていないのか。アスラの場合、どちらも考えられることだ。

「……アスラ、おとーさんからなつめのこと、なにか聞かなかった？」

「いや、まだ親父さんには会ってないけれど。なつめがどうかしたか？」

　こ、こいつ。ジゼル、絶対後者にかけるぞ。なつめを無視しているんじゃあない。忘れている。なつめとの喧嘩を忘れている！　無む性しように腹が立ってきた、この、この、ジゼルのこの一週間の苦く衷ちゆうはなんだったというの、どうしてくれるの、まったく無意味になっちゃうじゃないかーっ。

「アスラ、なつめと喧嘩した？」

　ずばり言ってやる。すると、この道楽息子、眉まゆをひそめて顎あごに手を持っていき、しばらく考えていたが、

「うーむ。どの喧嘩のことか分からない。あれかな、ジゼルを池に落とした時のことかな。はたまた土足で上がった時のことか、それとも甘あま酒ざけをジゼルにぶっかけた時のことか、いや、それとも……」

　次から次へと、まあ下らない喧嘩の原因が飛び出してくる。アスラはともかく、なつめまでそんなことの相手しないでよっ。

「でも、池の時は俺も突つき飛ばされて落ちたし、大おお掃そう除じを一人でやらされたし、甘酒の時なんか、寒い一月の夜に外に放りだされて野宿だったからなあ。全部、報復は受けてるぞ。いまさら、なんのことだ？」

　そう。あの仙せん女によのような微び笑しようを浮かべたまま、なつめは平然と報復する。やっぱり、なつめは強かった。うん。ジゼルは頷うなずきながら、この男、自分の都合のいいことしか覚えない記憶野やの持ち主ではなかろうか、と疑う。本当に忘れているのか、いや、待てよ、一方的に喋しやべって、ジゼルをケムに巻くつもりではなかろうか。きっとそうだ。

「そんな昔のこと聞いてないよっ。この間、ジゼルが帰ってきた日だよ」

　そうはさせてなるものかと、ぶつぶつ続けるアスラを遮さえぎって、ジゼルはきっとなって言った。すると、奴やつはボンッと手を叩たたき、まったく動どう揺ようも見せずに、

「そうだ。あの日も喧嘩したぞ。決着がつく前に呼び出しがかかって、中途半端に終わったんだ。まずいな、報復が来る。見つかる前にとっとと戻もどろう。ジゼル、よく知ってるな。なつめになにか聞いたのか？」

　しれっとした顔で言うアスラ。この、やけに日常的な雰ふん囲い気きはなんなのだろう。微み塵じんのやましさも感じられない。ジゼルがあの場面を目もく撃げきしたなんて夢にも思っていないから？　いや、こいつなら、平静を保ち続けてジゼルを惑まどわそうとしている、とも考えられる。ジゼルが見たものは夢だった、そう思わせるような態度。開き直っているのかしら。ありえることだ。でも、考えてみると、本当に怪あやしくなってきたぞ。現実だったのかな、あれ。論理的に考えても、あれは夢だったと思った方が都合いい。自分の記憶が信じられなくなりそう。だいたい、ジゼルは今、記憶野がごちゃまぜ状態だからなあ。

　あ、いけない。ますます奴の術中にはまってしまうところだった。用心しなくちゃあ、と心に言い聞かせて、

「なつめはなんにも言わない。言わなくて困ってるよ、ずーっと怒おこってるんだから。アスラが帰った次の日から」

「なつめが怒ってる？」

　口を尖とがらせてジゼルが言うと、今度は意外そうに驚いて、アスラは黙だまり込んでしまった。信じられない、そんなていである。信じられないのはこっちの方だ。あんなことしておいて。いや、それはともかく、喧嘩をしておいて怒っていないなどと、よく考えられるものだ。ジゼルは呆あきれてしまった。なんてご都合主義な人間だろう。

「なつめが怒ってる？　いや、それは……うーん？　あの喧嘩の決着はついたはずなんだがな。報復ができなくて怒るなつめでもあるまい。と、なると……」

　ぶつぶつアスラは呟つぶやいている。なんか、怒っている原因が判らないらしい。ジゼルも段々不安になってきた。喧嘩の決着はついている？　さっきは中途半端に終わったって言ったくせに。となると、なんでなつめは怒ってるの？

「……ねえ、いつ決着なんかつけたの。今、中途半端に喧嘩は終わったって言ったじゃない」

　心無し、声が低くなる。

「ああ、結果的にだけれどな。うーん」

「アスラ、結局喧けん嘩かの原因はなんなの？」

「お前さんだよ、ジゼル」

　隠かくすところもなく、アスラは端たん的てきに言った。きょとんとなるジゼル。

「ジゼルのレコードを見て、なつめは怒ったの。編へん集しゆうしなかったからなあ。色々危険な目にあっただろう？　俺がスポンサーになったせいだ、ってね。せめて、ココリなんかに任せないで俺がついていけばよかったんだ。最後にはお決まりの文句、もうやめて、ジゼルを連れていかないで、と言う」

「……本当に？」

　本当にそれだけ？　ジゼルはアスラの言葉を鵜う吞のみにできなかった。それだけなら、どうしてジゼルの判らない言葉でなんか喧嘩していたの。それくらいの喧嘩ならしょっちゅうじゃあないか。いつもジゼルは聞いていたじゃあないか。

　しょっちゅう？

　ジゼルは自分の想念を反はん芻すうした。

（そうだ）

（思いだした）

　ジゼルのことで二人はよく言い合いをしていた。外にでかけることで？　そう。なつめは反対していた。でも、なんで反対していたんだっけ？　危険だから？　それもあった。でも、もっと別に、他に反対する理由があったような、なかったような……

「俺は連れていく。これだけは譲ゆずれない。なつめも解っているはずだ」

　きっぱり、アスラは断定した。なんだろう、この決心したような口ぶりは。

　外に出かけることを肯こう定ていする理由？

　なつめと反目する原因、外に行くこと。理由、なんだろう、それは。思い出せない。昔の自分は知っていた気がする。いや、確かに知っていた。そして、それは、この記憶喪そう失しつと深い関わりがある。

（…………）

「で、どこに連れていってくれるって？」

「来るか？」

　ジゼルは頷うなずいた。なつめと喧嘩している相手と一いつ緒しよにいたくない。でも、解った。原因は、外に行くこと自体ではない。

　なつめはジゼルに記憶を取り戻もどしてほしくないんだ。

　だから、なつめはアスラと喧嘩した。連れていくと言い切るアスラに、反対した。アスラといると記憶が蘇よみがえるから。蘇る要素をアスラが持っているから。きっかけを無意識にしろ故意にしろ、作ってくれる。今がいい例だ、一週間なに一つ思い出せなかったのに、アスラと話す内に記憶が蘇った。そして、この男は記憶を取り戻すことに賛成している。

　ジゼルは思いだしたい。

　なぜ、生体機械なのか。どうして自分を説明する時に、反射的に【生体機械】であると言ってしまうのか。

　生体機械。医い療りよう用人工細さい胞ぼう組織。身体の一部、もしくは大部分を失った生体のために、元の生体と寸すん分ぶん違わず製造される、生きつ粋すいの人工細胞の集団。クローンのように生体の細胞から分ぶん裂れつ培ばい養ようしたものではなくて、原子一つから人間が組み立てた、人工有機物。

　デイニは言っていた。猫ねこにも生体機械を適用するのは珍しいと。なつめがジゼルを愛してくれているから。それは説明がつく。Ｅ・Ｒ・Ｆの娘むすめなら、簡単にできることだろう。本社には理研もある。

　じゃあ、どうしてそんなことになったの。この身が生体機械を使用しなければならない状じよう況きように陥おちいった原因は、なに？　生まれつきの奇形だった？　それとも事故で負傷した？

　問題は、どうしてそのことをジゼルが覚えていないか。そして、どこが生体機械なのか、全然判らないこと。エルシの医療技術は銀河でもトップクラスだもの、後者はしかたがない。でも、自分を【生体機械】と説明してしまうからには、以前の自分は確かに知っていたのだ、原因を。

　それさえも、なつめは隠かくしている。記憶喪失として消してしまった。それを一番に隠したいのかもしれない。

　ジゼルは知りたい。思いだしたい。

　どうしてジゼルの記憶を消したの、なつめ。お願い、噓うそをつかないで。ジゼルを裏切らないで。

　アスラと一いつ緒しよに行く。記憶はその方が蘇る。

「それで、面白いものって？」

「トラック諸しよ島とうの惑わく星せいフェルドワント・コルソさ」

　にやにや、楽しげにアスラは言う。ジゼルは息を吞のんだ。惑星コルソだって？　トラック諸島はＵブロックにある、恒こう星せいイセの小惑星群のことだ。七つあった惑星の六つまでが崩ほう壊かいして、たった一つ残存しているのがコルソだった。原因は戦争。例のコンピューター大暴走時代の傷きず跡あとだ。惑星なんて、核を破は壊かいすれば一発で崩壊する。あっけないものだ。当時はそうやって戦争をしていた。距きよ離りが意味をなさないから、基地を破壊する、それでおしまい。今はそんなことはしない。いや、できる技術が廃すたれたというか、星々を席巻する戦争なんかできる状態じゃあないというか。

　ともかく、フェルドワント・コルソは立入禁止区域のはずだ。ジゼルだって知っている。そこへ行くだってえ？　この酔すい狂きようがっ。

「アスラ、あそこは立入禁止だよ」

「一般人はな。幸か不幸か、俺は一般人じゃないんだよなあ。面白いものが見れるぞ、フェルドワント・コルソの封ふう鎖さ原因をジゼルは知らないだろ？」

　素直に頷うなずくジゼル。そんな、銀河の星一つ一つの事こと柄がらを覚えていられるものかい。この夏離宮は世せ俗ぞくとは切り離されたところだし、暇ひま潰つぶしで見るテレビニュースの知識しかないというのに。そりゃあ、学習すればいくらだって知識は得られるけどさ。

「今回は俺がずっと一緒だから心配するなって。危険はなにもない、俺といれば」

　随ずい分ぶん大口を叩たたくじゃない、アスラ。この自信をへし曲げる方法はないかなと考えたけれど、それは自分の身の危険につながることなので、やめておいた。もう危険はこりごりだよ。

「大丈夫、ジゼルは俺が守る」

（……あれ？）

（今のせりふ、どこかで聞いたような）

　…………？

「さ、行こう」

　そう言って、アスラはジゼルを抱だき上げた。えっ!?　ちょっと待てっ。

「い、行くって、こんな夜中に!?」

「善は急げだな。ほら、なつめに見つかる前に行くぞ」

「そ、そんな！　どこが善なんだ、そんな、なつめを裏切るようにして行くなんて」

「前もそうだったろう、なつめにはちゃんと言うよ、出発してから。すぐにφフアイベクトルが来る、支し度たくはいいな。そうだ、ちょっと用があるから先にカヌーア星に寄るぞ」

「えーんっ。なつめーっ」

　まるで誘ゆう拐かいでもされるかのように、ジゼルはアスラに担かつがれて部屋を出た。オペレーションセンターの明りが窓の向こうに見える。あーん、ごめんなさい、なつめ。裏切らないでって頼んでいる側からこっちがこんな真ま似ねして。えーん、なつめに嫌きらわれちゃうよう。アスラのばかーっ。

　ジゼルの一日は、やっぱり悲ひ痛つうの叫さけびで終わりを迎むかえるのであった。ひーんっ。
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「ほら、あれがカヌーアだ」

　そう言ってアスラが指し示す眼下の星は、青の惑わく星せいというよりも緑に染そまった球体だった。φフアイベクトル空間から磁じ気き圏けん外に出現したばかりで、走行姿勢に入る宇宙機。これから二時間半かけて着陸する。エルシの技術なら、そのまま宇う宙ちゆう港こうの着陸ポイントに空間移動できるのだけれど、安全面、αアルフア軸じく走行を使用する宇う宙ちゆう機きとの折り合い、独立国家としての尊重と保ほ護ご、その他諸々の関係で、こうやって減速空間と称して足止めを食らう。距きよ離り間が失せた代りに、時間で領りよう土どを保とうというのだから、ご苦労なことである。

「変な色の星」

　憮然として、ジゼルは応こたえた。

「しかたあるまい、カヌーアの異常植物繁はん殖しよくは有名だからな。テラフォーミングの第一段階で失敗したって話だが、沙さ漠ばくを創つくるよりはましだったさ。行き場に困ったＨ２Ｏは地下に流れ込んで、巨きよ大だいな海を形成している。ここもなかなか面おも白しろいぞ」

「カヌーアって、連れん邦ぽう圏けんとグループ圏の折せつ衝しようの星でしょう。緊きん急きゆうの用って、連邦相手の騒ぎだったの？」

「過去形にするなって。騒ぎは続行中、まあ、こっちが有利な立場だからな。どうってことはない。危険もない、向こうが泣きついてきたんだ」

「なにかあったの？」

　連邦がグループに泣きついてくる？　半信半疑でジゼルは尋ねた。そりゃあエルシは連邦の一員だけれども、連邦当局が目の敵かたきにするので仲が悪いんだ。よっぽどのことがなければ、Ｅ・Ｒ・Ｆに頼るなんてことは起きない。

「まあな。いろいろ」

　アスラは曖あい昧まいに答えた。この男が言葉を濁にごすなんてめったにないことだ。少し、不満。そして、不安。探り出すように質問を変えて聞いてみる。

「おとーさんは出てこないの？　おかーさんも？」

「この件は俺に任されてるんだ。昔から」

「…………？」

　ジゼルは首をひねった。昔から？　なんなんだ、それ。連邦相手に一人で気張れるほどアスラは偉えらくなったのか。もう、猫ねこ相手の悪がきじゃあなくなったというわけか。なつめがどんどん取り残されていくようで、ジゼルはたまらなく不安を感じた。Ｅ・Ｒ・Ｆの娘としての義務と権利をなつめは放ほう棄きしている。このままじゃあ、Ｅ・Ｒ・Ｆにとって、完全に不必要な人間になってしまう。お願い、なつめを忘れないでね、アスラ。

（かといって、妹に恋れん愛あい感情なんか持たないでよ、この不ふ埒らち者もの）

　なんのかんのといっている内に、条例で定められた時間は過ぎ、専用機シュレディン号はカヌーアの第百十四宇宙港に無事着陸した。ナンバーネームとは味気ないけれど、聞いたところによると、最初の五つくらいまではちゃんと個別の名称があったそうである。でも、次から次へと宇宙港が植物に吞のみ込こまれてしまうので、面めん倒どうくさくて番号で呼ぶようになったそうだ。大体五十年に一個の割合で整地するそうだが、今降り立った百十四宇宙港はまだ新しい。クリーム色の壁かべや床ゆかがまだぴかぴかしていて、とてもきれいだった。機器も新品ぞろいで、まるでエルシのようにハイテクを駆く使しした宇宙の玄げん関かん口ぐち。さすが、連邦との折せつ衝しよう地ち。本来ならば見捨てられる『失敗の惑わく星せい』が、どこよりも文化水準の高い星となっている。失敗だからこそ、折衝地として成り立つのかな。位置的なもの以上に。

「とりあえず、俺は折衝会議に顔を出してくる、お前も行くか？」

「いいよ、難しいことは解らないもの。そこら辺を散歩してくるよ」

「それはだめだ」

　びくっとなるほどアスラが断定的に言った。そして、そのまま宇宙港と回かい廊ろうでつながれているシティを凝ぎよう視しする。その表情は、ジゼルが見知っている道どう楽らく息子むすこのものではなかった。思わずたじろぐジゼルに、
















「お前は俺の指示したところにいろ。不用心に外に出るな。いいか、この星は普ふ通つうの星とは違うんだ。さまざまな機関やミレでは対応しきれない事象を、公然の秘密として処理する役割を果たしている。折衝とは名ばかり、対立しているはずの連邦政府とグループが協同している、一つの機関なんだ。もめごとは起こせない。いいな」

　有う無むを言わせぬ強い口調。ジゼルは黙だまって頷うなずくしかなかった。まるでジゼルがもめごとの原因であるかの言いように、腹がたたないわけでもなかったが。

　ジゼルたちは回廊の流れに乗って、シティへと赴おもむいた。この街の構こう造ぞうはなかなか面白い。宇宙港が新しくなるたびに遷せん都とするわけにもいかないので、宇宙港の方がシティにあわせて放射状にぐるぐる整地される。それが満まん杯ぱいになったらいよいよ遷都というわけだ。カヌーアにシティはここしかない。他の場所にもう一つ都市を建設するのは、植物侵しん入にゆうを防ぐための維い持じ費が高くつくだけで、あえてする必要もないのが現実だ。人口は少ないし、ここの豊かな生活を捨てて冒険する気に、誰だれもならない。厄やつ介かいな植物らしい。おもしろそうだなー、探たん検けんしてみたいなー。

　宇宙機から見たカヌーアシティは、緑の絨じゆう毯たんの中に咲さいた白い花のようだった。滑なめらかな曲線を持ったドームが、外がい壁へきに蔦つた葛かずらを這はわせながらも懸けん命めいにそこにあった。いざ、中へ来てみると、意外にもそれはドームではなく、一つの建物だった。カヌーアシティは、このドームの形をした建物一つで成り立っていたのだ。無む駄だのない、効率的な都市である。この中に住んでいるのは、無論、連れん邦ぽうやグループ関係者の他に一般人もいる。彼らはこの星の植物を改造して、人間に適した大気組成を維持できなくなりかけている惑わく星せいに植林する、ということをやっている。結局、連邦の下した請うけであるが、需要が多いわけでもなさそうだ。テラフォーミングの第二段階がしっかりしていれば、空気が足りなくなるなんてこと、起きないもの。

　それにしても、なんだか周囲の人々の視線が全部こっちに集まっているような気がするぞ。なんだろう。ちょっと怖こわいなあ。ボーヴォール惑星の時みたいに猫ねこなんか見たこともないなんて言わないでよ。それとも、もしかしてジゼルが生体機械であると判るのかしら。いや、そんなはずは──

　いろいろ考えている内に、後から本社のセネガラさんが追いついて、アスラになにかを渡して喋しやべりだした。あっ、そうか。見ていたのはジゼルじゃあなくて、アスラの方だったのか。どこかしら見たことがあるような顔なんだけれど、誰なんだろう。そんな好奇心だったのだ。これだけの大物が一人で猫連れて闊かつ歩ぽしているなんて、誰も考えないものね。そう判断したあと、ジゼル、照れる。まったく、これじゃあアスラの自信過か剰じようがうつっちゃったみたいじゃあないか。いけない、いけない。世の中が自分を中心に動いているように考えるなんて。もっと気楽に考えよーっと。ちょっと神経が過か敏びんになっているんだ。

　それから、どこから湧わいたのか、知ってる人も知らない人もあわせて五、六人がアスラに寄ってきて、早口に話しかけてきた。ジゼルにはちんぷんかんぷんの内容だったけれど、ハイブリッドがどうの、人権擁よう護ごが云うん々ぬん、燐りん酸さんがなんたら、という言葉が耳に入ってくる。聞いているアスラ、どうやったらこの支し離り滅めつ裂れつな単語をつなぎあわせることができるのだろう。そう妙なところでジゼルは感心してしまった。いったい、なんの会議なんだ？

　そのままアスラはシティの上へ上へと昇のぼり、最上階へと出た。どうやらここに会議室があるらしい。

　広大な【街中】を動く道に乗って、ある区域へと入る。ゲートをくぐって扉とびらを開くと、そこはいわゆる協同機関の建物の中だった。建物の中に建物がある。不思議な感覚。巨きよ大だいなドームなんだな。どのくらいあるんだろう。それをアスラに尋ねると、

「そうだな、延のべ面積がネオトキオシティの十分の一弱、ってところかな」

などという。ネオトキオシティは平べったく、世界でも一、二を争う面積の都市なのに。二十階程度の建物の中に、本当に都市がまるごと入ってるんだ。これはたまげた。

　扉の中は、外の喧けん噪そうとはうってかわって、水をうったように静まり返っていた。細く長い廊ろう下かを抜ぬけ、ロビーのようなところへ出ると、人間が大勢、くるくると行ったりきたりしている。なんとなくほっとしてしまう。夏離宮の続きじゃあるまいし、人間がいっぱいいるところは騒がしい方がいい。

　……でも、なんか騒がし過ぎない？　上を下にの大だい混こん乱らんをきたしているような雰ふん囲い気きなんだけれど。大だい丈じよう夫ぶかなあ。

　アスラを仰あおぐと、彼はすでに話す相手を見つけて、手で合図していた。すぐに、スーツ姿の似合う、壮そう年ねん男性が寄ってくる。

「アスラさん、待っていましたよ。さ、こちらへ早く」

　胸のネームプレートを見ると、連れん邦ぽう政府の職員だった。うひゃあ、本当に手を組んでいるんだ。ジゼルの、連邦とＥ・Ｒ・Ｆは犬けん猿えんの仲だ、という観念は、テレビで植え付けられただけのものだったのかしら。むむむ。

　二人と五人はそのまま奥の通路へと進んでいく。こざっぱりした空間だ。機能的でかつ落ちついている。いくつも扉とびらが並ぶ横を通って、彼らは一番奥の、一ひと際きわ大きな扉の前まで来た。

「ジゼルは隣となりの部屋にいな。誰もこない、会議用の休きゆう憩けい室しつだから。なあに、すぐ終わる。テレビでも見て待っててくれ」

「ここまで来て、テレビなんか見たくないやい」

　それよりも眠ねむいよ。と言うと、そりゃそうだな、とアスラは大笑いした。連邦の人がばか笑いに戸と惑まどいと一いち抹まつの不安を感じた表情をつくっていたけれど、そんなこと、ジゼルには関係ない。

　かくして、ジゼルは休憩室に閉じこめられ、三時間前に中断された安あん眠みんの世界へと入った。ちぇっ、クッションが軟やわらかすぎるや。




　夢を見た。

　走っている夢。

　ジゼル自身が走っているわけではない。目線が普ふ段だんより高い。抱かかえられている。なつめだ。なつめ以外いない。他には誰もいない。ジゼルを守ってくれるただ一人のヒト。

　走る。長い廊ろう下かを。マーブルの床ゆか。無数の扉の並ぶ壁かべ。高い、高い天てん井じよう。追いかけられている。無数の手に。

（助けて！　助けて！）

　のっぺりした壁がのしかかってくる。扉は幼よう稚ちな絵だった。壁に描かれた、幾き何か学がく線せん。後方はどんどんつぼんで点の中に凝ぎよう縮しゆくされていく。空間は、なつめの動きを止めようと、追いすがるように生えてきた手に埋うめられる。床から、壁から、天井から、手が伸びる。

（なぜ追いかけるの、どうして捕まえようとするの）

　手はなつめに触れることができない。だが、彼女が振ふり返るたび、一歩前進するたび、確実にその数を増ふやしていった。前にしか進めない。まるで袋ふくろに追い込まれる鼠ねずみのよう。

　前方に扉が現れる。廊下は遮しや断だんされた。

　だんだん！

「助けて！　ここを開けて！」

　なつめが扉を叩たたく。しかし、扉はうんともすんとも言わない。

　だんだん！

「開けて！　中に入れて！」

　手が周まわりを囲む。生白い手が肩かたに伸びる。腕うでに伸びる。足元を這はいずりまわる。段々空間は狭せまくなる。手で密みつ閉ぺいされていく。

「お願い、この子を助けて！」

　なつめはノブをガチャガチャ回した。だが、やはり扉は応こたえてくれなかった。

「お願い、ここを開けて……」

　なつめの声が小さくなる。ジゼルはぼんやりノブを見つめていた。彼女の白い手は既すでにノブから離れ、自分自身を包んでいる。なのに、どうしていつまでも、ガチャガチャ音をたてているのだろう。

「お願いよ、アスラ……」

　アスラ？

　それは、誰？




　キィ、という微かすかな音で目が覚めた。

（…………？）

　変な夢。なんかどこかで見たような夢だった。前に見た夢の続き？

　今の音は扉が開くような音だったな、そう思いつき、ソファから身を乗り出すと、案あんの定じよう、部屋の扉が半開きになっている。そうか、あのガチャガチャいう音は、現実にノブを回していた音だったんだ。なるほど。

　会議が終わってアスラが迎むかえにきたのかしら。中に入ってこないのはなぜだろう。そう怪け訝げんに思い、ソファから飛び降りて扉の外を覗のぞく。それにしても、このドア、オートシステムじゃないんだな。へんなの。

　そっと辺あたりを見回す。左ひだり隣どなりの会議室の扉は閉じたまま。じゃあなんだったんだ、とＬ字廊ろう下かの右手を見る。

　隣の部屋の前に人がいる。こちらに背を向け片かた膝ひざついて、扉のところでなにかやっていた。どうもノブの辺りを触っているみたいだけど、細かいところまではここからは見えない。他には誰もいなかった。

　なにやってんだろう？　見るからに怪あやしい。格かつ好こうも、ここの雰ふん囲い気きにまったくそぐわない。あの人がここのドアも開けたのかしらん。泥どろ棒ぼうかも。

　ジゼルがしばらく見守っていると、廊下の向こうの方から女性が一人、歩いてきた。さっきの連邦の人と同じ名札を付けている。連邦職員さんだ。怪しい奴やつは熱中していて、人間が近づいているのに気づかない。彼女は足早に寄ってきて、そして歩みを止めた。

「あなた、そこでなにをしているのかしら」

　廊下によく響ひびく声で、鋭く質問する。ようやく気づいた怪しい人、ここからでもあたふたしているのが手に取るように分かった。なんだあ、スパイか？　でも、あんな間ま抜ぬけなスパイがいるはずはないし。

「いや、その」

「連邦の職員ではないわね。Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーションの人？　失礼ですが、身分証明書を」

　手を差し出され、返事に窮きゆうした相手、やにわに彼女を突つき飛とばし、走りだした。床ゆかに倒たおれ込んだ女性は、すぐさま体勢を整え、壁にはめられた内部通信システムに飛びつく。

「警けい備び部ぶ、不法侵しん入にゆう者しやを中央会議室の付近で見つけたわ。第八ゲートに向かって逃走中。え？　登録外信号が表示されていない？　ばかね、機械に頼ってばかりいるんじゃないわよ！」

　これだからエルシの人間は……という彼女の呟つぶやきが聞こえた。

　ジゼルは侵入者が走り出すと同時に、ドアの影から飛び出してその後を追っていた。

　ちらりとしか見えなかったけれど、あれはデイニだ。

　金色の髪かみ、碧色の双そう眸ぼう。間ま違ちがいない。ボーヴォール惑わく星せい王国で、共に探たん検けんをした彼女だ。なぜ彼女がここにいるのか、ちっとも疑問に思わなかった。彼女なら、あの剛ごう毅きなデイニなら、目的のために連邦中ちゆう枢すうでもどこでも飛び込んでいくだろう。そんな確信があった。

　ここは連邦では対処しきれない問題の処理機関だ。彼女の捜さがしている恋こい人びとは、ここが乗り出してくるほどの事件に巻き込まれた。そうデイニは判断したのだ。ジゼルも、あれがちゃちなマッドサイエンティストの遊びだけで済すむ事件でないと睨にらんでいた。もっと、大きな裏がある。そう直感したんだ。そして、彼女は実行に移した。それを、偶ぐう然ぜんにもジゼルが目もく撃げきしてしまったのだ。それが現在。

　この偶然を放っておくなんて、ジゼルにはできなーいっ。

「デイニ！　デイニ、待って！」

　おそろしくすばしっこく、デイニは廊ろう下かを駆かけ抜ぬけていく。その内、警けい備びの人が来るだろう。デイニが幸運だったのは、ここが完全なオート警備システムを使用していなかったことだ。でなかったらものの十秒で隔かく壁へきで封じ込められている。でも、忍しのび込こむならもっと巧うまくやれってんだ。あんな堂々と鍵かぎを開けようとするなんて。ボーヴォールではもっと手て際ぎわよかったぞ。

　逃げ回る内に、周まわりがざわざわしてきた。やばい、ゲートを抜けて街に出る前に、このままじゃあ捕まっちゃう。アスラの顔を頼るしかないな、こりゃ。

　必死になってデイニに追いつこうとして、ダッシュをかけた途と端たん、なにを思ったか彼女、急に横手に飛んだ。慌あわててジゼルも飛び込むけれど、いくらドアが開いてたからって、こんな小部屋に隠かくれても袋ふくろの鼠ねずみじゃないか！

　あまりに急で、焦あせって飛び込んだので、ジゼルはデイニに突つっ込んでしまった。

「うわあっ？」

　そのまま一いつ緒しよに倒れ込む。あれ、今の声──？

　むわっ、と緑の匂においが鼻をついた。

「な、なんだ？　どうしてこんなところにねこが……」

　男の声。仰ぎよう天てんして顔を上げる。

　確かに、その容よう貌ぼうはデイニによく似にていた。だが、どう見ても、どう考えても、間違いようもなく、これは男じゃないかーっ。

　混こん乱らんする頭を一いつ生しよう懸けん命めい整理する。いや、本当にそっくり。でもデイニは女だった。あ、もしかして、兄弟か？　そうだ、アスラと同い年の兄がいるって、話していたっけ。でも、でも、ショックーっ、ジゼル、目が悪くなっちゃったよーっ。えーん。それとも人間との感覚がズレてきたのかしら。どっちにしろ、ショックーっ。

　いや、今はそんなことを悲観している場合ではない。本当にデイニのお兄さんなら助けなくちゃ。そう決心すると、ジゼル、キョロキョロしている青年に向かって、声をかける。

「あなた、デイニのお兄さん？」

「うわっ!?　ねこが喋しやべった!?　え？　デイニだって？　確かに、デイニは俺の妹だが──あ、もしかして、君、ジゼルか!?」

　ジゼルは何回も頷うなずいた。よかった、すんなり受け入れてもらえたぞ。彼はひどく感かん嘆たんした様子で、嬉うれしそうに、

「ああ、妹から話は聞いてるよ。世話になったようで、と言うのも変だなあ。いやあ、奇き遇ぐうだな、こんなところで会えるなんて。君、サイバマシンかい？」

「そんなこと言ってる場合じゃないよ、追われてんだよ、あなた。デイニとは友達だからあなたを助けたいんだ。えっと」

「カイ。それは大丈夫、さっきは動転して逃げちまったが、俺は証明書を持ってたんだな。部屋に忍しのび込こもうとした理由は説明できないけどさ。安心してくれ」

　にやっと笑うカイ。ジゼル、ほっとして気き抜ぬけするとともに、なんか嫌いやな予感がした。証明書を持ってることを忘れるなんて、この人って、もしかして、とんでもない間ま抜ぬけなんじゃない？　当人にそんなこと聞けないけど、やっぱり。

　ばたばたと人が走ってくる音。人間が来る。融ゆう通ずうのきかない警けい備びマシンじゃなくてよかった、とジゼルはひとごとながら安あん堵どした。

「そこに誰かいるな」

　ドアを開けて仁王だちになる警備員。三人連れだ。カイの顔がわずかに引きつったのを見逃さなかった。

「そこでなにをしている!?　身分証明書を提てい示じしなさい」

　緊きん張ちようして声の出ないまま頷いたカイ、胸の奥からカードを取り出す。警備員は頭を突つき合わせて、照合プレートのスリットに通して確かめた。騒がないところを見ると、どうやら正規のものだったみたい。でも、警備員はしかめた顔を崩くずさないで、疑わしくじろりと睨にらむと、

「こんなところに、なぜ？」

「い、いや、変わった植物だなあと思って、つい」

「好奇心旺おう盛せいは結構ですが、ここは閉へい鎖さされるのですぐに出るように。それと、今、挙動不審者が逃走中なので、間違われないよう注意してください」

　そう言うと、彼らは次の場所へと向かった。どっと疲つかれが出る。

「ひゃあ、ばれるかと思った」

「なんか高たか飛び車しやな奴やつだったな。ちっ、教育がなってねーぜ」

　今までの緊張した面おももちとは打って変わって、態度がでかくなるカイ。ジゼルはそれを見て吹ふき出した。こんな奥の手があったなら、心配無用だったな。

　それにしても、この部屋はなんだろう。人間の背丈ほどもある、ひょろひょろっとした植物が、鉢はち植うえになって何十個もひしめき合って並んでいる。細い茎くきには似つかわしくない巨きよ大だいな葉をつけて、ジゼルの知っている植物で例たとえるなら、ひまわりのような感じだ。これがカヌーア星の植物なのかしら。間近で見るのは初めてだった。
















「ねえ、カイ。デイニはどうしたの？　まだ、恋人を捜さがしている？」

「いや、今は大学の特別講義期間で出てこれないんだ。だから、俺が代りに来た。巧うまくいくわけないとは思ってたけど、案の定、このざまだ。俺はデイニと違って器用じゃないからなあ。しょっぱなからこれじゃ、参ったなあ……」

　そう言って、カイは頭を搔かく。なんか、デイニの話で聞いたイメージと違うぞ。こんな間抜けにあのデイニがコンプレックスを持っているなんて、信じられない。

「でも、デイニの恋人は俺の親友でもあるんだ。高校時代からの親友でさ、あいつが家に来た時、デイニに捕まっちまったって経緯いきさつなんだ。あいつらがつき合ってたなんて、とんと知らなかったんだけどさあ。だから、俺も一いつ緒しよに捜そう索さくしなきゃな。君はどこまで話を聞いたんだい？」

「あ、多分、おおよそのことは。謎なぞのサークルに入ってて、今回の失しつ踪そうはそれが関係しているんじゃないかって。あの変へん態たい科学者もそのサークルに入ってたみたいだし……なんか、やばい研究に関わってるんじゃないかってことぐらいかな」

　一週間前のあの不快なできごとを、できるだけ客観的に考えようと努力しながら、ジゼルは途切れ途切れに答えた。カイは頷うなずくと、

「じゃあ、粗あら方かた知ってるわけだ。ここまで関わりを持たせてしまったからにゃあ、その後の経過を知らせないわけにはいかんな。実は、俺たちはその後の調査で、ここに例のサークルの動きを調査したデータがあることを突つき止とめたんだ。ここがどんな機関か知ってるか。やばいぜ、これは。こんなところに目をつけられちゃあ。なにやってんだ、あいつ」

　憮ぶ然ぜんとしてカイは言う。それは確かにまずい。こんな機関に目をつけられるということは、とんでもないことをしてるんじゃないか。

　事実、あの人工脳の培ばい養ようでさえ、たいそうな問題なのに。

「ところで、君、どうしてここに……」

　カイが言い終わらない内に、ピシャン、という音が背後でした。なにごとかと振ふり返ると、それは入り口のシャッターが閉まる音だったのだ。突とつ然ぜんの封ふう鎖さに驚きよう愕がくする。なんでこんなところだけオートシステムなんだ!?

「あっ、やべえっ！」

　慌あわててカイが駆かけ寄って叩たたいてみても、もう遅い。さっきの警備員が言っていた、ここは封鎖すると。

「うわわっ、どうなってるんだ!?　閉じこめられた！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、どこかに内部通信システムがあるから」

　とは言ったものの、ジゼルの視野で認める限り、それらしきものは見当たらない。まあ、どうせアスラが捜さがしにくるだろう。そういえば、言いつけを守るの忘れてた。うひゃ、またいじめられるな、これは。

　なーんて高をくくっていたら、ガクンと部屋が横に揺ゆれた。地震!?　かと思いきや、なにやら身体からだが重くなる。なんだ、これ。

「な、なんだ、重力がかかるぞ」

　カイも感じているらしくて、部屋の高いところにある窓を覗のぞく。

「げっ、飛んでる!?」

「えっ!?」

　仰ぎよう天てんしてジゼルもカイに飛び乗って外を見ると、確かに、窓の向こうでは景色が流れ、シティの白い建物、宇宙港の平面、緑の森林がズームアウトしていく。

　飛んでいる。しかも、宇宙に向かって。

「な、なんで!?　これ、部屋じゃあなかったの！」

「シティに取り付いてた小型機だったのか。ああっ、またドジってしまったーっ」

　宇宙港での審査を省はぶいて飛んでいくところを見ると、連れん邦ぽうの所有機だろう。部屋の入り口かと思っていた場所は、実は小型機用の連結開口部だったのだ。そういえば、Ｅ・Ｒ・Ｆの本社にも同じようなハッチが幾いくつもあったっけ。そんなことが頭をよぎる。

　現実を認めたジゼル、頭がくらくらした。

（冗じよう談だんじゃない！）

　どうしてなのっ、どうして、また、こんな、どことも知れぬ場所へ連れていかれる羽目に陥おちいるなんて！　どういう星の巡めぐり合わせなんだっ、あーんっ、どうしてジゼルだけがこんな目に二回も。またアスラにばかにされるーっ、なつめに怒おこられるーっ。

　あああ、どうか無事に帰れますように。もめごとになんか巻き込まれませんように。すぐにアスラが迎むかえに来てくれますように。

　そう祈いのりながら、ジゼルは隣となりで悄しよう然ぜんとしているカイを思いっきり睨にらみつけた。どうしてくれるんだ、この始末！

　カイは情けなさそうな面おももちでいたが、現実は現実として受けとめたようだった。

「ええい、こうなったら後は野となれ山となれ、だ。ま、落ちつこう、ジゼル」

　なんて無責任なことを言っている。

　ああ、今回は全然頼りになりそうにない奴やつが相あい棒ぼうなのか。ジゼルは気が重くて潰つぶれそうだった。
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　着陸はとてもスムーズにいった。外部からしかけられたφフアイベクトル移動を抜ぬけて、すぐ様、突とつ然ぜんに接地したのだ。これにはジゼルもカイも啞あ然ぜんとしてしまった。条例で定められた減速空間がない？　どういうこと？　移動先の座標が星の表面にとれるということは、ここは人間の住む星じゃあないかしら。

　音もなくシャッターが開いた。不意のことだったので隠かくれる暇ひまもなく、二人で身を堅かたくする。外の目ま映ばゆい光が差し込んだ。逆光の中、一つの人の陰かげが浮かび上がる。

「あら、変わったお客さんが乗り込んでいるわ。お久しぶりね、カイニス・オーセン」

「その声は、シェーン!?」

　驚きと感かん嘆たんをはらんだ声をカイは上げる。どうやら知り合いみたいだった。

　タラップから部屋に入ってきたのは、黒い肌はだに大きく澄んだ目と白い歯のコントラストが印象的な女性だった。年は二十代後半ってところかな。軽快なスーツで身を固めている。理知的な顔立ちと人当たりのよさそうな雰ふん囲い気きが、ジゼルをほっとさせた。とりあえず、有う無むを言わさずに云うん々ぬん、という第一の危機は免まぬがれたようだ。

「シェーン、シェーン、どうしてここに!?」

「それは私のせりふよ、カイ。もしかして、挙動不審な侵しん入にゆう者しやってあなたのことだったの？　まったくあなたらしいわ。しかも、隠れたはいいけど、不運にもこんなところに連れてこられるなんてね、これは傑けつ作さくだわ！」

　そう言うと、シェーンと呼ばれた女性、けらけらと笑いまくる。カイは少々照れた様子で、頭に手をやっていた。

「しかたないわね、情報を流したのは私なんだし。いいわ、いいように取り計らってあげる」

「本当かい、シェーン。助かるよ」

　気にしないで、とシェーンは手をひらひらさせ、いったん外に出ていった。おそらく仲間のところに話をしにいったのだろう。ジゼルはカイを見上げると、

「カイ、今の人、誰だれ？」

「え？　あ、ああ、彼女はエルドガ・シェーン。大学時代の先せん輩ぱいで、今は連れん邦ぽうの特殊倫りん理り委員会に勤めているんだ。実は今回の情報を提供してくれたのは彼女なのさ。それにしてもなんてラッキーなんだ。俺たち、ついているぞ」

　喜々としてカイは答える。確かに、これはついてるぞ、すぐに強力な味方を得るなんて。うん、これでトラブルに巻き込まれないでちゃんと帰れる。よかった、よかった。本当によかった。

「ところで、ここはどこなんだ。外に出てみようぜ」

　不安が除去されると、俄が然ぜん好奇心が湧わいてきて、二人で外に出てみた。そして、そのまま呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしてしまった。

　この世界は一体。

　ジゼルの視野に入ってきたのは、一面の瓦が礫れきの山々だった。宇宙機が着陸した辺りは、確かに整備され、小さな建物まで建っている。だが、それ以外は一つとして元がなんだったかも判別できない、破は壊かいされ、錆さび付いたガラクタだった。それが大地を埋め尽くし、三百六十度えんえんと広がっている。

　減速空間がなかったのは当たり前だ。ここには保護すべき人間の生活環境はない。ここは、見捨てられた土地だったのだ。

「いったい、この星は……」

　愕がく然ぜんとした言葉がカイの口から洩もれる。崩ほう壊かいした文明の跡地。それこそ、草一本生えていない。ここはゴミ捨て場のなれの果て、なのだろうか。

「カイニス・オーセン？　私がこの先行調査隊のリーダー、柴さい旋せん舟しゆうだ。シェーンから話は聞いたが、事情はどうであれ、ここでは私に従ってもらう。聞いてるか？」

　機首の方からシェーンとともに五人の人間がやってきて、うち一番年とし嵩かさの男がカイに話しかけた。ようやくジゼルたちは呪じゆ縛ばくから解放されて、それでもまだ啞あ然ぜんとしたまま彼らと向き合う。

「お、おいっ、ここはどこなんだ？　この星はどうなつちまった星なんだ!?」

「ここはフェルドワント・コルソだよ、知っているだろう、トラック諸島の」

「フェルドワント・コルソだーっ？」

　さらに仰ぎよう天てんした声を上げるカイ。ジゼルもたまげたぞっ。なんという奇遇、フェルドワント・コルソこそ、当初のアスラの目的地じゃあないか。これはどういうことなんだ？　ジゼルがとても幸運なのか、それとも必然なのか。

「フェルドワントは立入禁止区域だぜ、なんでそんな」

「我々は調査委員会の先行隊なんだ。後から本隊がやってくる」

「本隊？」

「Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーションのアスラさんの一行だ。ここの実質的な管理は彼らが行っている。我々の仕事は下見といったところか。一企き業ぎようにここの実態を捏ねつ造ぞうさせないよう、監かん視しの役目も果たす」

　柴旋舟さんは事務的な調子でカイに答えた。なんだ、必然的だったということか。ちょっと安心したりもするジゼル。あまり偶然というものは続いてほしくない。でも、Ｅ・Ｒ・Ｆグループがこんなところまで進出していたなんて知らなかったなあ。『人類文明の末端にまで名が普ふ及きゆうしている』という謳うたい文句は満まん更ざらでもなかったというわけだ。ジゼルは改めて感心してしまった。

「じゃあ、Ｅ・Ｒ・Ｆの人間も……」

「いるわよ、ほら、あそこに立っているブラウンの髪かみの人。アド・シースさん」

　シェーンが指し示す人物を見ると、瘦やせて、ひょろりと背の高い男性が、少し皆さんから離れて佇たたずんでいた。ジゼルには見覚えがない顔だけれど、どうやら向こうは知っているみたい。冷静でなに食わぬ表情でいるけれど、しっかりジゼルを凝ぎよう視ししている。目だけは驚きが隠かくせていない。うむむむ、ジゼルも有名人だったんだ。

　でもよかった、エルシの人がいて。やばくなってもなんとかごまかしてもらえるだろう。ちゃんとアスラのところへ帰してもらえるだろう。

　カイは彼に一いち瞥べつを与えると、興味深げに、

「なんで彼らが関わってくるんだ？　連れん邦ぽうの技術では対処できないところなのかい、この星は」

　それを聞くと、シェーンと柴さんは顔を見合わせ、それから彼女は吹ふき出し、おじさんは露ろ骨こつに呆あきれ顔になった。そこへ、

「おお、なんたることか！　我らがカイニス・オーセンが、こんな初歩的な知識さえその輝かしい金色の頭の中に収まっていないなんて！　おお、神よ、この愚おろかな若者の行く末を見守りたまえ──なんてな」

　な、なんだあ？　えらく芝しば居いがかった口調で、腕うでを振ふり回しながら二人の間から現れた男を、ジゼルは啞あ然ぜんと見つめた。それは、雀すずめの巣が作れそうなもじゃもじゃの金髪と灰色の瞳ひとみを持った、筋肉もりもりの偉い丈じよう夫ふだった。この繊せん細さいな学術調査団にはまったく適していない、どこかのボディビルダーが紛まぎれ込んでいるような感じだ。この人も連邦の職員さん？　そりゃあ見た目で決めつけるのはナンだけれど、納なつ得とくできないぞ、ジゼルは。

「え……ええ？　クリーク・タナ？　先せん輩ぱい!?」

「よう、久しぶりだなあ、カイ。卒業以来だ」

　ジゼルがキョトンと見上げる中で、わははと豪ごう快かいに笑いながら、彼はカイに抱だきついた。どうやらこちらも知り合いらしい。シェーンといい、この筋肉マンといい、どういう偶然なんだ？

「なんだ、君たちは既き知ちの仲なのか」

「はい、隊長。こいつは大学時代の後こう輩はいだったんっすよ。相変わらずまぬけたことをやらかしたなあ、カイ」

「そうか、君たちはデテール大学の人間だったな。オル・シンくんもそうだった。ふむ、このチームの半分はデテールの出というわけか」

　柴隊長の少し嫌いやみっぽい言葉で、ジゼルは納得した。デテール大学を出ていれば最低でも連邦の職員にはなれるんだもの。必然と知り合いが集まるわけだ。でも、それって、なんか怖こわくない？　一種の閉へい鎖さ状態だ、なあなあの世界は公的集団にはよくないと思う。

　まるでたくまれたような必然の重ね合わせに、ジゼルはちょっと興きよう醒ざめした。本当にたくまれているんじゃないかしら。そこら辺でアスラが見ていたりして。うーむ、ありえそうだから怖いなあ。

「く、くるしい。先輩、助けて」

「おっと、すまん、すまん」

　クリーク・タナの筋肉に埋まい没ぼつしていたカイは、ようやく解放されて、ぜいぜいと肩かたで大げさに呼吸していた。

「相変わらずバカ力なことで。でも、どうして先輩がここにいるんです？　確か、サイバネティックス規制委員会に採用されたんじゃあ」

　なんだって!?　ジゼルはぎょっとして筋肉マンを食い入るように見つめた。別に、その人事がひどく意表を突つく、彼にはまったく似につかわしくないものだから、というわけではない。

　サイバネティックス規制委員会。人工知能に対する最高の権限を有する機関。彼らが事こと細こまかに決定した基準に従い、すべての人工知能を備える機械、及び人工知能を必要としない単純精せい密みつ機器でさえも、一律一様に製造される。

【必要以上の知能を持たせない。自我・感情を持たせない。人間とは異質であることを明確にさせる】。これが機械に対する、第一基本規制だ。すべてはあの時代を繰り返さないための、結果。

　コンピューター大暴走時代のための。

　……デイニの言葉が耳について離れない。

（生体機械であると、あまり言わない方がいいわよ）

（ライフ・サイエンス法にもサイバネティックス規制法にも引っかかるから）

　あれは、どういうこと？

「なあーに、俺はまだ下したっ端ぱだけれど、ちゃんと委員会の用で来たのさ。ここはそういうところなんだ」

「？」

「はっはっはーっ、内ない緒しよにしておいてやるよ、ここがどんな星か。さあ、行こうぜ」

「行くって？」

「我々は先行調査隊だ。本隊が来る前に下検分をせねばならん。部外者は立ち入らせたくないんだが、ここに一人置いていくわけにもいかない。同行してもらうよ」

　柴さんがきょとんとしているカイに説明した。みんな、にやにや笑っている。

　いったい、ここはどういう星なんだ？　あのアスラに面おも白しろいと言わせた星だ、なんかある、絶対へんなものがあるに違いない！

　一いち抹まつの不安。心細いなー。アドさんをすがるように見ると、彼はみんなに気づかれないようにウインクしてみせた。

「ところで、カイ、さっきから気になっていたんだけれど、そのねこちゃんはなんなの？　あなたのペット？」

　ようやくジゼルに話の矛ほこ先さきが向けられた。身体からだが嫌いやでも硬こう直ちよくする。無意識にクリーク・タナに視線がいった。カイの説明次し第だいでは、奴やつにとっ捕まるかもしれない。喋しやべる猫ねこ。サイバマシンの可能性。なのに、感情規制されていない。違法。連行。解体。次々と恐おそろしい言葉が連想され、ジゼルは自分が震えているのに気がついた。

　ジゼルは、自分がなにものなのかも知らないのに。サイバマシンであるかどうかも知らないのに。

　間ま延のびしたカイの声。

「こいつはデイニの、妹の友達さ。ジゼルって名前で、クリフォード・ステイシィ捜そう索さくの仲間なんだ」

「あら、こんなねこちゃんが？　頭がいいのねえ」

　近寄ってきたシェーンがジゼルを抱だき上げようとするので、とっさに身を翻ひるがえし、たたと走って上う手まい具合いにアドさんの足元に隠かくれる。彼に素直に抱かかえられると、彼女は、まあ、と不満げに言ったけど、それだけだった。でも、クリーク・タナのどこに焦しよう点てんがあるのか判らない色の瞳ひとみが、常にジゼルを追っているようで、絶対的な味方の腕うでの中にいても落ちつかなかった。

「さあ、皆さん、そろそろ行きましょう」

　それまでひっそりとしていたアド・シースが声をかけた。みんなは頷うなずくと、建物の方へ歩き出す。カイはシェーンと話しながら先に行ってしまった。少し彼らとの間隔が空くと、アドさんは初めてジゼルに向かって口を開いた。

「君はなつめお嬢じようさまのところにいるジゼル君だね。アスラさんと来ることは予定に入っていたけれど。このことはアスラさんは承知している？」

「ううん、手違いでここに来ちゃったの。アスラに連れん絡らくとれる？」

「それは僕がやるから安心して。いいかい、ここでは口を開かない方がいい。普ふ通つうのねことして振ふる舞まってほしいんだ。解るね、サイバネティックス規制委員会に目をつけられては困るだろう」

　ジゼルは頷いた。でも、この人、ジゼルのことをどれくらい知っているのだろう。ふとそのことを思い付き、声をかけてみる。

「あ、あのっ……」

「カイニス・オーセンもまだ気づいてないようだな。彼には注意するんだよ」

　早口に伝えると、アドさんは元の控ひかえ目で目立たない人物に戻もどってしまった。他の人に追いついたせいでジゼルも質問ができなくなったが、カイに注意しろだって？　どうして？　どこを

　……カイはもう知っているんだけれどな、ジゼルが喋れるってこと。どうしてさっき言わなかったんだろう、こいつはサイバマシンだよ、って。面めん倒どうを起こしたくなかったのかしら。

　それから、一行は建物の中からいくつかの荷物を運びだし、車に乗せた。オープンカーは結構大きく、十五人用と表記されている。ジゼルはカイの手に渡された。それが自然だった。全員が乗り込み、アドさんが運転席に座る。すると、なにやら薄うす紫むらさきの光を帯びたシースルーのバリアが車を覆おおった。【隔かく壁へき】だ。詳くわしいことは知らないけれど、薄紫色を帯びているというのは、なんか特殊な奴やつじゃなかったっけ？　なんとか電でん磁じ波はを遮しや断だんするとかしないとか。それとも病びよう原げん菌きんだったか。紫し外がい線せんだったかな。

　反重力システムが作動して、すっと浮上する。

「面白いものが見られるわよ」

　シェーンがアスラと同じことを言った。ジゼルは黙だまり続けて、車が加速するにつれて流れていく、ごみ一色の景色を眺ながめていた。




　車はしばらく単調に走っていた。目的地はまだまだ先らしい。みんなはとりとめがない話をしている。カイはシェーンと、デイニの恋こい人びとについて語っていた。

「あいつは昔からヘンな奴だったのさ。なんというか、コンプレックスを持っていてね」

「どんな？」

「自分が非積極的であることに対してのコンプレックス。自分はなんかやらなくっちゃいけないんだ、って思い込みがあって、いつも義務感を持ってるんだ。ハイスクールの時、学生大会にクラスから出す代表を選んだことがあってさ。そんなもの、面倒くさくって誰もやらなかったんだな。そこへクリスが立候補した。誰もが知っていた、奴はそういうタイプの人間じゃないと。代表者なんてクリスの柄がらじゃないんだ。大人しくって、学者肌はだで、人を引っ張ってく能力があるとはお世せ辞じにも言えないんだよ。当人もそのことをよく自覚していた」

「でも、そのコンプレックスが彼を立ち上がらしたのね。すばらしいことじゃない。やる気を起こすのはいいことだわ。挑ちよう戦せんは進んでするべきよ」

「結果はうちのクラスは散々だった。六月祭の支給金を勝ち取れなかったのさ。俺たちはみーんな赤字だった」

「そんなこと。不満を言うなら、どうして自分が代表にならなかったのよ。文句は言えないわ」

「それだよ、問題は。奴は後からくる『なにもしなかったから』の責任から逃れたいために、立候補したんだ。クリスはそうやって小さい頃ころから生きてきた。融ゆう通ずうのきかない人間なんだ。ちょっとでも安全パイがないといけない、そういう観念で生きている。この考えは奴から聞いたんだ。俺みたいにへらへら生きているのが信じられないってさ」

「それはそうね。あなたは行き当たりばったりの人生ですもの。どちらがいいとは言わないけど、神経質そうな人だわ、クリフォード・ステイシィ」

「俺は、実はデイニもクリスにとってはただの安全パイだったのかもしれない、と疑ってる」

「やめなさいよ、そんな風に考えるの」

「ああ、そうだな……クラスのみんなのためになにかしなくちゃならない、この故郷のためになにか、世界平和のために、社会のために、人類のためになにか、おお、この世の中のために──！　がんじがらめさ、奴は。その考え方は立派だし、正義で、誰もが声を大にしてやれと、するべきだと言うことだ。シェーンも言ったろう。でも、クリスは一番肝かん心じんな、自分のために、ってものを間ま違ちがえているんだ」

　その会話を聞きながら、ジゼルは以前アスラに見せてもらった、世にも末な教育ドラマ、【道徳】を思いだしていた。どこかの閉へい鎖さ的な惑わく星せいで、理想的な子供を育てるために作られたドラマだそうだけれど、あまりに非現実的なので、ばかばかしかった。アスラはけちょんけちょんにけなしていたっけ。

　クリフォード・ステイシィという人は、まるでそのドラマに出演していた『理想的な』人間のように思える。正義感の強い、それでいていい子でいることにコンプレックスを持ったまま大人になった人間。そんなイメージがジゼルの心の中に描かれた。

「いつだってクリスは辛つらそうだった。自分は正しいのになにか理り不ふ尽じんな気がする。疲ひ労ろうと倦けん怠たい。なぜここまでしてやらなくちゃあならないのか。でも、辞めていい理由もない。奴やつが苦しむのは、その理想を貫くのに自分が向いているか向いていないか解っていないからなんだ。俺は、今回の失しつ踪そう、そこら辺に原因があるような気がする」

「どういうこと？」

「妹が見たという、ストーンサークルの教授の研究は、立派な大義名分があったんだ。もしかして、あいつはその大義名分に動かされて──」

「なんだ、なんだ。しばらく会わない内に理り屈くつっぽくなったじゃないか、カイよう。いろいろ詮せん索さくしてるみたいだが、人間のココロなんて、理屈で理解できるほど機械じみてねーよ。特に、男と女の気持ちなんて、犬も食わぬなんとやらだ。部外者のおめえがとやかく理り詰づめで納なつ得とくしても無む駄だだよ、ムダ」

　不意に脇わきから口を出してきたクリーク・タナが、細いカイの肩かたをはたいた。痛いなあ、とぼやきながら、カイが応こたえるには、

「でも、時として、なんとか理屈をつけて納得しないとやりきれない場合がありますよ。男と女の仲はともかく、俺はあいつの数少ない親友でいたつもりなんだ。その親友になんの相談も言葉もなく、いきなり失踪するなんて、こっちが情けないじゃないですか。暇ひまになると人間、いらぬことまで考えるんですよ」

「おうおう、さすが半学生は暇だねえ。でも、あの美人の妹をフる、たわけた野郎ってのは誰なんだ？」

「クリフォード・ステイシィ、大学の院生よ。ほら、例のストーンサークルの一員だったの」

「ははあ、あれか。やっと話がつながったぞ」

「俺には解らないよ、あいつが単に事件に巻き込まれただけなのか、それとも進んで失踪したのか。捜さがして見つかるものか、見つけてからどうなるかも。でも、もし、あいつが自分で見つけた道ならば……」

　カイは言葉半なかばに沈ちん思し黙もつ考こうのていになってしまった。みんなもいたわるように口を閉じる。カイはデイニのためだけでなく、自分のためにもクリスを捜しているんだ。自分が親友として認められていなかったという事実を打ち消すために。

　それにしても、とジゼルは首を傾かしげた。大義名分だって？　なんだろう、それ。ジゼルは覚えていないぞ。少なくともジゼルの聞いていた限りでは、知らない。後から得た情報なのかしら。

（…………）

　あんなマッドサイエンティストに与える大義名分なんかないやいっ。

　あの科学者のことを考えると、無む性しように腹がたってきて、ジゼルはぷいと視線を外に向けた。

　見ると、いつの間にか瓦が礫れきの山は消えていて、黒々とした土の小山がなだらかに、地平線の彼方かなたまで続いているのが目に入った。瓦礫はあそこら辺だけだったのかしら。そう考えていると、車が不意に減速して停止した。

　前方を覗のぞくと、驚いたことに唐とう突とつにゲートがあった。なんの前まえ触ぶれもなく、土の大地に突とつ然ぜん設置されたゲート。置き去りにされたみたいだ。一体、なんの意味があるんだろう。そう訝いぶかっていたら、

「ここから先は隔かく壁へきの中です。皆さん、必要以上に周まわりを刺し激げきしないでください」

　アドさんが説明してくれた。なるほど。見えないだけで、ちゃんとゲートは本来の役割を果たしているのだ。隔壁の入口である扉とびらをよーく見ると、Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーションの社章が入っているじゃないか。本社が手をつけている、ということは、この隔壁の中にあるものはかなりの代物だぞ。

　ゲートが観かん音のん開びらきに開かれる。車はその中に静かに滑すべり込こんだ。かなり大きな隔壁。カイがごくんと喉のどを鳴らすのが聞こえた。

　隔壁の内部が眼前に広がった。

　ところが、大方の期待を裏切って、中は、再びガラクタの世界だった。なんだ、なんだ、拍ひよう子し抜ぬけしたぞ。確かに、今までの黒々とした大地とはうって変わった世界になったが、単にフリダシに戻もどっただけじゃないか。むき身の風景が地平線まで続いていると錯さつ覚かくしたのは、隔壁に反射した鏡像を見ていたせいだったんだ。期待して損そんした。

　カイの方も、隔壁による世界の変化に驚いていたが、結局、前となんら変わるところはない世界だと気づいて、憮ぶ然ぜんとしている。

　でも、これでゲートのどちら側が隔壁でくくられているのか判らなくなったぞ。どっちも差がないのだから。ガラクタをしまいこんでおくのが目的とも思えないし。なにが面おも白しろいところなんだ？　ジゼルの代りにカイがその疑問を口にする。

「なあ、これが面白いものなのか？　このガラクタの山が」

「まだまだ先よ。焦あせらないで」

　くすくすと、シェーンがあやすように応こたえた。

　車は再び単調な景色の中を走った。隔壁はこちらの景色も反射しているだろうから、どこからどこまでが領りよう域いきなのかてんで判らない。どのくらい巨きよ大だいな規き模ぼでくくられているのだろう、これはかなり広大だぞ。車はどんどん先に進むが、それらしき面白いものは一向に見あたらない。まだまだ、地平線の彼方ということか。惑わく星せいの半分も隔壁でくくられていたりして。まさかね。

　退たい屈くつな地平を眺ながめるのは諦あきらめて、今度は青空へと視線を投げかける。

　雲一つない、乾いた青空である。

（あ）

　思わず声を上げるところだった。

　なにかが空を飛んでいる。遥はるか遠くの空に、なんだか黒いものが見える。形も大きさも摑つかめない、ただの点だけれど、なにかある。なんだろう。

　と、にわかに異様な音が耳に飛び込んできた。キーン、と空気を裂さくような鋭い音。黒い点とは別の方向から。これは……？

　首を回し、じっと音の入ってくる方を見み据すえる。そんなジゼルに気づいたか、

「おい、どうしたんだ、ジゼル……」

　カイが言い終わらない内だった。

　頭上高く、恒こう星せいを背にした一点が、突然に輝きを強め、惑星の中でコロナを放出した。

　カッと世界が反転した。

　黒いものは白く、白いものは黒く、そして、彩りは透き通った。無彩色の空間には光子が充じゆう満まんし、ガラクタを、人体を、大地を貫く。
















　一瞬のちに、視界は閃せん光こうで真っ白に塗ぬりつぶされた。質量を持たない光が、物理的な痛みを持って眼球に突つき刺ささる。

　そして、遅れて轟ごう音おん。衝しよう撃げき波は。

　大気の津波に襲おそわれて、あっさりと車は転てん覆ぷくした。乗員はすべて放り出される。もちろん、ジゼルも。パニックも生じない、一瞬のできごと。遠くで甲かん高だかい悲鳴。

　びりびりと大気の振しん動どうが肌はだで感じられ、突とつ風ぷうが身体をもみくちゃにする。視界がきかない。なにも見えない。

　大地に叩たたきつけられる前に、ジゼルは木の葉のように舞まいながら失神した。今の閃光で、多分、レコードは破は壊かいされちゃっただろうなあ、なんて吞のん気きに考えながら。







　ACT.4




　まただ。

　ジゼルには確信があった。これは『夢』だ。また『夢』を見てしまった。

　ジゼルの隠かくされた記憶の内から引きずり出される、過去の『夢』。

　視線を巡めぐらすと、そこは幾いくつもの巨きよ大だいな瓶びんの並ぶ空間だった。ほの暗く、でも、視界はきく程度の明るさを持っている。幾き何か学がく模も様よう。直交座標の格こう子しが、四方八方を取り囲む。まるでφフアイベクトル空間の中にいるようだ。座標の観念で成立した空間。瓶は一列に直立している。

　瓶？

　瓶も座標空間も、現実ではなかった。そういうものだったような気がする、イメージの具現化でしかない。ここのことを、ジゼルははっきりと覚えていない。でも、ここはもっとうるさかったはずだ。音があった。

　どくん。

　どくん。どくん。

　音。そう念じると、不意に音が響ひびきわたり始める。どくん。どくん。これは血脈の音。まるで空間自体が血を通わせ、内部にいるものに聞かせているようだ。

　瓶は聞いていた。ずっと聞いていた。

　なぜ？　なんのために？

　そっと中を覗のぞいてみる。瓶は満々と液えき体たいをたたえていた。そして、眠ねむるように水底にあるのは、脳のう。

　やあ。

　ジゼルは呼びかける。やあ、君はボーヴォール星で会った脳だね。あれからどうしていたんだい。あのマッドサイエンティストと一いつ緒しよに国外退去させられたの？

　脳はぶくぶく泡あわを立てながら笑う。

　なにを言ってるんだね。違ちがうよ、それはこれじゃあない。

　これは、あんたと一緒にいたのに、目覚めなかった脳さ。ほら、他のも見てごらん。

　促うながされるままに、ジゼルは他の瓶も覗き込む。そこには、大小さまざまな脳がジゼルを見返していた。

　これは、あんたと一緒にいたのに、目覚めなかった──の脳さ。

　これは、あんたと一緒にいたのに、目覚めなかった──の脳さ。

　これは、あんたと一緒にいたのに、目覚めなかった──の脳さ。

　これは。

　同じことをどの瓶も繰り返し繰り返し言う。

　小さな瓶が奥の方に、ひっそりと置いてあるのに気づく。あれだ。そっと近寄って中を見る。

　そこに、ジゼルが眠っていた。白い毛並を水になびかせ、瞼まぶたを閉じて眠っている。

　じゃあ、自分はなんなのだろう。ジゼルではないのかしら。

　ジゼルは水の中から答える。

　あんたは一人称でなんか自分を呼べないよ。だって、あんたはあんたじゃないもの。

　あんたはこれと同じ。これと一緒。これは一人称を持てなかった。あんただって持てなかったはずなのに。

　あんたとすべてが同じで、いつでも一緒にいたのに、これは目覚めなかった。

　これは、あんたと一緒なのに、目覚めなかった──だ。

　あんただって本当は目覚めてないんだ。これは目覚めることができないんだ。目覚めてはいけないんだ。

　どうして、瓶の外に居るの？




「…………」

　涙がこぼれていた。夢の中のジゼルはちっとも感情なんか持っていなかったくせに。頭が痛い。寝ながら泣いていたから。

　なにを暗示する夢だったのか。わからない。わかりたくもない。

　ぶるっと身震いした。思考の戦せん慄りつが背筋を走る。

　怖こわい。なんだろう、あの感触。わからない。怖い、こわい！

（なつめ、なつめ！）

　繰り返し繰り返し、ジゼルは呪じゆ文もんのようになつめの名を呼んだ。なつめがいれば怖くない。なつめがいれば不安は消える。自分のことなんか考えなくなる。なつめ、ここに来て。なつめ、ジゼルを抱だきしめて。お願い、なつめ。なつめ、なつめ。

　その祈いのりが、我われ知しらず口から洩もれてしまったらしかった。

「あら、気がついたの」

　突とつ然ぜんに声がかかり、仰ぎよう天てんしてジゼルは飛び上がった。ようやく目が覚めたという事実を認識し、慌あわてて周囲の状じよう況きようを確かめる。

　そこは、全然見知らぬ場所だった。

　どこかの部屋だった。こぢんまりとしているけれど、よく整理された部屋である。基調をピンクと白でまとめて、机つくえと椅い子す、可愛かわいい壁かべ掛かけ、はめ込こみのモニター、ソフトウェアチップの並んだ棚たな、幾いくつかのはめ込みパネル、束たばねられたカーテン。どこからどこまで少女趣しゆ味みで統一された部屋である。ジゼルはふかふかのベッドで寝かされていた。部屋の持ち主は、瀟しよう洒しやな椅子から立ち上がり、ジゼルに近寄ってきた。

「……ここは」

「あたしの部屋よ。よかった、内傷もないみたいだね」

　にっこりと微笑ほほえむ。年はどのくらいだろう。十二、三？　はっとするほどではないけれど、なかなかに可愛い少女だった。白い肌はだに緑色の双そう眸ぼうはいいけれど、髪かみの色まで緑に見えるのはジゼルの色彩感覚がおかしくなったのかしら。それとも、そういう星なのかな。

　星？

　ジゼルは再び仰天して飛び上がった。そうだ、ここはどこだ!?　確か、ジゼルは見捨てられた惑わく星せい、フェルドワント・コルソにいたはずだぞ！　こんな、文明開化の生活があるような場所じゃなかった！

「こっ、ここはどこ!?」

　叫さけんでからはっと息を吞のむ。

　喋しやべってる。ジゼル、人語を喋っちゃってる。まずい、不用意に喋ってしまった。うわわ、機械アレルギーの星だったらどうしよう！

　恐おそる恐る少女の顔を仰あおぐと、彼女はきょとんとした面おももちでいた。別段、おののき恐れたり、薄気味悪がったりはしていない。それはありがたいことだったが、エルシ以外の星の人間として、当然あるべき拒きよ絶ぜつ反応がみじんも見られないとは、こっちが不安になってしまう。声を低くして、なるべく相手を刺し激げきしないように聞いてみる。

「……変に思わないの？」

「なにが？」

「喋れること……」

「？　ちゃんと聞き取れるわよ、変な訛なまりがあるけど通じるし。公用語は大たい抵てい喋れるものじゃない？」

　なんだか話が食い違っている。本当に猫ねこが喋ることに疑問を感じていないんだ。喋るものは喋るんだ、と納なつ得とくしている。サイバマシンがそれほど珍しくないのかしら。それとも、また魔ま物ものだの妖よう精せいだの、その手合いだと信じているんじゃないだろうな。

　一体、ここはどこなんだろう。

「……ここ、どこ？」

「え。ああ、覚えてないんだ。きみはトリカンサスシティの外れで気を失っていたんだよ。偶ぐう然ぜん、通りかかったあたしが拾って。ここはトリカンサスシティにあるあたしの家なの。あたし、エリノア・コンジュゲイト。キミは？」

「ジゼル……トリカンサスシティ……」

　ジゼルは口の中で幾いく度どかその都市名を呟つぶやいた。聞いたことのない都市である。そりゃあジゼルの知らない街なんか、それこそ星の数ほどあるが、フェルドワント・コルソに都市だって？　立入禁止区域に、都市。ありえるはずがない。

　考え込むジゼルに、エリノアは眉まゆを寄せた。

「どうしたの、ジゼル」

「ここ、どこの星？」

　単刀直入に尋ねてみる。どうしても信じられなかった。ここが、あのフェルドワント・コルソだなんて。人がいること自体、異常だ。

　エリノアはぽかんと口を開けていたが、急に声を上げて、

「いやだ！　キミ、からかってるの？　それとも、自分は異星人だなんて言うんじゃないんでしょうね」

「え？　ここの星の住人ではないけれど」

「本気？　しかたないわね、あたしたちはこの星をガイアと呼ぶわ。ねえ、もしかして、記き憶おくが混こん乱らんしていない？」

「そ、それは、確かに記憶喪そう失しつ中だけれど」

　ジゼルはエリノアの言葉をろくに聞いていなかった。それどころじゃなかった。

　ガイア星。ガイア。聞いたことのない星。

　そりゃあ、ジゼルの知らない星など、星の数ほどあるに決まっている。でも、でも、本当にフェルドワント・コルソじゃないなんて！　うひゃーっ、どうなっているんだ、どうして違ちがう星になんかいるんだ!?　気を失って倒たおれていたって？　救急医い療りように他の星に運び込まれたということでもないみたいなのに。ジゼルの頭の中はパニック状態だった。それに、追い打ちをかけるように、

「まさか、自分は宇宙船に乗ってはるばる遠い宇宙からやってきました、なんて夢物語みたいなこと言うんじゃないでしょうね」

　おかしそうにエリノアが言う。

　くらり。

　宇宙船？

　夢物語？

　くらり。くらくら。頭がくらくらする。身体も一緒になってぐらぐら揺ゆれて、ばたんと倒れそうになった。

　なんでそんなことを言うんだ？

　ジゼルは飛び上がって出窓に立ち、そこから広がる街の光景を目にした。

　ああ。

　ここは、一体どこなんだ？

　目も霞かすむような魔ま天てん楼ろう。バビロン。

　窓から見える光景が、脆ぜい弱じやくなジゼルの三さん半はん規き管かんを狂くるわせる。そこは、地上から何百メートルと離れた、高こう層そうビルの一角だったのだ。ごくりと息を吞のむ。恐おそる恐る下を覗のぞいてみると、下の通りを闊かつ歩ぽしているはずの人間は、豆まめ粒つぶにさえ見えなかった。点としてさえ存在を判別できない。しかも、ここは建物の最上階というわけではなかった。目前にところせましと林立するビルの群れは、更に天高くそびえたち、屋上は雲うん霞かの中に隠かくれて見えない。

　高い。

　とにかく、高い。鬼おにのようにたかーいっ！

　ジゼルは足がすくんでいるのに気がついた。高いところが好きな猫ねこであるが、これ以上、下を見続けることはできない。なんなんだ、この高さ。どうしてこんなに高いんだ、ここはーっ。

　エルシで最も高いビルはＥ・Ｒ・Ｆ本社の建物である。日照条件がうんたらとやかましくて、シティでは高こう層そうビルがほとんど建てられない現状だ。そのＥ・Ｒ・Ｆ本社の最上階さえ胸元に届かないほどの高度。

　無論、この位の高さなんか、宇宙機やヘリなんかに乗る際によく経験するものだ。でも、なんというか、感覚が違うのである。飛行機から鳥ちよう瞰かんする時と、建物から下を見る時と。

　これほどの魔ま天てん楼ろうを建築・維い持じができる文明度の惑わく星せいはどこだ？

　ジゼルは必死になって記憶をたぐり寄せた。窓の向こうに吹ふき荒れる高層風、地じ盤ばん沈ちん下か、高度な建築技術、それらの問題に対処できる文明を持つ星は、今はもう僅わずか。ならば、星の名前くらい聞いたことのある可能性は高い。ガイア。だめ、思い出せない。

　待てよ。

　こんな高度文明を維持している星の住民が、どうして『宇宙船』などという言葉を使うんだ？　それに、異星人が夢物語って？

　…………

「エ──エリノア、星図、ある？」

「星図って？」

　きょとんとした面おももちで彼女は聞き返す。心臓がどきどきしている。ジゼル、落ちついて。次の言葉を聞いて。

「あ……連れん邦ぽう、宇宙連邦って知ってる？」

　果たして、エリノアはジゼルが予想した、しかし最も聞きたくなかった返事をしてくれたのだ。

「宇宙連邦？　なに、それ。やだあ、ＳＦの見すぎじゃない」

　くらり。聞いてはいけないことを聞いてしまった。

　あああ。いったい、この星はどこなんだろうか。ジゼルは頭がくらくらしてもう一回寝込んでしまいそうだった。いや、そうできたらどんなに幸せなことか。

　ジゼルの不幸はまだまだ続くようだった。最近、ずっとこのせりふばっかり。ひーん、助けてーっ。




　エリノアとジゼルは、彼女の部屋でしばらく話し込んだ。

　彼女の説明によると、ジゼルはトリカンサスシティの郊こう外がいで、べたんと倒たおれていたそうである。シティ郊外は荒野が広がっていて、人はほとんど近寄らない地域だという。なぜなら、爆ばく撃げきに巻き込まれる可能性の高い場所だから。

「戦争しているの、隣となりのゴルト人民解放共和国と。シティは対爆撃バリアが覆おおっているから安全なんだけれど、郊外まではね。今朝も爆ばく弾だんが落ちたんだ、あたしはまだバリア圏けん内ないにいたから安全だったけど、キミはきっとその爆撃に巻き込まれちゃったんだよ。それで頭が巧うまく回ってないだけ」

「爆弾……」

　ジゼルは考え込んだ。そうだ。フェルドワント・コルソでジゼルたちは何者かに爆撃されたんだ。そして、エリノアの言う隣りん国ごくからの爆撃。この符ふ合ごうは偶ぐう然ぜんのものだろうか。

「それで、記憶がこんがらがって自分は宇宙から来た異星人なんて考えてるわけ。あはは、冷静に考えてよ、どうして異星人が猫ねこの姿しているの。エイリアンはもっとグロテスクな化ばけ物ものと相場が決ってるでしょう？」

「それは違ちがうよ……」

　ジゼルは迷った。正確には異星人なんて存在しない。現在、銀河に広く存在する人間は、すべてたった一つの星から発生した生物であり、その他の星から発生した知的生物には、宇宙開かい拓たく以来、未いまだに遭そう遇ぐうした事実はないのだ。植民した星の環境によって、身体の多少の変化はあるものの、グロテスクな化物になるわけない。

　それを、説明してよいものだろうか。

　この星が、実は見かけほど文明は高くなく、衰すい退たい度ど９の連邦の存在拒きよ否ひ、外宇宙の存在拒否を許してしまった惑わく星せいであるなら、おいそれと話していい内容ではない。言ったところでどうにかなるものでもない。でも、あのボーヴォール星でさえ衰退度７、レベル９まで達した星で、この魔ま天てん楼ろうが維い持じされているとは考えにくいなあ。でも、それはジゼルの固定観念かもしれない。となれば、エリノアの言葉も態度も納なつ得とくがいく。

　ここは惑星ガイア。太陽に恒こう星せいマルスを戴いただいた、第三惑星。星系名はなく、どこのブロックに所属しているのかも判らない。ガイア、多重国家惑星。衰退度が高くなると惑星国家の形態は崩くずれ、内部にいくつもの小国家が現れるのはよく見られることだ。

　だからといって、これらが判ったところで、どーしてジゼルがこの星にいるのかという謎なぞは、全然解決できないじゃないかっ。

　ジゼル、考えるに。

　その一。爆風に叩たたかれ失神したジゼルを、後から来たアスラが発見して、こいつは面おも白しろいとこの星に秘ひそかに連れ込み、放り出した。

　その二。コルソでの爆発によって、空間がねじ曲がり、φフアイベクトル移動よろしくこの星に飛ばされた。

　その三。実は、ここはフェルドワント・コルソであり、みんながみんな、Ｅ・Ｒ・Ｆの社員で、謎の惑星をでっちあげ、ジゼルにいっぱい食わせようとしたアスラの新しい趣しゆ向こうの一つである。

　その四。ここは夢の中で、強力な外力によってジゼルは現実と錯さつ覚かくしている。もちろん、強力な外力というのは、アスラが理研かどこかで、ジゼルの頭の中を探ろうとして強制指向催さい眠みんをかけている、ということだ。

　なんだかアスラが諸しよ悪あくの根元のような気がしてきた。

　まず、その二はありえないだろう。そんなＳＦじみた可能性は、勘かん定じようにいれるだけ虚むなしい。そりゃあ、八百年前までのエルシの【φベクトル封ふう鎖さ】とか考えれば、絶対ありえない、とは言い切れないけどさ。

　あとの三つはどれも恐おそろしいほど可能性がある。あのアスラのことだ、なにをやらかしてくれても信じられる。うーっ、ひどい、ひどすぎるーっ。

　でも、なんのために？

　アスラは突とつ拍ぴよう子しもないことをやる奴やつだが、ちゃんと意味があることしかやらない。この事態にどんな裏が隠かくされている？　第一、フェルドワント・コルソで面おも白しろいものを見よう、といったのはアスラ自身じゃないか。

（やっぱり、アスラは関わりないのかな）

　不意に、ジゼルは心細くなった。ボーヴォール星の時もそうだったけれど、今回は事情を説明してくれるデイニは存在しない。エルシに戻もどれる手段はこちらからはない。捜さがし出してもらうのを待つのみの状じよう況きようなのだ。

　それがどんなに不安で心細いものか！

　人間の身だったらまだしも、猫ねこの身ではどうにも対処できない。えーん、早く捜し出して迎むかえにきてよう。世界線を追えば、一日で居場所が見つけ出せるって、アスラ言ったじゃないか。しくしく。

　どうやらジゼルの不安は、そのまま顔と態度に出てしまったらしい。それをどうとったか、エリノア、

「大だい丈じよう夫ぶよ、ジゼル。記憶喪そう失しつなんて一時期のものだって。すぐ帰る家も思い出すし、自分がなんなのかも思いだすって」

　その励はげましの言葉に、ジゼルはぎょっとした。自分がなんなのかを思い出す。こんな状況を考えなければ、まさにジゼルはそれを必死になって求めているのだ。

　本当に、ここにきたことで思い出せればいいのだけれど、ジゼルの過去。

「ね、外に気晴らしに行こう。なにか思い出せるかもよ」

　エリノアがにこやかに笑って提案する。ジゼルは素直に頷うなずいた。

　部屋を出る。家の中には誰もいないようだった。

「家族の人はいないの？」

「ええ。出かけてるの……」

　それにしても、すっごいパネルの数だ。これ、全部操そう作さパネルでしょう、どの部屋の壁かべも一面覆い尽つくされている。まるで機械仕掛の家みたい。キッチンを覗のぞいてみても、それらしき用品は一つもなく、パネルと開口部、それからシンクがあるきり。つまり、料理はすべて壁の中に仕込まれた機械が行うということだ。そういうシステムキッチンをどこかで見たことがある。エルシではこういう完全システムははやらないな。人間味がなくなるって不評だった。

　……衰すい退たい度９って、機械仕掛に慣れていたっけ？

　そういえば、ジゼルが喋しやべること、即すなわち機械であり人工知能を備えていることを、エリノアは厭いとわなかった。コンピューター大暴走時代ですっかり機械アレルギーになった、衰退以９の惑わく星せいで？　彼女は特別なのか？　やっぱり魔ま物もの説かしら、傷つくなあ。

　とにかく、この機械たちが飾かざりには思えない。ついさっきまでちゃんと使用されていて、これからも使われていく臭においがする。過去の遺物がそのまま残されている、というわけでもなさそうだ。

　なんだ、この星。どういう環境の星なんだ。

　玄げん関かんを出て、廊ろう下かを少し行くと中央の吹ふき抜ぬけに出た。円形の吹抜けから放射状に廊下が伸び、それに並んで部屋があるという構造のマンションだった。変わった建物だなー、と感心していると、不意にエリノアがジゼルを抱だき上げる。

「どこ行こうかな、エアパイプで公園に行こうか。それがいいね」

「えあぱいぷ？」

　ジゼルが聞き返すのを無視して、エリノアはいきなり吹抜けに飛び込んだ！

「うわっ!?」

　そのまま真っ逆さかさまに落ちる！　と思いきや、異様に大気の抵てい抗こうがあって軽い。重力に逆らってまるでエレベーターで降りているように、ジゼルたちはゆるゆると落下していった。ほっと胸をなで下ろして様子を探ると、他にも何人かが落下している。こういう移動形式みたい。半重力システムを携けい帯たいしているのかとも考えたけれど、どうやら吹抜け一帯が重力軽減空間になっているらしかった。

　ジゼルは啞あ然ぜんとした。元より重力が一Ｇのエルシでは重力調整は必要なく、よって、こういった重力を自在に操あやつる機械は出回っていない。問題は、そんな技術が文明度９のレベルの惑わく星せいで、自家製造できるはずがないということだ。

（ここは、いったい）

「こっちよ」

　吹抜けの途と中ちゆうで、エリノアは器用に床に飛び移った。そこの階には部屋はなく、代りに大きく透明なパイプが入り乱れて何本も走っていた。

　ジゼルは目を見張った。

　パイプの中を、人間が運ばれていく。自走路のように人々が流れ、運ばれていく。

　ここは、四方からくるパイプのターミナルなのだ。

　エリノアは慣れた調子でパイプの開口部に飛び乗り、その流れに身を任せた。パイプはマンションを出、地上何十メートルの高さを走っていく。上からは判らなかったが、魔ま天てん楼ろうはこうした人を運ぶ無数のパイプで連結されていた。あちらこちらの空中に人間の列が流れているのが見える。

　思いだした。

　この光景を見たことがある。

　この光景を、歴史ファイルで見たことがある。それはまだ、人類文明が衰すい退たいの兆きざしも見せず、コンピューター大暴走時代も経験していなかった昔のこと。機械文明が華はな々ばなしく絶頂を極めていた時代の都市の光景。立体写真で見ると、異様なパイプが都市を埋うめていたので、これはなに、となつめに聞いた覚えがある。エアパイプという過去の空中路よ。そうなつめは答えた。昔の人々はこれに乗って都市の中を移動したの。今はどこにもないわ。必要がなくなり廃すたれた技術なの。
















　今はどこにもない──ここにあるじゃないか！

　この星はいったい。この星は。ジゼルはばかになったようにその言葉を心の中で繰り返した。

　ここは、過去の世界なのだろうか。タイム・スリップしたと？　まさか、そんな非科学的な現象が易やす々やす起こるはずがない。情報物理学に反するぞ、それは。だとしたら、まだしも異世界に紛まぎれ込こんでしまったと考える方がいい。

　異世界？

「ねえ、なんか思い出す？」

　エリノアが話しかけてくる。ジゼルは首を振ふった。

　どうしよう。自分はこの星の生まれではない、と彼女の誤ご解かいを解くべきなのだろうか。それとも、このまま爆ばく発はつで記き憶おくの混こん乱らんした猫ねこで押し通すべきなのだろうか。

「ごちゃごちゃした街よね。見覚えあるかな。なかったら、他の都市の生まれだろうけど」

「…………」

「やっぱり、病院に行った方がいいのかなあ」

　ぽつんと呟つぶやいたエリノアの言葉に、思考の沼ぬまに陥おちいっていたジゼルはぎょっと振ふり仰あおいだ。それはまずい、絶対まずいっ。

「ジ、ジゼル、病院は苦手だよっ」

　記憶混乱として病院に行くなら、当然、頭を探られる。それはいけない。絶対だめ。この頭は見せてはいけないのだ、他の人に。

（他の人に見せてはいけない？）

　他の人？

　他って、じゃあ、他じゃない人って、誰だれ？

　見せてはまずい。Ｅ・Ｒ・Ｆの人工知能技術を外に漏もらさないため。それもあるだろう。でも、もっとなにか違う理由で、頭の中を他人に見せるわけにはいかなかった気がする。いや、確かにそうだった。念を押されていた。

　頭の中。

（さっきの夢）

　瓶びんの底で久く遠おんの眠ねむりに居る脳。

（ジゼルは、ジゼルは……！）

「あ、そう？　よかった。どうして早く病院に連れていかなかったんだって言われるかと思ったよ。あたし、病院には行きたくないの」

「病院、嫌きらいなの？」

　ジゼルは尋ねてみた。喋しやべる猫を連れていこうっていう病院なのだから、サイバネティックス系のセンターだろう。そんなところをエリノアが好きになるも嫌いになるもあったものではないと思うけれど。

　ところが、どうしたものか、彼女は顔を強こわばらし、忙いそがしく前後の人の様子を探った。その態度を怪け訝げんに思っていると、エリノア、小声で言うには、

「あたし──今日。十六歳の誕たん生じよう日びだから」

「へえ？　それはおめでとう」

　ジゼルは素直に祝しゆく福ふくした。でも、なんでいきなり話を変えたんだ？　病院の話はまずかったのかしら。

「……ジゼル、この街の生まれじゃあないのね。本当に」

　エリノアはぽかんとジゼルを見おろしていた。どういうこと？　さらに訝いぶかるジゼルに、彼女はこうもつけ加えた。

「ということは、ゴルトの出身でもないのか。そうか、そうなのね……」

　なんだか一人で納なつ得とくしているエリノア。ジゼルは憮ぶ然ぜんとして、

「ねえ、どういうこと？　誕生日がなんか関係あるの？　ジゼルはどうすればいいの？　病院には行かないんでしょう」

「うん。そうね、ここは人が多いよ、公園についたら説明してあげる」

　そう言ったきり、エリノアは黙だまり込こんでしまった。一体、この街は、いや、この星はどういう星なのだろう。せめて、どこの星域にあるのかぐらい判れば、気の持ちようもあるのに。

　ああっ、もう考えたって今はなるようにしかならないんだ。いい加か減げん、肝きもを据すえよう。最後にはどうにかなる。今はこの運命を受け入れる時なんだ。

　なんだかジゼル、二回目ということもあって、こういう状じよう況きように慣れてきたなあ。パニックに陥おちいるより楽観していた方が精神にいいということを、身をもって体験してきた矢先だもの。どうやったら元の世界に帰れるかを考えるより、現在の立場を理解すべき時なんだ。ジゼルったら悟さとりを開いた人みたい、かっこいー。

　ともかく、この星の状況を少しでも多く把は握あくしよう。そして、それはこの間なつめのためにと決意した、外のことを見せてあげるということにつながる。なんて一石二鳥な考えなんだ、ジゼル、頭いい、すばらしい！　となれば、ちゃんと景色を映していかなくちゃあ……

（あ）

　そこまで思考がたどりついて、ジゼルは愕がく然ぜんとした。

　目の感触。

　気づかなかったけれど、今の今まで、思い出しもしないし、ごく自然のこととして気づかなかったけれど。

　レンズが入っている。

　破は壊かいされ、焼き切れたはずのレコーダーディスクがちゃんと目に収まっている。寸すん分ぶんの異常も感じられない。

（そんなはずは……そんな）

　そうだ。カイは、エルドガ・シェーンは、アドさんたちはどうなったんだ？

「エ、エリノア、ジゼルと一緒にいた人たちはどうなったの!?」

　咳せき込こむようにジゼルは尋ねた。すると、エリノアは面めん食くらったように、

「一緒にいた？　ジゼルは一人で倒れていたわよ。あたしが最初に現場に着いたのよ、保証してあげる。周まわりには誰もいなかった」

「!?」

　そんな。そんなことって。







　ACT.5




　いくつかのパイプを渡って、あるビルでエリノアは降りると、始めと同じように落下通路を使用して、地上にたどり着いた。建物を出ると、すぐにセントラル・パークが広がる。

　摩ま天てん楼ろうにぽっかりと開いた地上の空間は、緑と水に満ちていて、ジゼルはようやくほっとした。無機質な、人工物で固められた世界にこもるのは、大変なストレスなのだ。改めて感じ取った。

　そそりたち、倒たおれ込こんでくるかのような高こう層そうビル。圧迫された、灰色の平面を切りとって僅わずかに見える空。でも、それは薄うす曇ぐもり、濁にごっている。本当の空の色は何色だろう。ここから見える星空はどんな形を描くのだろう。

「少し、心配していたの。ジゼルがゴルトのスパイだったらどうしようって。でも、良かった。スパイだったら、ううん、ゴルトの生まれだったら知っているはずだもの」

　沼ぬまの側の、林に囲まれた芝しば生ふを歩きながら、エリノアはそう切り出した。ジゼルは憮ぶ然ぜんとした。またスパイだって。ボーヴォール国でもそう疑われたけれど、そんな風に見えるのかしら。こんな可愛かわいらしい猫ねこを捕まえて。

「ねえ、どういうこと？　十六歳の誕たん生じよう日びにはなにか特別な意味があるの？　それが病院となんか関係あるの？　知らないとどうしてスパイじゃないの？」

「うん……あのね、始めから話すけど、この国では十六歳になると、生まれ変わらなくてはならないの」

　言いにくそうに、表現しにくそうにエリノアは語りだした。きょとんとしてジゼルは聞き返す。

「生まれ変わる？」

「そう。幼い軀からだから成人の軀へ。子供の精神から大人の精神へ。つまり、その、人為的に大人の枠わくに当てはめて、理想的な人間にしたてられる、というのかな」

「それって、もしかして洗せん脳のう!?」

　ジゼルは驚きよう愕がくの声を上げ、慌あわてて口を押さえた。エリノアがおたおたして周まわりを窺うかがう姿が見えたからだ。

「簡単に言えば、そういうことだね」

　声を低くして、気まずそうに同意する。

「そ、そんな、洗脳だなんて。判ってるの、それ、違い法ほうだよ」

　ライフサイエンス法において。そう続けようとして、ジゼルは言葉を吞のみ込んだ。ここでは惑わく星せいの外の世界は存在しないんだった。だから、ライフサイエンス法もへったくれもあったものではない。

「この国では合法で、制度なのよ。十六歳の誕生日にメディカルセンターに集められて、『成長』する。洗脳といってもね、今までの精神に一定の枠を当てはめて、はみ出たものは消去され、不足の部分は補ほ充じゆうされるだけだから、画一的な人間ができる、ということにはならないんですって……」

　淡たん々たんと語るエリノア。ジゼルは憤ふん慨がいした。そういう問題じゃあないでしょ！　洗脳だなんて、心を弄もてあそぶようなこと、許されるわけないじゃない！　許していいわけないじゃない！

「それをエリノアたちは許してるわけ!?　人権のじの字も考えてないやり方に、怒おこらないの!?　ねえ！」

「大たい抵ていの人は当然のことと思ってるの」

「そんな！」

　ジゼルは次の言葉を失った。当然だって？　ジゼルが聞きたかったのはそんな言葉じゃあない。みんな、否いや応おうなしにやられてるんだって、一部の利益のために施せ行こうされているんだって、そういうのを期待していた。なのに、どうして。そんな、ばかな。

「な──なんで。自分の心をいじられて、嬉うれしいの……？　抵てい抗こう心しんはないの？」

　振ふり絞しぼるようにジゼルは言った。なにか、自分の概がい念ねんの根底が覆くつがえされたような衝しよう撃げきだった。必死になって抗あらがうが、一方でそんな社会もあるかもしれないと、消極的な納なつ得とくが頭をもたげてくる。

　そんなはずはない。そんなことはない。人間なら心は自由なんだ。枠なんかあっちゃあいけないんだ。人工知能とは違ちがうんだ！

　ふっと一つのフレーズが心をよぎる。

（ジゼルの心は自由なのだろうか）

「大半の人は、それが理想だという意識を植え付けられた親の元で育つから、疑問に思わないし、抵抗もないの。でも、あたしは……」

　エリノアはそこで言葉を区切った。

　人間は育つ環境に大きく左右される。たとえそれが端はたから見れば残ざん虐ぎやく非ひ道どう、悪徳不純であろうとも、内に入ってしまえばそれは正義となり人の道となる。そういう世界をジゼルはいくつも知っているじゃないか。見てきたじゃないか。ううん、どの世界にも、周まわりには受け入れられないような独特の観念がある。世界の中にも、一つの大陸、一つの地域、一つの家庭にさえ独自の考えがあって、個人にだって他人と相あいいれない部分があるのだ。でも、だからこそ、洗せん脳のうなどということは愚おろかであり、無意味であり、許されないことだった。どちらが正しくてどちらが間ま違ちがっているなんて問題じゃあない。許されないこと。人は機械とは違う。許さない。

「今日、あたしにも召集の通知がきたの。あたしはいや。変わりたくなんかない。きっと、いっぱい消されるわ。パパやママのこと、みんな消されてしまう。この心は二度と戻もどってこない。あたしはいや、あたしがあたしでなくなっちゃうもの！」

　不意に立ち止まり、エリノアは悲痛の声を上げた。ジゼルは悟さとった。彼女は例外なのだ。この、許せない社会の住人にして、例外。この社会における反抗因子。そして、その言葉から察するに、多分、彼女の両親が、またはどちらかが反抗因子、即すなわちレジスタンスなのだ。

　しばらく唇くちびるを嚙かみしめ、沈ちん黙もくしていたエリノアだが、なにかを振り切るように首を振った。

「ゴルトとの争点はそれよ。ゴルトの人間はその制度を非難しているわ。人間的ではないとね。だから、戦争の原因でもある事こと柄がらをジゼルが知らないんで、トリカンサスの生まれでもゴルトの生まれでもないと判ったの」

「なるほどね……」

　ジゼルは頷うなずきながら確信した。エリノアは信頼していい。おそらく彼女は怖こわがっていながらも、敵国ゴルトの言い分に同意し、肩かたを持とうとしている。だからこそ、ジゼルがスパイである可能性もあるのに、家に連れ帰り、介かい抱ほうしてくれたのだ。

　彼女のためになにかしてあげたい。

　急速にその考えがジゼルの心の中で収しゆう束そくし、固まって決意となっていった。ジゼルを助けてくれたエリノアに、なにかしてあげたい。なにかとは、多分、その洗脳の魔まの手から無事逃げ通すこと。なんとかして力になりたい。

「エリノア、その洗脳から逃げる手はないの？　ジゼル、助けてくれたお礼に力になりたいんだ、エリノアの」

　力をこめてジゼルは言った。始め、きょとんとしていたエリノアは、みるみる泣きだしそうな表情を作った。でも、涙は見せずに毅き然ぜんと、

「ありがとうね、ジゼル。そう言ってくれるだけで、あたし、嬉うれしいよ。同意してくれる子がいるだけで嬉しい。でも、ジゼルはよそから来たんだもの、センターに見つかったら否いや応おうなしに洗脳されちゃう、この街に生きていくものとして。だめ」

「でも、人が嫌いやがることをされるのに、黙だまって見過ごすなんて、ジゼルにはできないよ！」

　義理と人情は不滅の精神だいっ。そうジゼルは頑がん張ばる。ジゼルは恩おんを忘れない。エリノアはなんとかジゼルを思いとどまらせようとしていたけれど、しまいには折れた。ありがとうと微笑ほほえんだ。当とう惑わくの入り交じった笑顔だった。

　それから逃とう避ひ行こうについて語り始める。

「実は、キミを見つけた時、あたし、逃げてたの。まさかセンターの手も人が近寄らない郊こう外がいにまでは届くまいと思って。でも、あの攻こう撃げきで郊外に警けい備び隊たいが出回ってるから、もうだめね」

「ごめん」

「ジゼルが謝あやまる必要ないよ。今日一日逃げきれば、センターは諦あきらめる。都市の中で逃げ回るしかないわね」

「そうして逃げきれた人はいるの？」

「ええ。うちの両親も成功した仲間なんだ。結構楽にできるって話よ。百人に一人くらいは『成長』を拒きよ否ひしている」

「でも、そんなに楽にできるなら、もっと拒否する人が出てもいいのに」

　未いまだにこの街の考え方についていけないジゼルは、ぶつぶつと文句をたれた。すると、エリノアが奇き妙みようなことを言った。

「でも、拒否することは『成長』できないってことなのだから。心も軀もワンパックで『成長』することになってるの、この国は。『成長』は当然の権利で、拒否することは権利の放ほう棄きだもの。ジゼルは自分の持っている権利を、その権利が正しいか間ま違ちがっているかに関わらず、むやみに放棄したくないでしょ」

　当然の権利？　当然の義務じゃなくて？『成長』ってどういう意味？　なんだかすべての考え方がジゼルとは食い違っているような気がしてきた。この国。

「と、とにかく、目立つことをしなければ大丈夫ってことだね」

　慌あわてて話を戻もどして、ジゼルは言う。エリノアは頷うなずいた。

「うん。あと家にいなければね。親もその目的で出かけてるの。座ろうか」

　促うながされてジゼルも芝しば生ふの上に寝そべる。

　ふっと心細くなった。

　ここはどこなんだろう。

　この世界は一体なんなんだろう。ジゼルにとってどんな意味があって、どういう理由でここにいなければならないんだろう。

　エルシには──なつめの元には帰れるのだろうか。

「……ゴルトとの戦争ね、表向きは精神の『成長』問題の食い違いってことになってるけどね。本当は違ちがうんだ」

　ポツリとエリノアが続けた。身体を起こして、ジゼル、見つめる。

「ゴルトの人間は肌はだの色が違うから……あたしたちと違うからなんだ」

「なんで？」

　ジゼルは啞あ然ぜんとして聞き返した。肌の色が違う。まあ、そういうところもあるでしょう。単一民族で構成されている都市や国や星は、田舎いなかであればあるほど珍しくない。開かい拓たく時代にまとまって移住した結果なのだから。でも、それがどうして戦争の原因になるんだ？

　どうしたものか、ジゼルの反問にエリノアの方がきょとんとしている。どういう意味の質問か判らない、といった風ふ情ぜいだ。仕方なく、

「肌の色が違うと、どうして戦争になるの？　民族主義の飛ひ躍やくかなあ」

「え？　あ、ああ、そうだね。うーん、なんというか、優性意識があるっていうのかな、色無しの肌は」

「どうして？　どういう基準なの？」

　てんでジゼルには彼女の言わんとしているところが摑つかめない。なにが優性だというのだろう。エリノアはまじまじとジゼルの顔を覗のぞき込こんだ。別に変なことを言ったとは思えないけど。

「えーっと、だから、その、色なしの方が知能が高いのよ。だからよ」

「噓うそだあ」

　間かん髪はつを入れずジゼルは応こたえた。どういう基準でどういう論理で、肌の違いで知能の優ゆう劣れつがつけられるというんだ？　変な見方。変なの。

　差別？

　これが、時折ニュースで聞く、人種差別？

　ジゼルはむっとした。大多数の中にあって少数の人種、民族が理り不ふ尽じんな迫害や糾きゆう弾だんにあっている映像が、ありありと頭に蘇よみがえったからだ。

　でも、いろんな人種差別の話を聞いたことがあるけれど、肌の違いで知能の優劣をつけるなんて世界、初めて聞いた。大体、科学的根こん拠きよがないぞ。肌の色なんて住んでいる環境で変わっていくのだし、遺伝学的にも、ねえ。これは完全にこじつけだ。むりやりだ。ご都合主義のたまものだ。

「エリノアもそう考えてるの？」

　憤いきどおりを抑えながらジゼルは尋ねる。うん、なんて平然と答えたらどうしてくれようと考えていたらば、彼女は困こん惑わくもあらわに、

「え……だって、そうじゃない。これは科学的に裏付けされていることだし、誰だって解るよ。彼らの緑の肌は酸素放出と有機物化合のためで、その行為に脳の大部分の機能が費やされているのだから、どう考えてもあたしたちより知能は劣おとるよ。無論、だからって優性意識を持つのは間違っているって解ってる。彼らがいなければあたしたちだけでは酸素が足りなくて呼吸できないのだし、有機物だって手に入らない。みんな解ってるんだ。でも、彼らがトリカンサスのやり方を非難して、それが周まわりの他の国に認められたから、悔くやしいのよ。知能が低いくせに、って」

　エリノアの言葉を半分しか聞いていなかった。

　愕がく然ぜんとした。

　酸素放出？

　有機物化合？

　脳の大部分が費やされる？　光合成に？

　光合成。

　植物だ。ゴルトの人間は植物なのか!?

　はっとエリノアを見る。うねる緑の髪かみ。緑の双そう眸ぼう。あたしたちだけでは足りなくて。

　ここは、どこだ？

　ここは、ジゼルの知っている世界じゃない。懐なつかしいエルシのある、なつめのいる世界じゃない！

　やだ。

　やだ、怖こわい。

（なつめ、なつめ！）

（怖いよ、ここ、どこ!?　助けて、早く迎えにきて！）

（なつめえ……）

　不安が胸中に黒々と渦うず巻まく。動どう悸きが速くなる。解らない。なにもかもが解らない。ここはどこ。彼らはなに。自分はどうしてここにいるの、どんな意味があるの、どんな理由があるの、ここは。

　ぐるぐると同じ疑問が頭の中を駆かけ巡めぐる。これが恐きよう慌こうなんだよ、と誰かが耳元で囁ささやいた。物事を冷静に見つめる、もう一人の自分が嘲あざ笑わらっていた。

　自分がなにかも判らないくせに、どうして他のことまで理解できるのさ。ちゃんちゃらおかしいね。笑っちゃうね。

「おかしいなあ。なんで知らないんだろう。猫型ロボットには教育がされていないのかな、ねえ、ジゼル。ジゼル？」

　始めから判っていた。ここが異質であること。今は失われたはずの技術。都市の景観。思考回路。

　ここは、異世界に等しい。ボーヴォールで感じたような、異文化の世界、ではない。異なる次元の法則が支配する、得え体たいの知れない世界。

　迷い込んでしまった。二度と戻もどれないかもしれない。なつめの元に。

　なつめ。

　二度と会えない？

　ぞくりと戦せん慄りつが全身を駆け抜ぬけた。いやだ。なつめと離れるなんてできない。なつめの側にいないと死んでしまう。存在の意義がなくなってしまう！

（あ……！）

　存在意義。

　ジゼルは、なつめのために存在する。あの繊せん細さいな、仙せん女によと見み紛まごう綺き麗れいな少女のために、ためだけに存在する。そうだった。確かにそういう存在だった。彼女がいなければここにいる意味を持たない、なつめにすべてをかけてある存在。

　ジゼルは茫ぼう然ぜんとした。疑ぎ惑わくと焦しよう燥そうと混こん乱らん、それら一切が霧む散さんして、ぼんやりとそこに座り込んだ。

　そうだ。

　そうだったのだ。

　思いだした。自分の存在意義を思いだした。具体的なことは不明で、ただ、抽象的な言葉しか出てこなかったけれども。

（なつめ……）

　早く帰ろう。ジゼルは茫ぼう洋ようたる思考の海原から、それだけを見つけだした。早く帰ろう、なつめの元へ。自分は彼女の側を離れるべきではないのだ。自分はなつめを必要としている。こんなにも必要として、焦こがれている。そして、なつめもまた、自分を必要としている。それがはっきりと悟さとれた。

　なつめのために、ここにいる。

　これは、真実。

　どうして？

　どうして、焦がれるの？

　さっきの声が尋ねる。今はもう嘲笑の響ひびきはない。本気で疑問に感じ、うろたえさえしていた。

　どうして、なつめでなくちゃあならないの？　彼女は人間なのに。猫ねこでも、ましてや人工知能体でもないのに。この感情はなんなの？　恋こいしているの、愛しているの、アスラみたいに。彼女は人間なのに。

（違う）

　ジゼルは否ひ定ていした。恋ではない、愛ではない。多分、その感情は一生自分には持てないだろう。その原因は生まれにある。あるはず。

　なつめへの想いは、言葉にならない。ただ、側にいたい。側に。それだけだ。

　早く帰ろう。なつめが待っている。

　なつめが。

「エリノア？」

　自分が無意識の内に出した声に驚いて、ジゼルは我に帰った。どのくらい自失していたのか判らなかったが、そんなに長いことではなかったと思う。その間に、緑の髪かみの少女は傍かたわらから消えていた。

　慌あわてる前に、彼女がなにか言っていなかったか、と考える。そうだ、喉のどが乾かわいたから飲物を買ってくるとか言って、林の向こうへ行ったんだ。なんか、他のことも言ってなかったかしら。猫型ロボットには教育が云うん々ぬん、と。

　猫型ロボット!?

　ジゼルは仰ぎよう天てんした。ロボットだって!?　いくらいにしえの技術が残っているとはいえ、コンピューター大暴走時代を経験した人間がロボットと平然と共存できるものか！　いや、技術が残っているからこそ、だ。ならば、ロボットではなくてサイバマシンとかなんとか呼ぶはずだ。ロボットとは忌いまわしい過去を象しよう徴ちようする言葉、呪のろいをこめて使うならともかく、共存している場合には使うはずがない。第一、機械自体がロボットと呼ばれることを否定する。

　そうだ。ジゼルが人工知能体であることを、エリノアが平然と受けとめた時から訝いぶかしく感じていた。衰すい退たい度どの問題ではなく、銀河人類は一部を例外として、人工知能体の存在に不安を持っている。それは肌はだ身みに染しみて解っている。大暴走時代を経験しなかったエルシだけが、人工知能体を正面から受け入れる。

　ここは、大暴走時代を体験しなかった、もう一つの惑わく星せいなのだろうか。

　ジゼルは混こん乱らんする頭をフル回転させた。

　人類文明全土を巻き込んだコンピューター大暴走時代。エルシ以外に影えい響きようを免まぬがれた星はなかったという。すべての星の中央コンピューターが連結されていて、それは連れん邦ぽうのグランドコンピューターに統とう轄かつされていた。そこが真っ先に暴走したのである。全土を巻き込むはずだ。惑星エルシはまだφフアイベクトル封ふう鎖さ状態にあった。外界との交流は皆かい目もくなかった。

　ここもそうであったと？

　ならば納なつ得とくいくことが多い。このいにしえの技術だって、人工知能体を厭いとわないことだって。

　でも、それでは植物人間の話の解明にはなっていない。

　やはり、異世界なのだろうか。

　ジゼルはふらりと歩き出した。足の赴おもむくまま林を抜ぬけ、舗ほ道どうに出て広場の方へと向かう。

　判らない。なにもかもが推すい論ろんで、立証するものがない。その推論でさえ、思考の嵐に揉もまれて今にも沈ちん没ぼつしそうな小舟の群れでしかない。ただ一つ確かなのは、なつめが待っているということ。ジゼルはなつめの元に帰る。必ず帰る。

「ねこくん。ねこくん、待ちたまえ」

　不意に声をかけられて、ジゼルはびくんと身を堅かたくした。こんなところに知り合いはいないぞ──おそるおそる、緊きん張ちようしながら振ふり返る。

　そこにいたのは犬で、彼は路ろ傍ぼうに据すえられた寂さびれたベンチの足元にうずくまり、こちらを深遠な灰色の瞳ひとみで凝ぎよう視ししていた。いや、犬というよりも、

「……犬型ロボット？」

『ロボット』という単語に力点を置いて、ジゼルは聞いた。本物の犬と寸分違わない、どことなく哀あい愁しゆうを秘ひめた顔つきの老犬は、おもむろに頷うなずいた。

「君は猫型ロボットだろう。見かけない顔だね。若いのかい？」

　若いのかい。若いのだろう、ジゼルは。そして、彼は年老いている。

　どうして年老いている風に見えるんだ？

　年をとらないのが機械である。老ろう朽きゆうしたら新品と取り替えが効きくのが機械である。それがヒトが夢みた希望、理想。自分たちの代理として、疲つかれを感じぬ、老いを知らぬ作業者を創造した。

　なぜ、年老いた外見をしている？

　老犬は茶と金の中間の色合いを見せる、短い毛並の中型犬だった。『若かった』頃ころは、筋肉は隆々とし、威い風ふう堂どう々どうとした容よう貌ぼうをしていたのだろう、とさえ錯さつ覚かくしてしまう。それほどまでに造られた彼の『老い』はみごとで、ロボットと言うよりは、知能を高めて言語解かい析せき能力を生身の犬に施ほどこしたみたいだった。そう、まるでジゼルのように。

（ジゼルのように？）

「わたしはここに長い。ここのことは大たい抵てい知っているんだ。君はなにかを知りたがってるね。まあ、そう警けい戒かいしないでこっちに来て、少し話をしないかい」

　彼は穏おん和わな響ひびきの声で語りかけてきた。なんだろう、この馴なれ馴れしさは。なにか裏があるのではなかろうか。ジゼルは返事もせず、疑心を抱いてその場に佇たたずんだ。

「ねこくん、わたしは心理カウンセラーなんだ。この街で不安定になったヒトやロボットの心を支え直す、それがわたしに与えられた仕事なのだよ。君は不安定だ。わたしに悩なやみを話してごらん。聞きたいことを尋ねてごらん」

「…………」

　ジゼルはどうとも答えられなかった。知りたいことは唸うなるほどある。でも、彼は大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。安心してよいのだろうか、エリノアみたいに。それに、彼はロボットだ。もし、本物の【ロボット】なら、設計基き礎そが根本から異なる異質の機械。信頼とかの問題以前に、そのことへの不安が近寄ることさえためらわせる。

　無言で佇たたずむジゼルを見て、老犬はひどく淋さびしそうな表情を作った。

「ねえ、わたしはなにもしないよ。『老い』すぎてなにもできないし、する気も起きない。ただ、喋しやべるだけでいいんだ。『老い』を迎むかえたものには誰も近づかない。淋しいんだよ」

　その切ない言葉を聞いて、ジゼルはいたたまれない気持ちになった。と同時に、どうしてロボットが『老い』なければならないんだという疑問が、最大限に膨ふくらんだ。僅わずかに逡しゆん巡じゆんし、それから小さな声で、聞こえなければそれならそれでいい、と思いながら尋ねる。

「……どうして、『老い』るの？　機械の理想は永遠の機動じゃなかったの」

「『老い』は必然であるからだよ。万物生きとし生けるものはすべて老い、死んでいく。それが生きている一つの証あかしなんだ」

　流りゆう暢ちように、なんの淀よどみもなく彼は答えた。おそらく、それは幾いく度どとなく繰り返されてきた質問なのだろう。でも、それは一般論に過ぎない。彼自身には当てはまらない。

「あなたはどうして『老いて』いるの？　最初からそう設計されたの？」

「始めから『老いて』いるものはいないよ。わたしも例外ではない、生まれ、そして『老いて』いく。それが生きるものの宿命なんだ」

「でもっ、あなたはロボットなんだよ!?　生きとし生けるものではないんだ、永遠なんじゃないか！」

　ジゼルが急に怒ど鳴なったことに面めん食くらったらしく、老犬はぽかんとこちらを見つめた。おかまいなしに、辺あたりにはばかることもなく、ジゼルは声を上げる。

「機械は『老いる』必要なんかどこにもない、意味がないじゃないか！　新品の部品に変えていけば、永遠に動くし、『若い』ままでいられる。なのに、なのにっ」

「ど、どうしたんだね、急に。わたしたちは生きとし生けるもの、『老い』なければ生きていることにはならないのだ。ねこくん。生きている意味なのだ」

「違う！」

　強くかぶりを振ふった。違う、違う！　彼は根本的に間ま違ちがっている。彼は生きとし生けるものの一員ではないのだ。真の意味で『生きている』とは言えない、物質でしかないのだ。人間によって仮かりそめの生を受けただけの存在に過ぎない。

　どうしてそのことを理解していないんだ？

　そのことを誰も教えなかったのか？　いや、そう思いこませたのか？

　それが【ロボット】なのか？

　自分が生きとし生けるものの一員であると、そう認めてしまったものが【ロボット】だったのか。

　今、製造されているサイバマシンは違う。人工知能体は違う。設計の段階で自分がどんな存在であるかを明確にされる。そのような考えは持たないし、否ひ定ていさえする。

　機械が機械であることを誇ほこりにしている。設計基礎の違い。

　異質。

　その言葉が現実の重みを持って脳裏に現れた。異質の考え、異質の行為。仮そめの命を誤解するようなプログラムを持っていて。

　そこまで思し惟いして、はたとジゼルはあることに気づき、愕がく然ぜんとした。

（ジゼルは？）

　ジゼルは、生きとし生けるものの一員なの？

　ジゼルのこの命は、仮そめのものなの？

　ジゼルは、機械だったっけ？

　機械だったっけ!?







　ACT.6




「いやあっ！」

　鋭い悲鳴が耳じ腔こうを貫いた。ぎょっと心臓が躍おどり、思し惟いが中断される。

　今のは、エリノア？

　とっさに頭を巡めぐらし、ここには危険がないことを確認する。声の飛んできた方は、さらに広場よりだ。エリノアの身になにかあったのか!?

「ははあ、また、ホーライドの連中だな」

「ホーライド？」

　老犬が低く呟つぶやいたのをジゼルは聞き逃さなかった。彼は頷うなずくと、

「ホーラル教の信者だよ。その昔、この世界が黄昏たそがれ時代を迎むかえ、滅びかけていた時、天からやってきたという神さまを崇あがめているんだ」

「黄昏時代？」

「ホーライドは現政府の『成長』システムに反対していて、そういった人間がぞくぞく集まって信者になり、組織を作る。でも、日に三回、ホーラルの肖しよう像ぞうに礼拝しなければならないから、ああやって『成長』から逃げ回る信者を、センターの人間が待ち伏ぶせて捕まえるそうだよ。まあ、我々アニマルには関係ない話だけれどね。彼らが拒きよ否ひする精神の『成長』はアニマルには適用されないから、君は安心していいのだよ」

　ジゼルは頭が痛くなった。つまり、広場には神さまの肖像があって、律りち儀ぎなエリノアは習慣通り拝んでいるところを、あっさり捕まってしまったということだ。老犬の話しぶりだと、その捕ほ獲かく方法はしょっちゅう行われているらしい。ええいっ、試行錯さく誤ごという言葉を知らないのか！　これだから宗教ってのは……

　なんてグチをこぼしている場合じゃない。エリノアが捕まった。助けなきゃ！

　ジゼルは現場に駆かけつけようとした。が、一歩踏ふみ出したところで留まる。

　まだ、彼に聞きたいことがある。黄昏時代とはなんのことか。それが判ればこの世界の謎なぞも解ける気がする。それに、さっきの話も、もっと追及したい。でも、すべてを聞いてはいられないし、本当は一つ質問するのでも時間が惜おしい。

　でも。

「あ──あのっ、この街のロボットはみんな、『年老いて』いくんですか？」

「え？　そうだよ。そうに決まっているじゃないか。君もそう『成長』していくだろう」

　老犬はカウンセラーだけあって、なにごとにもちゃんと答える。それがどんなにばかばかしい質問であっても、こちらの不安を取り除のぞくためなら返答をする。でも、彼はさらに面めん食くらった調子だった。ジゼルの感覚で言えば、「自分たちは生きているのでしょう？」と問われたような質問だったのだろう。

　ジゼルは礼もそこそこに、走りだしていた。

　この世界のロボットは、『成長』していく。彼らの軀からだは有機機械なのかもしれない。自己成長システムが備えられているのかもしれない。でも、話の感覚から、そうとは思えない。もし、単なる無機質で構成されているならば、彼らの『成長』とは古い軀を脱ぬぎ捨すて、更に年老いた外見の軀に頭脳を移動させることに他ならない。

　なぜ、わざわざ年老いた外見にする？　それがこの星の文化？　いや、それはともかく、考えたくないことだが、エリノアはさっきなんと言っていたっけ。生まれ変わる。子供の精神から大人の精神へ。幼い軀から成人の軀へ。洗せん脳のうのことばかり気にして、単なる比ひ喩ゆかと思ったけれど、幼い軀から成人の軀へ。まさか、そんな。そんな面めん倒どうな。意味がない、そんなこと。

　軀の改造。

　培ばい養よう液えきで急きゆう激げきに成長させる、とか？　まさかとは思うけれど、人間自身がそういうことを平気でやるんだったら、わざわざロボットを老ふけ込こませるというめちゃくちゃな考え方も解る気がする。ならば、それは異文化なのだ。その段階で処理できる。
















　この世界において『成長』というものは、すばらしく意味のあることなのだろう。ジゼルには理解できないような。

　…………

（成長）

　ジゼルは成長している。普ふ通つうに。脳は生体機械だから。軀は勝手に成長する。

　心は成長するの、人工知能体は。

　心は、機械なの？　人工知能で思考するならば、心は機械なの？

　これは、機械の考えていることなの？　ジゼル自身の考えではなく、人工知能がプログラムに沿そって巡めぐらしている言葉でしかないの？

　ジゼルは機械なの？

　ジゼル自身って、なに？

「だめっ、ジゼル、来ちゃだめーっ！」

　エリノアの悲鳴でジゼルは再び我に帰った。小さな噴ふん水すいを取り囲む広場に、エリノアと、彼女の腕うでを束そく縛ばくする紺こんの制服姿の男が四人。必死の形ぎよう相そうで彼女は叫さけぶけれど、もう遅おそい。ジゼルは彼らの輪の中に飛び込んでいた。いきなりの猫ねこの登場に、彼らはぽかんとし、間の抜ぬけた調子で、

「なんだ、このねこは」

「やいやいっ、エリノアを放せ！　いやがってんだから別にいいじゃないか、『成長』なんかしなくたって！」

　今にも飛びかからんと体勢を構えて、ジゼルは怒ど鳴なり散らした。ところが失礼にも、彼らは急に興味を失ったかのように肩かたをすくめ、視線を逸そらして、

「エリノア・コンジュゲイト、我が慢まんしなさい。君は今日で十六歳。『成長』しなければならない年なんだ。いつまでも子供のままでいるわけにはいかないだろう」

「軀だけならいいわよっ。でも、頭をいじられるのはいや！　どうして？　どうしてトリカンサスだけ頭も『成長』しなければいけないの？」

「エリノアさん、それが本来あるべき姿なのです。社会を円えん滑かつに維い持じするには、制せい御ぎよが必要なのです。我々新人類は自ら制御する機能を失っている。外からの操そう作さが必要なのです」

「あたしたちは黄昏たそがれ時代以前のオールド・マンじゃない！」

　完全にジゼルを無視して会話は続く。公園を歩く周囲の人も、別段珍しいことでも興味あることでもなさそうに、一いち瞥べつを与えるだけで去ってしまう。

　それにしても、黄昏時代とはなんのことなのだろう。人類文明史では幾いくつかの暗黒時代が展開され、その終末には常に黄昏期と呼ばれる疲ひ弊へいの時代を迎むかえてきた。現在も、コンピューター大暴走時代という暗黒時代が過ぎた後の、黄昏期にいる。二度と暁あかつきの訪れない黄昏に。

　彼らのいうのは、コンピューター大暴走時代のことかしら。でも、それでは先ほどの暴走時代を経験しなかったという仮定が崩くずれてしまう。

　そこで、何なに気げなく巡めぐらした視線の先に、例の神さまの肖しよう像ぞうを捕らえた。

　ジゼルには神さまとかいう観念がよく解らない。自分たちより偉えらい人。自分たちを護まもってくれる人。いや、人じゃあないんだけれど、そんな感じなのかしら。

　アスラが言う。

「俺はエルシには絶対、この星を見み護まもるなにかがいると思うな。別に、済さい土ど救世主とか創そう造ぞう主しゆとか、そういう誇こ大だい広告みたいなものではなくて、星の意志を具ぐ象しよう化かしたような存在がな。俺の言語感覚はそれのことを神さまと称するよ」

　解ったような、解らないような。なつめは、笑っていた。神さまってなあに、って彼女にも聞いたら、笑って、

「そうね。アスラと同じね」

　そう答えた。

　ジゼルには神さまの意味が解らない。でも、神さまを崇あがめる気持ちがどんなものかと考えれば、なつめを慕したうのと同じ気持ちだろうと思う。

　エリノアたちの神さまの肖像。プレートに収まってポールに掲かかげられたその姿は、どこか馴な染じみ深い気がした。

　青い背景に後光をしょったその姿は、そう、馴染み深いもなにも、鯨くじらじゃあないか。鯨にそっくりじゃあないか。へんなのーっ。

「エリノアくん。残念だが君に拒きよ否ひ権けんはない」

　冷れい徹てつな、感情のこもらぬ声がエリノアを押さえつけた。

「君のご両親は更こう正せい課かに回された」

「！　うそ!?」

「彼らはゴルト人民解放共和国の諜ちよう報ほう員いんであり、奴やつらの手引きをしていた。それが露ろ見けんしたのだ。本日中に更生基き準じゆん第二種扱あつかいで過か激げき因いん子しを排はい除じよする。君は第五種扱いで『成長』過程に更こう生せいを繰くり込こむことになっている。決定事じ項こうだ」

「うそ……ママとパパが、諜報員なんて、そんな……」

　やばい。ジゼルは焦あせった。エリノアの全身が虚きよ脱だつして、声が虚うつろになっている。彼女は知らなかったんだ、そんな事実。これは、罠わなか？

　職員たちは一いつ斉せいに目を合わせると、エリノアを連れていこうとした。

「こ、こらっ、エリノアを連れていくな！　待てーっ」

　危機感と、完全無視をされた怒りがごちゃまぜになって、ジゼルはエリノアの腕うでを摑つかんでいた男に飛びかかった。きらりと爪つめをたてて思いきりひっかく。

　が。

「なんだ、さっきからこのねこは」

「制限無しのレクチャーアニマルだろう？　人道を説く、補正者。緩かん衝しよう剤ざい」

　およそ人間とは思えない速さで身体を摑み、男はジゼルを軽く地面に叩たたきつけた。鈍い衝しよう撃げきが全身に走り、一瞬、息がつけなくなる。

　普ふ通つうの人間の力じゃない。

（強化人間？）

　でも、それはライフサイエンス法にひっかかる──と考えて、こんなロボットさえいる世界には無む駄だな抵てい抗こうだと打ち消した。

「いや、待て。こいつはよそ者かも知れん。コンジュゲイトとともにいたとなれば、スパイの可能性もある」

　さっきの無む慈じ悲ひな男が、身動きできないジゼルを摑みあげる。身体が動かない。声が全て咳せきに変わる。エリノア、エリノア、助けて！

　がっちりと、ジゼルの手足は男に摑まれた。すごいばか力、痛い、痛ーいっ。

「よし、センターに戻もどるぞ」

　引き上げ命令。ジゼルは顔面を乱らん暴ぼうに片手で覆おおわれた。もはや、抵抗するすべはジゼルにはない。

　緊きん張ちように、ゴクンと喉のどが鳴った。




　エアカーに乗せられて数分で目的地に到着した。エリノアは前席、ジゼルは荷台で男たちに囲まれてしまったので、話のとりようもなかった。それにしても、この車は反重力システムは搭とう載さいしていないらしい。音で判る。

　センター。それは巨きよ大だいなビルだった。周囲のどんな建物よりも高い。先端が視認できない。外観はのっぺりとした緩ゆるやかな弧こを描いて、窓は一つも見あたらなく、ところどころにスリットがあった。街の中心部にどんと構えた、ブラックボックス。ここで『成長』が行われる。

　厳げん重じゆうなチェックを抜ぬけ、建物の中に入ると、エリノアを連れている男たちは不意に脇わきの廊ろう下かへ入った。ジゼルを摑つかんだ男だけがそのまま前進する。

「!?　ふがふが！」

「きさまはこっちだ。マザーに引き合わせねばならない」

「ふがふがーっ！」

　エリノアーッ、と叫さけんだつもりだった。忌いま々いましい口封じの手は緩む気配を微み塵じんも見せず、音だけが洩もれる。えーんっ、エリノアのばかーっ、正気に戻もどってよ！　じゃなかったらジゼルはどうなるの、えーんっ。

　やばい。

　泣いている場合じゃない。ひじょーにやばい状じよう況きようだよ、これはもしかして。すっごくヤな予感がする。こいつ、誰だれに会うって言った？　マザーって。

　洗せん脳のう。うーっ、やだあっ、それだけはいやだっ。絶対いや。なつめのことを忘れるなんて死ぬ方がましだいっ。

「ふがふがふがっ！　ふがーっ！」

「うるさいぞ、レクチャーアニマル。俺になにを言っても無む駄だだ」

「ふがふがふがっ、ふがががっ。ふがーっ、ふがーっ」

「なにが言いたいんだ、きさまは」

　冷酷な鉄仮面が少し緩んで、呆あきれ口調で男は片手を離した。ここぞとばかり、ジゼルは一気に捲まくしたてる。

「もうっ、呼吸ができないじゃないか！　最初に言うけど、ジゼルはレクチャーアニマルとかいうのじゃないぞっ。それに、スパイでもなんでもないし、はっきり言ってこの世界のことは皆かい目もく知らないんだからな！　もうっ、その手を放せよっ、このバカ力！　エリノアは右も左も判らないジゼルを助けてくれただけなんだぞ、諜ちよう報ほう員いんなんかじゃないし、いい子なんだっ。彼女を返してジゼルも放せっ。それに、なんだい、マザーって」

　最後の方は勢いがなくなって、ジゼルは純じゆん粋すいな好奇心から尋ねてみた。彼らの上じよう司しであるとは予想できるんだけれど、その人を『お母さん』などと呼ぶかしら。

　男はしばらく無言で聞いていたが、一言、

「都市制せい御ぎよマザーコンピューター、ハレルヤ三世だ」

「まざーこんぴゅーたー」

　ばかのようにジゼル、鷗おう鵡む返しに言ってしまった。

　都市制御コンピューター。

　……あのね、エルシにもあるの。都市管理コンピューター【森しん羅ら】っていう、ばかでかいコンピューターが。それがネオトキオシティを調整していて、エルシ全体を管理していて、銀河世界を見張っているの。そのコンピューター、Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーションのものだから、エルシを支配しているのは実質的にＥ・Ｒ・Ｆなのね。【森羅】はすごくて、秘密なんだけれど、銀河のどんな世界にも侵しん入にゆうしているんだって。どんな情報でも、連れん邦ぽうの最高機密でも手に入るんだってさ。でもって、【森羅】は意識を持っていない、物理コンピューターっていうんだからびっくりだよね。操そう作さは全部人間の手で行われているんだ。そうすれば万が一の暴走は起こらないし、面おも白しろいんだって、ミスがあるから。でも、【森羅】が一番すごいのは、この世の中でたった一つしかないからなんだ。都市を制御する巨大コンピューターは。

　この世には、コンピューターに都市を任せる世界はエルシ以外、存在しない。それは確かなこと。いにしえの大暴走は都市コンピューターの反乱から始まった。最大の敵だった、人間にとって。記き憶おく違ちがいでなく、ない。例外もない。そしてここはエルシじゃあない。

（ここは本当に異世界なのかもしれない）

　天てん井じようの高く、がらんと広い玄げん関かんホールには、男と同じ制服を着た人間がちらほら見えるだけで、静まり返っていた。時折視野の隅すみに、光の軌き跡せきが飛び込んでくる。完全自動システムなのかもしれない。

　突とつ然ぜん、男は、ホールの真ん中で立ち止まった。なんだろう、と訝いぶかると、彼の足元の床ゆかが円く切り放され、ぐんと上昇した。エレベーターの一種みたいだけれど、どういう仕組みなんだろう。

　この世界は、ジゼルが想像していた以上に高度な技術の持ち主なんだ。それこそ人間が最も進歩していた、いにしえの時代の復元であるかのようで。

　異世界。もしくは過去の世界。そうとしか考えつかない。

　個人用エレベーターはそのまま吹ふき抜ぬけを上昇し、最上階を目指した。下に流れていく各階の様子は、やはり人の気配を感じさせない。チカチカと光が点てん滅めつし、緊きん迫ぱく感かんが張り詰めていた。ここは機械の中だ。無機質と光子の流れが支配する空間。

　かなり長い時間を経て、あと少しで天井に届く、という空中でエレベーターは停止した。途と端たん、台座を埋うめ尽つくすように靄もやがかかって、一瞬のちにはそれは床となっていた。我が目を疑うような光景に、ジゼルは啞あ然ぜんと出現した床を凝ぎよう視しする。幻まぼろしでない証しよう拠こに、先ほどまで空中だったそこを、男は大おお股またの足取りで歩き始めた。

「す、すごい……」

　圧あつ倒とう的てきな技術の差を見せられた気がした。

　最上階は全面シースルーの壁かべで、広大な一つの部屋となっていた。なにもない。床はきれいに磨みがかれて、塵ちり一つ落ちてないけれど、なにもない。静せい寂じやく、そして空くう洞どう。窓の向こうには建物の影は一つもなく、ここは摩ま天てん楼ろうの天てつ辺ぺんだった。

　床の中央付近に、不思議な幾き何か学がく模様を描く溝みぞがあるのに気がついた。男はその手前で直立不動の体勢をとると、

「マザー・ハレルヤ、グレース・アザキです。闖ちん入にゆう者しやを連行してまいりました、ご検分を」

「ご苦労」

　天井から女声が響ひびく。と同時に溝から強きよう烈れつな白光が垂直に放たれ、視野を遮さえぎった。思わず目をつむり、再び開けた時には、そこには鮮やかな紅色の布をまとった大きな椅い子すが据すえられ、一人の女性が座っていたのだ。ここまでくると、科学というより大がかりな手品か魔ま法ほうでも見ているような気分になる。ここまで演出する意味はあるのだろうか。

　白い面おもてのその女性は、豊かにうねる金色の髪かみを床まで垂らし、光を帯びた双そう眸ぼうでジゼルをじっと凝視していた。どぎまぎしてしまうほどの威い圧あつ感かんがそこから発せられる。マザー・ハレルヤ。都市制御コンピューターの名前。では、彼女は端たん末まつの一つにすぎないのだろうか。

　沈ちん黙もくがしばらく流れた。なにかおかしい、と思ったのはジゼルだけではなかったようだ。当とう惑わくを抑おさえた声で、男、

「マザー・ハレルヤ。どういたしましたか」

「グレース・アザキ。私にはそれが有機化合物で構成された知能体のように見えますが？」

　静かな声で、ハレルヤは言った。それはそうだろう、ジゼルは人工知能体だけれど、身体は普ふ通つうなのだから有機物だ。当然のことと受けとめたジゼルだが、彼らにはどうも当然ではなかったらしい。

「有機化合物ですと？　貴重な有機質をアニマル製造に使用する都市があるとは聞いておりませんが」

「それに、なにか不可解なパルスが出ています。シリアルナンバーも見つかりません。思考回路に異質な流れが見えます。グレース、そのものをここへ」

「はっ」

　彼は当惑も見せず、たた忠実に、幾何学模様の一つの円の中にジゼルを降ろした。なにをするのかと思いきや、足が吸すいつけられたように動かない。どうやらここも彼女の端末らしかった。それどころか、このビル全体がハレルヤ自身ではなかろうか、そう悟さとっても、時すでに遅おそし。

　ぼんやりとした光の煙が円の溝みぞから立ちこめて、ジゼルを取り囲む。なんだ、これ。焦しよう燥そうにかられて、必死になって四し肢しを動かすが、接せつ着ちやく剤ざいで足の裏を貼はり付けられたようにビクともしない。

「なっ、なんだ、なんだっ、これ！」

「……侵しん入にゆうできませんね。グレース、下がっていなさい。口頭尋問に移ります」

　仰ぎよう天てんしているジゼルの目の前で、男は一礼するとずぶずぶ床ゆかにめりこんでそのまま消えていった。先ほどの仕掛けはこっちからだとそんな風に見えるのか。

　光子が搔かき消える。なにかされるかと覚悟していたジゼルは、ほっとし、それから気を緩ゆるめないままキッとハレルヤを睨にらみつけた。彼女の口が開く。

「あなたはなにものですか。製造された年と所属部市名を答えてください」

　ハレルヤがばかに丁てい寧ねいな口調で問いかけてきたので、ジゼル、一瞬なにを言われたのか解らなかった。解ったところで答えられるものではないけれど。これはどういうことだろう。慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度、という感じでもないし、かといって威い圧あつ感かんは減じていない。丁寧。客を迎えているかのようだぞ。

　ジゼルはどういう態度を示すべきか逡しゆん巡じゆんした。ありのままを話すか、噓うそをついてこの場を切り抜ぬけるか。しばらく考えて、前者に決定する。そうでなければ、この世界から戻もどれる僅わずかな可能性を、自ら握にぎり潰つぶすことにならないか。

　ゆっくりと、一言一言確認しながら、

「……ジゼルは、この星の住人じゃあないんだ」

「それは、天の向こう、星々の世界から訪れたと言いたいのですか？　空の果ての天幕の世界から来たと？」

「この星ではどう言われているのか知らないけど、銀河の世界はちゃんとあるんだ。ジゼルは他の星から来たの。ちょっとしたトラブルでこの星に紛まぎれ込こむはめになっただけなんだ。ジゼルはただ、自分の星に帰りたいだけなんだ……こんなこと言って、信じる？」

　気弱になって、ジゼルは説明した。別に下手に出る必要なんてないんだけれど、ことを荒立てるのは得とく策さくでないし、ハレルヤの態度につい調子を合わせてしまう。

　彼女は『理知』的なんだ。話しあうことがプラスになるのを知っている。

「その世界には有機化合物で構成された生物が沢たく山さんいるのですか？　人間はいますか？」

「ほとんどがそうだよ。人間もいるよ。その、有機化合物って、ここではそんなに貴重なの？」

「私はこのトリカンサスシティを司つかさどるマザー・コンピューター三代目ハレルヤ。お待ちください、天幕の向こうの世界のことをハレルヤ一世に問い合わせてみましょう」

　ジゼルの質問を彼女は無視した。とりあえず信じてもらえたみたいだけれど、彼女は、いや、都市制せい御ぎよコンピューターは一般市民であるエリノアとは違ちがって、外世界のことを少しは知っているみたい。そういう現象は衰すい退たい度ど９でよく見られる。その世界の首しゆ脳のう陣じんのみが銀河世界のことを知っている。そういう世界。

　それにしても、やけにあっさり信じてもらえたな。ジゼルは拍ひよう子し抜ぬけした。もっとハードな展開になることを予想していたのだけれど、これは嬉うれしい誤ご算さんである。確かに、一度触ってみて、ジゼルが自分たちの世界の機械とは異質であることが明らかになったのだろうから、理知的な彼女としては、こうするのが一番正しい判断で、的確な行動なのだろうけど……

「信じてくれるの？」

　ジゼルはおそるおそる尋ねてみた。ハレルヤは静かな表情で、

「あなたは異質な波動の持ち主です。その有機化合物で構成された軀にも興味があるのです。私はハレルヤの三代目、この世界のことしか記憶にない世代です。私はあなたに聞きたいことがあるのです。あなたには危害を加えません、どうか、教えてください、未知の世界から来た生き物よ」

「じゃ、じゃあ、ジゼルとさっき連れてこられたエリノア、エリノア・コンジュゲイトの『成長』をやめさせてよ。彼女はいやがってるんだ。それからなら、教えられるかぎりのことは教える、約やく束そくするっ」

　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスとばかり、ジゼルは意い気き込ごんで言った。彼女はためらうことなく承しよう諾だくすると、少々高ぶった声色で尋ねた。

「さあ、教えてください、私たちは本当に人間なのですか？」

「……え」

　身体が凝ぎよう固こしてしまったように思われた。

　今、なんていった？

　私たちは本当に人間なのですか、と。

　私たち？

「わ──私たち、って、ハレルヤ、あなたと誰のことを、指すの？」

　絞しぼり出すようにジゼルは聞き返す。なあに。どういうこと。この人はどういう意味で言っているのだろう、なにかの比ひ喩ゆなのだろうか。それとも、額がく面めん通どおりの意味なのだろうか。コンピューターの投影でしかない彼女が、人間であると自分を誤解している。まるで、あの老犬のように。レクチャーアニマルと呼ばれたロボットのように。限りある本物の命の持ち主であると、人間であると、誤解している!?

「この世界に生きる人々すべてを指します。私は最近、そのことをとみに感じます。我々は本当に人間なのだろうか、と。我々はここに、こうして、いる。それが人間としてのなによりの証しよう拠こなのですが、なにか、しっくりこないのです。一世、二世の記き憶おくを私は引き継つぎましたが、それ以前の情報は見あたりません。人々が黄昏たそがれ時代以前の人間をオールド・マンと呼び、今の人間を新人類と呼ぶいわれははっきりしません。

　あなたは先ほど有機化合物の貴重性について尋ねましたね。確かに、この世界のすべての住人が有機化合物を貴重物質であると考えています。自己の体内でそれを生成できる緑の肌はだの人々を羨うらやんで、幾いくつかの戦争も起きています。でも、解らないのです。なぜ、貴重なのか。我々には有機化合物など必要ないのに、炭水化物など装そう飾しよくにもならないのに、手に入れたがるのか。あなたのように有機化合物を軀の基本としているのならばともかく。私はそこに、ずれを感じるのです。本来の人間は必要ではなかったのでしょうか。根こん拠きよはありません、ただ、記憶のどこかで感じるのです。有機質のあなたならば、なにか分かるのではありませんか」

「…………」

　ジゼルの頭はパンクする。そう思考のどこかで考えていた。もう、だめ。解かい析せき能力がついていかない。いろいろな可能性が消えていく。どうやっても一つにつながらない。一つの世界としてまとまってこない。

　なにを言ったんだ、この人は、いいや、このコンピューターは、人工知能は！　自分は人間であると錯さつ覚かくしているのはいいとして──本当は全然よくないんだけれど、現在の設計基き礎そとは百八十度異なる思考回路なんだけれど、現実として理解できた。問題はその次だ。『あなたのように有機化合物を軀の基本としているならともかく』、だって？　そりゃあ、ハレルヤ自身はコンピューターなんだから、無機質で構成されているのだろう。でも、彼女は対象を自分だけでなく、この世界にいるすべての人々としたんだ。それではまるで、人々が全員有機体ではないような口ぶりではないか。

　ハレルヤは狂くるいかけているのだろうか。それがどういう事態を引き起こすのかを考えると怖こわいが、そうであってほしい。でなければ、ジゼルが他に考えうる可能性は、ただ一つしかなくなってしまう。もっと怖い状じよう況きようを考えてしまう！

　ハレルヤの金色の双そう眸ぼうがジゼルを見つめる。返事を待っているのだ。

　あなたは人間ではないんだよ。そういうのは簡単だった。それは事実だ。コンピューターなのだから。でも、あなた以外は？

『成長』システム。『成長』。外から『成長』させないと大人になれない。

　まさか。

　まさか──自分の思し惟いに驚きよう愕がくして、目が開いていくのが分かった。

　ジゼルの言葉を黙だまって待っていたハレルヤだが、ふと、その視線をこちらから逸そらし、そのまま窓に投げかけた。外を凝ぎよう視しして、そして、

「……あなたはホーラルの使いなのですか？」

「え？」

　ホーラル？　鯨くじらの神さま？

　ジゼルもその言葉につられて顔を向ける。

　摩ま天てん楼ろうの最上であるこのフロアに、くすんだ空の彼方かなたから黒い影がまっすぐ突つっ込んでくるのが見えた。あれが、ホーラル。神さま。

　しかし、どうして神さまが姿を現すんだ？　姿なきが神さまってものじゃあないの？

（あれ？　あれは、もしかして……）

　しばし、なにもかも忘れてそれに見入る。そして、分かった。あれは飛行船だ。ラグビーボール型の、後部に三角のヒレをつけた、飛行船。ゆっくりと、着実にこちらへ向かってくる。確かに鯨に見えないこともないが……神さまだって？

「いつもより高度が低い。あなたを迎むかえに来たのですか？」

「えっ!?　じゃあ、いつもあの神さまはやってくるの？」

「我々の近寄れない天幕の高度から、世界を鳥ちよう瞰かんしています。黄昏時代が二度と訪れぬように」

　へ、変な神さま。それって、神さまっていうのかしら。いや、だいたい飛行船に乗っていることからして疑わしいぞ。飛行船じゃあないのかしら。

　そう訝いぶかって、もう一度ホーラルに目をくれた、その時。

　壁かべが爆発した。

　突とつ風ぷうが部屋に舞まい込こみ、爆煙と粒りゆう子しレベルまで粉ふん砕さいされた窓の物質が吹ふき乱れる。高こう層そう風が室内を揺ゆるがす。

　この強引な突とつ破ぱは。むちゃくちゃなやり方は。もしかして。もしかして！

「だあーっ、ジゼル、大だい丈じよう夫ぶかあっ！」

　ジゼルは推すい測そくは外れていた。アスラじゃない。でも、これは助けだ。

　聞き慣れぬ男声──いや、これは、カイ!?







　ACT.7




「ジゼル、だいじょーぶかっ。おーいっ、どこにいるーっ」

　白煙と粉ふん塵じんの向こうで、カイが叫さけぶ。ジゼルはへなへなと腰こしが抜ぬけた。

　なんでここにカイが来るんだ？　アスラならまだしも、カイがなぜ。いや、どうやってこの世界に来れたんだ、彼は。

「カ……カイ！」

　ようやくのことでジゼル、呼応する。すると、おうっ、と返事があって煙の中からカイの姿が現れた。

　その格かつ好こうを見た途と端たん、ジゼルは失礼だが吹ふき出してしまった。背中に操そう作さが簡かん単たんだけれどもかさばってしまう反重力システムと推すい進しんシステムを背負い、手には大きな筒つつを抱かかえて、テレビで見た特とつ攻こう野や郎ろうのような服で身を固めている。全体の物々しい雰ふん囲い気きと、軽そうなカイとのバランスが悪くて、つい笑ってしまった。なにをする気なんだか、この男。

「あーっ、無事だったかあ。よかった、心配してたんだぜ」

「ど、どうしてここが？」
















　助けにきてもらってなんだけれども、ジゼルは啞あ然ぜんとして尋ねた。カイ──カイニス・オーセン。彼はカヌーア星で出会って、それから共に面めん倒どうに巻き込まれた人である。デイニのお兄さん。その彼が、どうしてここに来るんだ？　彼にはジゼルを助けにくる義務もいわれもないのに。だいたい、彼こそ今までどうしていたんだ。他の人たちはどうなったんだ。「アド・シースっていうＥ・Ｒ・Ｆコーポレーションの奴やつがいただろう、あいつを問いつめたら、ここに飛ばされたらしいって教えてくれたんだ。俺が救出に行くって言ったら、すなーおに専用の武器を貸してくれて、世界線を追ってここまで送ってくれたぜ。まったく、一人でこんな遠くまで飛ばされやがって」

　ストレートな笑顔で答えるカイ。ジゼルはうろたえた。ここに飛ばされたらしい？　世界線を追った？　送るって、ここは行き来が可能な場所なの？

「よっしゃ、早いとこずらかるぞ、長なが居いは無用だ」

「な、なんで……」

「ん？」

「なんで、助けに来てくれたの？　こんな強行突とつ破ぱで、危険かもしれないのに。ジゼルを助ける義理もないのに……」

　ばか、なにを聞いているんだ。ジゼル、自分を叱しつ責せきする。今はそんなことより、聞かなければならない重大なことがあるだろう。

　カイはなにを言われたか、一瞬理解しかねる表情をつくった。それから呆あきれた口調で、

「ばかだなあ、友達だからだろ。義理もへったくれもねーって。まったく、クリスみたいなこと言うんじゃないよ」

「ともだち」

「さっ、早く、面倒にならないうちに！」

　カイはジゼルを抱だき上げようとした。が、いかんせん足が床ゆかに吸すいついたままなので、ジゼルは悲鳴を上げる。

「いたい、いたいっ！　むりしないでよっ、足が固定されてるの」

「なんだなんだ、もう面倒に巻き込まれてたのか？　どうなってんだ、これは」

　その時だった。

「お前はなにものですか!?」

　鋭い誰すい何か。それは、接客の雰ふん囲い気きが消え去って、殺気だったハレルヤの声だった。そりゃあ怒おこっているだろう、いきなり自分の建物を破は壊かいされたのだから。

「なにをしたのです、私のバリアをくぐって攻こう撃げきできるはずがないのに。マザーコンピューターはいかなる時も不ふ可か侵しんの聖せい域いきです、何ぴとも攻撃することはできないはず。おまえはなにものです！」

「けっ、俺はお前の世界の住人じゃあないんだよ。聖域もなにもあるかってんだ」

　煙えん幕まくの向こうに見えてきたハレルヤをまっすぐ見返しながら、カイは言い放った。

　ハレルヤはやはり怒っていた。怒いかりの表情だ、頰ほおの辺りがぴくぴく動いて、歯を嚙かみしめて震えているのが、ここからでも分かる。とても人間くさい表情。これがコンピューターの作る感情。

　ジゼルは身み震ぶるいした。これが昔は当然だったという。人工知能体──ロボットは人を目指して発展してきた。人間と変わらぬほどに、人間とさえ言っていいほどに、精せい密みつに、繊せん細さいに。人間よりも多くの機能と可能性を秘ひめながら、唯ゆい一いつ目指すところを人間として、感情豊かに、混こん沌とんとした思考で、そして愚ぐ昧まいになる道をたどった。

　しまいに、彼らは暴走した。

　人間を目標とする設せつ計けい思想は絶たれた。今の人工知能体は人間を極限としていない。

　機械が機械であることに誇ほこりを持っていて。

（いつか）

（いつか、同じ想いをしたことがある）

　あれはいつのことだったか。

「お前は……そこの小さきものと同じなのですか？　ホーラルの使いなのですか？」

　ハレルヤは感情を抑よく制せいして、それでも理知的に話を進めようとする。憮ぶ然ぜんとカイは応こたえた。

「ホーラルだかホラーだか知らんが、俺はあんたをどうこうする気はないんだ。ここには傷をつけないでくれって言われてるんだよ。ジゼルさえ返してくれればとっとと退散する、だからこいつを放してくれ」

「お前はなんなのですか」

　ハレルヤの声色が少し低くなった。微かすかな震えが聞き取れたのは気のせいだろうか。

「お前は人間の形をしている──おそらく、自分をヒトと認にん識しきしているでしょう。でも……でも、なぜ、有機化合物で軀が構こう築ちくされているのですか!?」

「そりゃあ人間は有機体だから……」

　質問の意味が理解できないといったていで、カイは答えた。ハレルヤの唇くちびるが震えている、確かにだ。

「ヒトは、有機化合物で構成されている？　我々は違ちがうのにですか？」

「お前たちロボットと人間は違うんだよっ、本物の人間は有機質の塊かたまりなんだっ！」

「カッ、カイ!?」

　苛いら立だった声を上げたカイに、ジゼルは驚きよう愕がくした。それでは、まさかまさか、と思っていたことが正解だったというのか。この世界の謎なぞの答えはそれだったというのか。

「なんだ、ジゼル、驚いた顔して。あ、もしかして判らないのか!?　おいっ、よく聞け、こいつらみーんなロボットなんだ。この街の住人も、犬も猫ねこも鳥も、植物だって精せい巧こうにできたロボットなんだとさ！」

　やっぱり！

　予感は的中した。ああ、ならばみんな納なつ得とくがいく。エリノアのいう『成長』も、老犬が嘆なげいていた『老い』も、彼らがロボットだからこそ意味を持つ。

　彼らはロボット。ここはロボットの国、異質の世界。

　じゃあ、ここはどこなんだ！

「じゃ、じゃあ、ここは、どういう星……どこの星なの!?」

　自分で聞いても震えた声でジゼルは尋ねた。そんな世界があるはずはない。あったとしても、ロボットの存在に反感を持っている人々から徹てつ底てい攻こう撃げきを加えられ、今ごろは廃はい墟きよと化しているはずなのだ。

　カイは、しかしながら、一瞬ぽかんとした様子で、それから怪け訝げんに、

「なに言ってんだか、今ごろ。ここはフェルドワント・コルソだよ、一いつ緒しよにきただろう──おおっ!?」

　カイが最後に出した驚きの声は、床ゆかのあちこちから湧わきでるように現れた制服姿の人間たちに対してだった。それはなかなかに不気味な光景だった。あたかも床の一部から人間が生えてくるような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　いや、人間ではない。

　ロボット。

　そして、ここはフェルドワント・コルソ。即すなわち、ジゼルは異世界に放り投げられたわけでも、タイム・トリップしたわけでもなく、一歩もこの星から外に出ていなかったということだ。

　フェルドワント・コルソ。立入禁止星せい域いき。Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーションが管理する惑わく星せい。広大な隔かく壁へきでくくられた世界。

　隔壁でくくられた？　もしかして、ハレルヤの言う天てん幕まくとは隔壁のことだったのかしら。隔壁で閉じられた世界。わわ、広大どころじゃあないぞ。この星そのものを覆おおっているのではないかしら。

「なっ、なんだなんだ、これは手品か幻まぼろしかっ。うーむっ、これは目の錯覚に違ちがいない、きっとそうだ。うわわっ、囲まれちまった！」

　カイがエレベーターの秘ひ密みつに仰ぎよう天てんしまくっている間に、警けい備び員いんとおぼしき十数人のロボットにぐるりと囲まれてしまった。殺気が漂っている。別に武器なんか携たずさえている様子はないけれど、彼らのばか力は先刻承知だ。エリノアのような一般市民ではないから、軀にどんな仕掛けがあるやもしれない。

　ハレルヤを守るように、じりじりとその冷れい徹てつな顔で輪を縮めてくる。

「ハ、ハレルヤ三世！」

　ジゼルは慌あわてて声を上げた。

「この人は本当になにもしないよ！　ジゼルが保証する。そ、そりゃ、こんな風に突つっ込こんできたのは謝あやまらせるけど、すぐに出ていくよ！　それから、こいつが言ったことは本当なんだ。あなたが聞きたかった、人間のような気がしない、という問題の答えなんだよ。人間は、彼のように有機質なんだ。あなたたちはロボットなんだ！　聞いてる、ハレルヤ!!」

　警備員の輪の隙すき間まから、ジゼルは必死にハレルヤを仰あおいだ。

　だけど。

「そのものを停止させます」

　さきほどまでと異なる、少し高い、ソプラノの声。さらに感情を隠かくした、というよりも、感情の抜ぬけた、クリアな命令。

　心なしか、顔つきまで厳しく冷たいものになったのは気のせいだろうか。

「危険因子、更こう正せい基き準じゆん第一種扱あつかいで強制排はい除じよします。有機質造形は一いつ旦たん、地下貯ちよ蔵ぞう庫こに収納するように。グランドコンピューターに支持を仰ぐまで監かん視ししなさい。その有機質造形は音を発しますが、コントロールされていない声帯を備えているためなので、言葉に惑まどわされぬよう口を封じなさい。よろしいですね」

　抑よく揚よう少なく、事務的にハレルヤは言い渡す。その豹ひよう変へんした態度に、ジゼルはおろか、カイまで泡あわを食ったようにぽかんとした。

「マザー・ハレルヤ、これも有機質造形ですが」

　さきほどのグレース・アザキとかいう男の声がした。疑問を投げかけているというよりも、どちらの処理を選せん択たくするべきかの確認だ。あれ、会話の対象となっているのはジゼルなのかしら？　危険因子で、更正基準第一種扱い。エリノアの両親は過か激げき因子の第二種扱いだったな。エリノア自身は第五種扱いだった。

　第一種ってことは、さらに重い更正ってことかしら。強制排除。停止させる。

　停止だあーっ!?

「それは人工知能体です」

　淡たん々たんと語るハレルヤ。

「なんの問題はありません。この都市の方針とかけ離れた精神に生育したようなので、これから修正します。それは単なる有機質の実験体です。それ以上でも以下でもありません」

「マザー・ハレルヤ……」

　グレース・アザキはさらになにか言おうとした。が、彼女の鋭い一いち瞥べつに押し込められる。

「私はマザーコンピューター、ハレルヤ。この都市の礎いしずえとなりしハレルヤ一世。私に逆らうことはまかりなりません」

　ざわっと、警けい備び員いんたちにどよめきが走った。ジゼルもびっくりした。ハレルヤ一世だって？　いつの間に入れ替わったんだろう。そういえば、さっき天てん幕まくの世界のことを問い合わせるとか三世が言っていたっけ。問い合わせるとはこういうことなのか。それとも問い合わせの内容が内容だったので、彼女を押し退のけて現れたとか。そりゃ、コンピューターなんだから代だい替がわりしたからといって、前の代のが死んだ、ということにはならないだろう。だろうけど、なんか亡ぼう霊れいがとりついたような感があるぞ、それは。やだなあ。

　なんて、のんびり構えているわけにはいかない。彼女は三世よりも理知的、合理的、そして確固たる自分の世界の形を持っている。

　ジゼルたちを排除しようとしているのは、世界を崩くずされないため？

　そこまでたどり着いて、ジゼルはハレルヤに投げかけた言葉を後こう悔かいした。あれが強制排除を決定させてしまったにちがいない。

　でも、強制排除って、どういうことなんだろう。強制退去なら星から出ていくことだろうけど。

「お、おい、ジゼル。なんかやばい状じよう況きようじゃねーかっ？」

　カイが第一印象通り、頼りないことを言う。ジゼルは頭が痛くなった。この世界のことを理解して飛び込んできたかと思えば、そういうわけでもないらしい。無む鉄てつ砲ぽうというか、計画性がないというのか。

　でも、ジゼルを助けにきてくれた。

（どうして？）

（友達だから）

　友達だから……

「もうっ、無茶するからだよーっ。他に助けは来ないの？」

「要いらないと思ったんだよー。監視されているし、機械が人間を攻こう撃げきするなんて、ピンと来なかったからな。うわわ、こっち来るなよっ」

　無表情で手を伸ばしてくるロボットに、カイは蹴けりをいれた。が、無む駄だな抵てい抗こう、相手はびくともしない。

「そりゃ、俺が飛び込んで三十分で戻もどらなかったらＥ・Ｒ・Ｆが介かい入にゆうして救出してくれるって話だけどさ」

「やっぱりＥ・Ｒ・Ｆコーポレーションがこの都市を？」

「ああ。ここはシミュレーション惑わく星せいなんだとさ。ここにあるロボットの都市群を一手に統とう轄かつしているグランドコンピューターっていうのは、奴やつらが握にぎってるんだと」

「じゃあ安心していいんじゃないかな」

「奴ら、介入は極力避さけたい、三十分以内に戻ってきてくれ、って言ってたぞ」

「そんな！　カイは助かるだろうけど、その間にジゼル、更こう正せいされちゃうよ！」

「更正ってなんだ？」

「洗せん脳のうだよ！」

　どんどん追い詰つめられる会話に、悲鳴に近い声をジゼルは上げた。その途と端たん、ガタン、と身体が上下に震動して、視界が上に一いつ斉せいに流れる。

「カイ！」

　ジゼルの足元の円だけが、急に床ゆかにめり込こんだのだ。身体が浮き上がりそうな下降に、うっと息が詰まる。なんだ、どこへ連れていこうってんだ!?

　小さな円えん盤ばんは、留まるところを知らず下降していく。流れる光景は、上昇した時と異なり、暗い、大小さまざまなコードや制せい御ぎよ盤ばん、小さな光を点てん滅めつさせている機械が密集しているような空間だった。まるで、都市コンピューターの母ぼ胎たいへと潜り込んでいくようだ。

　まったくの無人。

　低い機械の唸うなり声。

　コンピューターの暗い翳かげり。

　全身が硬こう直ちよくする。

　誰もいない。

　助けはこない。

（Ｅ・Ｒ・Ｆが管理してるんだ、大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫……）

　最後には必ず助けに来る。ひょっこり現れて、おいしいところだけをかっさらっていく奴がいる。ここはＥ・Ｒ・Ｆが管理しているんだもの。ジゼルを見捨てるはずがない。

　だって、ジゼルがどうにかなったらなつめが悲しむもの。なつめと口きいてもらえなくなってもいいわけないよね。ね。

（だから、早く来て、アスラ！）

　繰くり返し、繰り返し、ジゼルは唱となえるように呟つぶやいた。それから、世界線を追って位置を把は握あくしているＥ・Ｒ・Ｆが、助けにこないわけがない理由を片かたっ端ぱしから考え、理り屈くつづけ、大丈夫、安心よと自分に言い聞かせる。

　不安と恐きよう怖ふに打ち勝つには理屈も必要なんだと、心の隅すみで理解している自分がいた。ふしぎだ。どこまでもメタ視する自分はなにものなんだろう。それとも、それが普ふ通つうなんだろうか。自分をメタ視するのは、ごく普通のことなのだろうか。

　そんなことをこの窮きゆう地ちに考えている、それを嘲あざけるまた一回り大きな自分がいる。どこまでもどこまでも自分を客観的に見つめる自分がいた。際限がない。

　それがメタ視ってもんだよ。誰かがそう言う。

　おかしいの。あんたは猫ねこなのにメタ視ができるなんて。猫には自分を他人として考える脳のうはないんだよ。猫には未来を感知できる脳はないんだよ。

　おかしいの。あんたは猫じゃない。

　あの水すい槽そうを出たその瞬しゆん間かんから、あんたは猫であることをやめた。目覚めないはずなのに。

　目覚めないはずなのに！

　ガチャン、という金属音に我に帰った。いつの間にか円盤は停止していて、床ゆかと一体化している。どこまで降りてきたのか見当もつかない。機械群の隙すき間まをくぐり抜ぬけてきたらしく、上を向いてもそこはパイプとコードで埋うめ尽つくされていた。ここだけ、お椀わんを伏せたような空間がぽかりと空いている。

　最上階と同じ幾き何か学がく模様が、ここの床にも描かれていた。それにぎょっとなるが、足は吸すいついたまま、寸分も浮かばない。

　ほの暗かった。周まわりを囲むのがどんな機械なのかもよく見えない。空間にはなにもない。ただ一つを除いては。

「ハレルヤ……」

　目前に、ハレルヤが佇たたずんでいた。いや、彼女の端たん末まつの一つがある。ジゼルを見おろす黄金色に輝いた双そう眸ぼうは、光とは反対に冷やかで厳げん格かくだった。揺ゆるぎない態度。なにを言っても無む駄だだ。その場で直感する。三世よりはコンピューターらしいところがあるのだろう、心のない計算機の翳かげりが。それが彼女の意志を堅かたいものにする。融ゆう通ずうはきかない。

　それでもなにか言わなくては。時間稼かせぎをしなくては。できれば、三十分。

（早く来て、早く！）

「……あ、あなたは、コンピューター大暴走時代を体験したの？」

　ハレルヤは答えなかった。人形の顔で手を伸ばし、ジゼルの身体を鷲わし摑づかみにして引き寄せる。なすがままの自分が情けなかった。でも、口だけは動かし続けなければ。

「こ、ここがシミュレーションだってこと、知ってるの？　ロボットは全ぜん滅めつしたって知ってるの!?」

　だめ。声が上うわ擦ずってくる。ヒステリックになってくる。でも、だめ、諦あきらめないもの。ジゼル、なつめのところに帰るんだもの、帰れるんだもの！

（早くきて、どうして来てくれないの、どうして！）

「危険因子、更こう正せい基き準じゆん第一種扱あつかいで初期化します」

　誰に告げるのか、淡たん々たんとハレルヤは言った。

　初期化だって!?

　すべてを消すと？　洗せん脳のうだけでは足りず、すべての記き憶おくを消去するというのか？

　ジゼルのすべての記憶を。

　愕がく然ぜんとした。

　記憶が失われる。すべて。ここの記憶。銀河世界の記憶。Ｅ・Ｒ・Ｆコーポレーションの記憶。おとーさんおかーさんの記憶。エルシの記憶。アスラの記憶。なつめの記憶。実質的な停止状態に追い込まれる。

　なつめの記憶が消える？

　あの綺き麗れいな姿も、優しい微び笑しようも、あたたかい抱ほう擁ようも消える？　三年間、一いつ緒しよに暮くらしてきたすべての思い出が、消える？　今みたいな記憶喪そう失しつというわけではなくて、ばらばらに崩くずして、跡あと形かたもなく流して、漂白して、真っ白になってしまう──そういうことだと言うのか？

「い──い、や、だ」

　ぎりぎりと胸が締しめ付けられながら、必死に絞しぼりだした声は掠かすれていた。

「い、いや、いやだ。いやだっ、そんなのはいやだ！　やーっ！　助けて、助けて！　お願い、助けて、放して！　ア、アスラ、アスラーッ！　聞こえてるんでしょ!?　ほんとは近くにいるんでしょ!?　早く助けてよーっ！　これ以上怖こわがらせなくてもいいじゃない、アスラのいじわる！　アスラ、なつめ、なつめーっ！」

　堰せきを切きったようにジゼルは声を上げた。ぼたぼたと涙がこぼれる。怖い。怖い、怖い。怖いよう。助けて。このままじゃあ、ジゼル、ここから消えてしまう。軀は生きていても、ジゼルは死んでしまう。それが人工知能体なのだから。怖い。消しよう滅めつ。こんなところで、誰にも判らず、誰にも見られず消えていくなんていやだ。なつめが待っているのに。

「やだやだっ、助けて！　ごめんなさい、もうなにも言わない、なにも聞かないっ。すぐに出ていくから見逃して、あなたが人間的なら聞いてくれるでしょ！」

　しかしながら、ハレルヤは手の力を緩ゆるめず、無表情のままだった。ハレルヤはもうだめだ。諦あきらめがどっと徒と労ろう感と恐きよう怖ふを伴って襲おそう。

　でも、大だい丈じよう夫ぶ。でも、分かってる。ほんとはそこにいる。最後には絶対助けてくれるスーパーヒーロー。いつだって助けてくれた。そういう人がジゼルにはちゃんといる。ジゼルの味方だもの。笑いながら出てくる。すぐに、ほら、次の瞬間。

（早く来て、ここに来て）

　ハレルヤのもう一方の手が、白い、陶とう器きのような手がジゼルの頭を押さえた。涙が乾かわいて目が見開かれる。恐慌に神経電流が容量を越こし、頭が痺しびれる。

（ジゼルを裏切らないで、お願い……）

　助けは、ほら、次の瞬間に──

「実行します」

　お願い。

　思考のパルスが障しよう壁へきにぶつかった。

　実行します。死の宣告だけがかろうじて滑すべり込こむ。

　そして。

（なつ……）

　消える。







　あとがき連続青春小説【そして、あたしはここにいる】　第四回




　一巻ができあがり、さっそく友人に渡した小林さんは、彼女の無情な言葉に衝しよう撃げきを受けました。「あの説明、間違っているよ」。説明した当人が言うのだから、そうなのでしょう。そんな、三年も昔の会話、あたしが覚おぼえているわけないじゃない……グチる小林さんに、彼女は問題の小説を貸してくれました。そして、「次のあとがきで訂正したら、なにも言うことはない」と言ってくれるのでした。三年間、ああいう小説だと信じ込んでいた（全文に渡って辞書形式で話が進んでいくという、とてつもなく高度な小説と考えていた）あたしって、なんておばかさんなんでしょう。

　でも、小林さんは落ち込んだりしません。既すでに三巻分の原稿を渡して話を完結している身には、そんな失敗、痛くも痒かゆくもないからです。

　というわけで。

「ファウンデーションっていう科学者の団体が、まず宗教で支配して、経済で制せい覇はしていくお話。百ページで三百年が過ぎるの」

　そう訂てい正せいさせていただく小林さんでありました。

　さて、「なにも言うことはない」と語る友人たちですが、そんな彼女たちが必ず説明しろと責せめるのは、φベクトルのことでも科法使いのことでもありません、「企業主義」のことです。

　実はこの世界で一番小林さんが解わかっていないのは、随ずい所しよに出てくるこの言葉なのでした。まったく、こんなことをばらしてよいのでしょうか。

　高校三年の秋冬、最も勉学に燃えている（はず）時に、それは起きました。東西ドイツの統一です。地理学に全力投球していた小林さんは、わいわいと友人たちと騒いだものです。ソ連は一年以内に分裂するだの、東欧崩壊は近いだの、大学センター試験は大荒れだの。その中で、女王さまは言いました。「マルクスは失敗したんだよ。社会は発展すると社会主義、共産主義になるという説は間違ってたんだね」「人間の欲求は止まらないものねえ」「だから、社会が発展すると、資本主義から企業主義になるんだっ」「ほー（半ばばかにしている）」。これが「企業主義」の考え方の基本なんですもの。本当に理解しているのでしょうか。

　でも、現代日本は着々と企業主義になっているようなので、造語とはいえ、詳しい説明は必要ないでしょう。


つづく



　第五回、こうごきたい。

　どこにでもあるような設定を打ち砕くだけ、という主しゆ旨しの下もと、この二つの章は生まれました。あまりにも陳ちん腐ぷな世界で、書いている方が情けなくなりましたが、そこら辺の意向を汲くみとっていただければこれ幸い。

　私は『ロボット』が嫌いです。別に、産業機械なんか排はい除じよしてしまえ、というわけではありません。その字じ面づらと語ご呂ろが苦手と云いましょうか。そして、最初の小説における『ロボット』の観念という奴が好きになれません。

「ねこのめ」はそんな感情から生まれたといっても過言ではないでしょう。

　あと、『タイムマシン』という言葉も嫌いなので、この世界にはそんなものは存在していない設定になっております。いや、良かった良かった（偏へん見けんで凝こり固まった世界だなあ）。





　　平成四年十一月十三日




小林めぐみ









　解説【だけど、わたしは、いたりいなかったり】





富士見ファンタジア文庫編集部






　編集者は考えていた。

　もういいかげん、解説を書くのはやめよう。もうこの作家の名前も読者に浸しん透とうしているだろうし、これ以上は、作家をあまやかすことになる。

　だが……。

　編集者は甘かった。

　羊よう羹かんが好きだった。

　あんみつも好きだった。

　ついでにいえば、ショートケーキもアップルパイも好きだった。

「えー、もう書いてくれないんですかあ!?」

「闇に生き、闇に死するのが編集者のさだめ。あきらめてくれい！」

「でも、ほんとうは書きたいんでしょ？」

「うっ……」

　見抜かれている。

　じつは目立ちたがりやの編集者の本性を──。

　世間からは派手めの業界と見られながら、けっこう地味で根気のいる職業。そのせいか、機会さえあれば目立ちたいと内心では思っているのが編集者というものだ。そのために、ときとして奇抜な行動に走ってしまうものもいる。

　たとえばある編集者など……。

　いや、やめておこう。まだ命は惜おしい。

　内心では、やっぱり書こうかな、と思いながらも、

「んじゃ、書く時間がとれたら書く、ということで」

　編集者はいつものようにいいかげんなことを言ってごまかす。

　それにしても。

　なにを書けばいいというのだ。

　言いたいことはただひとつ。

　この本、『ねこのめ②　羅針盤の夢』はおもしろい。

　それだけだ。

　だが、これでは一行で終わってしまう。

　編集者は困っていた。

　勇者の父を育てながら考えこんでいた。

　そのとき、なにを思いついたのか、編集者は読者のほうを向いてまじめな声で言った。

「作家を育てるのはひとえに読者の力。さあ、ともだちに勧めよう！　アンケートはがきを出そう！　著者に応援の手紙を書こう!!」










ねこのめ②




羅ら針しん盤ばんの夢ゆめ








小こ林ばやしめぐみ
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